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ドクターの甘やかな報酬







　





「店長。じゃあ、お先に失礼します」


　ファミレス厨ちゆう房ぼうでの深夜バイトを終えた砂すな川がわが、眠ねむそうな目を擦こすりながら頭を下げる。


「おう、ちょっと待て砂川。なんか大だい丈じよう夫ぶか？　お前」


「え？」


「マジで顔色悪いぞ。仕事と勉強で疲つかれてンなら、今日はバイクを置いて電車で帰ったらどうだ？」


　細身の体型と人形のように整った顔立ちのせいで、同性からもたびたび心配されてしまう砂川だが、小学校から高校までサッカーを続けてきた自分の体力には、今も自負がある。


　それでも、たしかに今日は本当に疲れがたまっていた。


「いえ、大丈夫ですよ。ご心配かけてすみません」


「そうか？　ならいいが、気をつけて帰れよ」


「はい。じゃあ、また」


　従業員用の裏口を出ると、砂川は駐ちゆう車しや場じようの隅すみに置いてあったバイクにまたがる。


　さっき顔色が悪いと言われたことが少し気になって、バックミラーを覗のぞいてみた。


　店の照明の下に白く浮うかぶ、作りものめいた容よう貌ぼう。


　奥おく二ぶた重えの凛りんとした瞳ひとみと、筋の通った小さな鼻。


　ほんのり朱しゆ色いろに色づいた唇くちびるが、今は顔の色がくすんでいるせいか、やけに赤く見える。


「たしかにこんな青い顔じゃ、心配されるよな。今日は早く帰って寝ねよう」


　自分に言い聞かせるようにつぶやくと、砂川はメットをかぶってエンジンをかける。


　もう初夏とは言え深夜ともなればまだ肌はだ寒ざむく、砂川は上着のファスナーをあげると、いつものように店をあとにした。


　砂川は現在、霞かすみが関せきにある東京地検で実務修習を受けている司法修習生だった。


　Ｍ大法学部を卒業したあと、四度目の受験でようやく司法試験に合格した彼は、三ヶ月の前期修習を終えたのち、現在は一年間の実務修習を受けている最さ中なかだった。


　司法試験を突とつ破ぱした者すべてが司法修習生となるが、彼らは一年半の修習を受けるのが義務とされていて、その最後にある「二回試験」に合格したあと、それぞれが弁護士、検察官、裁判官といういずれかの道を選んで巣立っていく。


　本当はバイトも固く禁じられている身分だったが、彼には働かなければならない理由がある。


　たった一人の肉親である母を、介かい護ご施し設せつに入所させているからだ。


　そんな彼は現在、日中は東京地検公判部での実務をこなし、加えて週に二回、密ひそかに二十四時間営業のファミレスの厨房で、深夜のバイトに励はげんでいる。


　その日は、たまたま給料日だったこともあって少し気がゆるんでいたのかもしれないし、毎日の実務修習と睡すい眠みん不足が重なり、体力的に疲れきっていたのかもしれない。


　体調は最悪だったが、それでもつまらない事故なんか起こすわけにはいかないことを、砂川はわかっていた。


　彼が目標としてきた検察官への道も、もう目前。


　だからこそ、そんなことは百も承知のはずだったのに…。


　砂川がバイクを走らせているのは国道から一本だけ入った街灯の少ない道路で、道みち幅はばも三メートルくらいと狭せまく、歩道もない一方通行だ。


　そこを抜ぬけると同じような一方通行の道に通じていて、普ふ段だんからあまり車の通りの多い道ではない。


　まして深夜ともなれば、すれ違ちがう車などは皆かい無むに近かった。


　砂川がいつものようにバイクを走らせていると、不意に目の霞かすみを感じてしまい、軽く頭を振ふる。


「まずいなぁ。なんか、本当に疲れているみたいだ」


　眠気を飛ばすためにしたことだったが、ミラーのない交差点の角を出た瞬しゆん間かん、目の前に突然人ひと影かげが見えて。


「ッッ……！」


　ダメだ！　避さけられないッ！


　そこから先は、まるでコマ送りの映像のようだった。


　視界のすぐ先に人の姿を認にん識しきした砂川は、反射的にバイクのハンドルを切る。


　それでも距きよ離りがあまりに近すぎて、もう衝しよう突とつを避けることは不可能だった。


　次の瞬間、身体からだに強い衝しよう撃げきを感じ…。


「うわっッ」


　その直後、バイクは大きな音をたてて転てん倒とうし、砂川は勢いよく路上に投げだされていた。


　肩かたと腕うでに痛みを感じる。


　一瞬、なにが起こったのかわからずに、放心したように暗がりで身を起こす。


「ッ……」


　うめき声が聞こえたことで、倒たおれたバイクの向こうに男が倒れていることに気づいた。


　砂川は弾はじけるように立ちあがると、彼の元に駆かけつける。


「すみません！　大丈夫ですか？」


　ようやく自分が交通事故を起こした事実を把は握あくしたとたん、全身が震ふるえだす。


　以前から、この一通の狭い交差点の角は暗くて危ないという認識はあったのだ。


　どうやら自分は、俗ぞくに言う出合い頭の接せつ触しよくで、歩行者を撥はねてしまったらしい。


「あのッ、怪け我がは？　怪我はないですか？」


　アスファルトの上に膝ひざをついた砂川は、うずくまっている彼の肩に触ふれて夢中でそう訊きいた。


「あぁ……たいしたことはないが、右手首に刺さすような痛みがある。この感じは、おそらく亀き裂れつ骨折だろうな」


　うつむいた彼からは、被ひ害がい者しやとは思えないほど冷静な声で怪我の分ぶん析せきが返ってきて、砂川はさらに青ざめる。


「骨折？　骨折…してるんですか？」


「レントゲンを撮とってみないと正確なことはなんとも言えないがな」


　ようやく彼がゆっくりと顔をあげた時、満月の明かりが端たん整せいな顔を照らしだした。


　その瞬間、砂川は思わず「ひっ」という、この場に至ってふさわしくない声を発してしまう。


　あまりに動どう揺ようしていたため、被害者の声だけを聞いても『彼』だとわからなかったのだ。


「どうした？　偶ぐう然ぜんの再会に、そんな声しか出てこないのか？」


　だが、彼の方はすでに自分のことに気づいていたらしく、砂川はまるで怖こわいものにでも触れたように、座ったまま膝であとずさってしまう。


「砂川北ほく斗と」


「っ…」


　忘れもしない、その秀しゆう麗れいで端整な面おも立だち。


　意志の強さを示す瞳の輝かがやきは今も変わることなく鋭えい利りで、真っ直すぐに結ばれた薄うすい唇は、あの頃ころと変わらずに彼の表情を冷れい淡たんに見せている。


　それは、幼少の頃から見慣れたはずの顔だった。


「久しぶりだな。どうした？　まさか、俺のことを忘れてないだろうな？」


「五十嵐いがらし……」


　その名を口にするのは何年ぶりだろう。


　彼は五十嵐哲てつ也や。


　砂川にとって、小学校から高校にかけての十年あまりの間、ずっと一番の親友だった男だ。


「あぁそうだ、五十嵐だ。名前も忘れられたかと思ったよ」


　彼は砂川にとって、実はずっと会いたくて、会いたくない相手だった。


　まるで追いつめられた小動物のように砂川の動どう悸きが激しくなり、冷たい汗あせがこめかみを伝う。


「なんだ？　まるで幽ゆう霊れいでも見たような顔だな。そんなに俺が怖いか？」


　すっかり青ざめている頰ほおに、長い指先が触れたとたん、砂川は過去に一度だけ刻みつけられた男の肌の温ぬくもりを克こく明めいに思いだしてしまった。


「それとも、なにか嫌いやなことでも思いだしたか？」


　からかう口調で図星を指され、あの日の暴行の映像が脳のう裏りで無情にもフラッシュバックする。


「そ……そんな、ことっ…な」


　急に唇が乾かわいてきて、言葉すらまともに出ない状態に陥おちいってしまう。


　だが、目の前の男はまるでこの状じよう況きようを楽しんでいるかのように、口角をあげただけの冷たい笑えみを浮うかべていた。


「唇が真っ白だぜ？」


　そう言った男に今度は唇を指で撫なでられ、砂川はその瞬間、相手の手を容よう赦しやなく払はらいのけてしまうが…。


「ぁッ」


　懲こりずに伸のびてきた手が後頭部の髪かみを鷲わし摑づかみにし、強ごう引いんに顔を近づけさせられた。


　互たがいの唇に息がかかるほどの至近距離で見つめられ、砂川は声を震わせる。


「やッ……五十嵐。痛い。やめて……くれ」


　怯おびえたような声がこぼれる。


「なにをやめるんだ？　ん？」


　満足げな声とともに唇に触れられてしまいそうで、砂川は反射的に目をつぶってしまった。


　キスされる！


　そう思った瞬間、髪を摑んでいた手が放され、冷静な声が落ちてくる。


「なぁ砂川。お前は、まず俺になにか言うことがあるだろう？　違うか？」


「ぇ……あ！」


　拘こう束そくをとかれて我に返った砂川は、ようやく自分の起こした事故のことを思いだし、すぐに頭をさげた。


「ごめん。本当にっ……俺、暗くて歩行者に気づかなくて。すみませんでした」


「あぁ、そうだよな。まずは謝罪が先だよなぁ、普通は」


　淡々と責めたあと、怪我をしているはずの五十嵐は平気な顔をして立ちあがり、右手で服についた埃ほこりを払った。


「ぁ…あの、痛みはないのか？」


　砂川も同じように立ちあがると、不安げな顔で相手を気き遣づかう。


「お前は馬ば鹿かか？　この痛みは骨折だとさっき言ったろう？　痛くないわけがない」


　五十嵐は淡々とそう言うと、痛めていない方の手をポケットに入れて携けい帯たい電話を取りだす。


「あの……どこへかけるんだ？」


「どこって、警察に決まってるだろう。これは人身事故なんだからな」


　それを聞いた瞬間、砂川の顔色が一変した。


「ちょ、ちょっと待って。待ってくれ…五十嵐！」


　とっさに携帯電話を持つ彼の手を摑み、悲ひ壮そうな声で哀あい願がんする。


「俺、警察はまずいんだ。今は……どうしてもまずいんだよ」


「なにがまずいんだ？　これは事故なんだから、一刻も早く警察と救急だろ？　お前、小学校でそんなことも習わなかったのか？」


　もちろん相手の言い分が正しいということは、司法を学んで六法を知り尽つくした砂川が知らないはずがない。


「どうした？　俺が間ま違ちがってるか？　それとも、なにか警察に連れん絡らくできないわけでもあるのか？」


　険しい目つきで問われ、ここはもう正直に話すしかないと思った。


　砂川は情けない気持でいっぱいだったが、それでも他ほかにいい方法も見あたらなくて、仕方なく言い訳を始める。


「俺、実は今……司法修習生なんだ。あと半年ほどで研修終しゆう了りようの二回試験があって、受かったらすぐ就職活動に入る」


　それを聞いて、五十嵐の顔が驚おどろきのそれに変わった。


「へぇ。お前、あの難関の司法試験に通ったのか？」


「……うん」


「それで、弁護士にでもなるつもりか？」


「……違うよ。俺、検察官になりたいんだ」


「検察官？　ずいぶん欲がないんだな？　あぁ、でもそう言えば、学生時代に一度だけそんな話をお前に聞いたことがあったかな」


　五十嵐は目を細め、過去のことを思いだしているようだった。


「頼たのむよ五十嵐。だから今、俺が人身事故なんか起こしたらまずいんだ。もし、こんなことが研修所の教官にでもばれたら」


　これまでの血の滲にじむような努力が一いつ瞬しゆんにして無む駄だになるなんて、想像するだけでゾッとする。


「それに、お世話になっている地検の上司にだって顔向けできないし、もっと悪くすれば…」


　あまりに身勝手な言い分なので、その先の言葉に詰つまると、あとを五十嵐が続けてくれた。


「卒業後の身の振ふり方。ようするに、就職活動にも大いに影えい響きようが出る。そういうわけなんだな？」


　察しのいい相手の言葉に、砂川は青ざめた顔でうなずく。


「それに、検察官になるには教官に…」


　気に入られるのが一番の近道だと、一いつ般ぱん的には言われているのだ。


　それをこの時期に人身事故だなんて！


　おまけに兼けん職しよくをすることは固く禁じられている司法修習生の立場で、ファミレスのバイトまでしていたことがばれてしまえば、義務違い反はんとして即そつ刻こく罷ひ免めんされてしまうのだ。


　だから砂川は必死だった。


　もう、なりふりなんてかまっていられない。


　とっさにその場に膝ひざをつくと、アスファルトに額がつくほど頭を下げていた。


「お、おいっ……？」


　信じられないその行こう為いに、さすがの五十嵐も驚きを隠かくしきれない。


「これが自分勝手な言い分だって充じゆう分ぶんわかってる。怪け我がの償つぐないならどんなことでもちゃんとする。だから…警察に通報するのだけはやめてくれないか！」


　今の砂川には、事故のことを隠すことしか頭になかった。


　検察官になるために何年も努力してきたすべてを、今さらこんな接せつ触しよく事故くらいで無駄になんかできない。


「頼む。五十嵐！」


　それに、たった一人の肉親である母にも、よけいな心配をかけたくはなかった。


「………わかったよ」


　ややあってから低い声でそう答えると、五十嵐は携帯電話をポケットに戻もどした。


「ありがとう！　本当に、すまない」


「でも、いいか砂川。これはお前が、一方的に望んだことだと忘れるなよ」


　五十嵐が改めて念を押したが、ホッと胸をなで下ろしている砂川には、この時の判断があとで自分を陥おとしいれていくことなど微み塵じんも予測できなかった。


「もちろんだよ」


「だったら、そうだな……事故のことを伏ふせるためにも、病院は俺が選ばせてもらうが、それでいいな？」


「ぁ！　そうだよな。普ふ通つうに医者に診みせたりしたら、骨が折れた理由とか当然訊きかれるよな」


　思し慮りよ深い相手の姿に、砂川は学生時代の彼も、いつもこんなふうに冷静だったことを思いだした。


「でも……俺、そんな都合のいい病院なんか知らないけど、五十嵐は誰だれか知り合いがいる病院でもあるのか？」


　そう訊いた時、あきらかに相手の顔つきが曇くもったのに気づく。


「え？　あの……俺、なにか気に障さわることでも言った？」


「別に期待なんかしてないけどな。でも…お前、本当に俺のことをなにも知らないんだな？」


　そう訊かれた砂川は、困った表情で目を伏せる。


「ごめん。俺、お前みたいに最初から出来のいい奴やつじゃないから、大学の時も卒業してからも司法試験の勉強でずっと忙いそがしくて……だから、ホントに知らないんだ」


「謝るな。余計ムカつく。別に俺は、昔も今もお前にはなにも望んでないさ」


　いらだちを含ふくんだ投げやりな声を聞いて、砂川は驚いて相手の顔を見る。


　目の前の彼は、信じられないくらい哀かなしい目をしていた。


「お前にとって…やはり俺は、それくらいの存在でしかなかったんだな」


　それは訊いた相手から答えを得ようとするのではなく、まるで独り言のような小さなつぶやき。


「え？　今、なんて……？」


　気になって訊き返そうとしたが、五十嵐はふいと横を向き、路上に転がったまま放置されていた砂川のバイクのところに行って器用に片手で起こす。


「ハンドルのグリップに少しだけ擦こすり跡あとが残っているが、たいしたことはなさそうだ」


「ぁ、ごめん！」


　怪我人にバイクの心配までさせてしまい、砂川もあわてて駆かけ寄るとエンジンを調べてみた。


　どうやらバイクは転てん倒とうしたあと、横に滑すべるように転がったらしく、細かい傷はあったがエンジンなどの主要部分に損傷はないようだ。


「よかった」


　貧びん乏ぼう暮らしの砂川にとって、それはとてもありがたいことだった。


　司法修習生というのは立場的には公務員扱あつかいになって給料もボーナスも与あたえられるが、大学の学費の支し払はらいに奨しよう学がく金きん制度を利用していた彼には、まだまだ借金がある。


　それに、一人暮らしをするための生活費や家賃。膨ぼう大だいな金額になる大量の書しよ籍せき代だい。


　そして、母が入っている介かい護ご施し設せつへの支払いと、毎月本当に頭が痛くなるほどの支出があった。


　禁じられているバイトまで密ひそかにやって、それでも質素な食事をし、毎日ぎりぎりの生活を送っている現状。


　この上バイクまで修理が必要となると、一ヶ月は食事もとれないほど生活は厳しい。


「砂川、バイクはどうするんだ？　ここに置いたまま病院に行くわけにはいかないだろう」


　目の前に立たれると息苦しいほど威い圧あつ感があるのは、彼が長身で逞たくましい体たい軀くをしているせいだけではない。


　理由はわからなかったが、高校に入ってから急に男らしく変わっていく五十嵐を見るたび、砂川は今のような息苦しさを感じることがあった。


「あぁ、バイクだよな。実は俺、そこのファミレスでバイトをしているんだ。戻って置いてくるよ。友達に会ったからって店長に断っておく。次は電車で来ればいいし」


「そうか」


「じゃあ、ちょっと待っててくれよな」


　一いつ旦たん、バイト先にバイクを置きに戻った砂川が再び事故現場にやってくると、そこにはすでに一台のタクシーが停とまっていた。


　五十嵐の姿が近くになくてあたりを見まわしていると、おもむろにタクシーの窓が開き、中から厳しい声で呼ばれる。


「砂川、なにをしている？　病院に救急外来の電話を入れたから早く乗れ。お前、俺が怪我人だってこと忘れてないか？」


　砂川はあわててタクシーに乗り込んだ。





　深夜だということもあり、タクシーは十五分ほどで目黒にある大きな総合病院の門をくぐった。


「ぁ、ここは」


　広い敷しき地ちに建つ立派な建物を車内から見あげて、砂川は声をあげる。


　実はこの私立愛あい和わ総合病院は、二ヶ月前、身体からだの弱い砂川の母が風邪かぜをこじらせて肺はい炎えんにかかった際、二日間だけ入院していた病院だったからだ。


「砂川も、もちろん知ってるよな？　お前のオフクロさんが、先月入院していたところだ」


「えっ？」


　砂川は驚おどろいて、隣となりに座っている男の顔を見あげる。


　なぜ、そんなことを五十嵐が知っているのだろう？


「あの……どうして？」


「その時に、一度だけ俺は砂川と廊ろう下かですれ違ちがったんだ。でも、お前はまったく俺に気づかなかったけどな」


「え？　あの。もしかして五十嵐も、その時この病院に入院していたのか？」


　それには答えず、運転手に支払いを済ませた五十嵐が先に車から降りる。


「ほら、なにしてる？　早く降りろ」


　昔から五十嵐は、なにをしてもスマートだった。


「あ、ごめん。あの、タクシー代は俺が払うから」


　そう言って財さい布ふを出そうとした時、信じられない言葉が返ってきた。


「ここは俺の勤務先だ」


「え？」


「俺はこの愛和総合病院に、医師として勤務している」


　この幼なじみが優ゆう秀しゆうだったことは子供の頃ころから知っていたが、まさか五十嵐が医者になったなんてことは、まったく知らなかった。


　砂川は十八歳までを神奈川で過ごしたのだが、その頃の同級生たちとは現在まったく交流がない。


　高校卒業後、母が恵え比び寿すの介護施設に入ったのをきっかけに、大学が近いお茶の水に引っ越こしたのだが、それ以来、実家があった街には帰っていなかった。


「さぁ、行くぞ。今の俺は急きゆう患かん扱あつかいになるからな。救急病びよう棟とうに入る」


　砂川には、帰郷しても友達に会えない理由があった。


　だから仲の良かった同級生たちが、卒業以来どこでどう暮らしているのか、まったく知らないで過ごしてきたのだ。


「ごめん。本当に…知らなかった」


　速い足取りで病院の中に入る背中を追いながら、砂川が申し訳なさそうに謝ると、


「別にいいさ。俺も、お前が司法修習生になったことなんて少しも知らなかったんだから」


　五十嵐は軽い口調でそう言ってくれたので、少しホッとした。


「でも、ここに母さんが入院していることを知っていたなら、どうして声をかけてくれなかったんだ？」


　軽い気持ちで訊いた一言だったが、院内の廊下を歩く彼がふと足を止めて振ふり返った。


　その目つきが恐おそろしいほど険しくなっているのを目まの当たりにして、砂川は息を呑のむ。


「お前、俺に会いたかったか？　どうだ？　正直に答えてみろ」


「ッ……」


　内面を、すべて見み透すかされているのだと思った。


　自分が目の前の相手に対し、本当は恐きよう怖ふを感じて逃にげまわっていたことを、おそらくは知られている。


　砂川は、そう気づいた。


「俺が怖こわいんだろ？　違ちがうか？」


　言い返すこともできなかった。


「なぁ砂川。俺に声をかけろだって？　馬ば鹿かにするな！　お前は……お前は、俺に気づかなかった！」


　相手が威い圧あつ的な声を発した時、廊下の先にある診しん察さつ室しつのドアがいきなり開いて看護師が姿をあらわした。


「五十嵐先生ッ。大だい丈じよう夫ぶですか？」


「あぁ、たいしたことはない。今日の夜間救急外来の担当は？」


「冴さえ木き先生です。早く診察室に」


　連れん絡らくを聞いて待機していたのだろう、看護師に導かれて二人は診察室に入る。


「悪いな冴木、多分、折れてると思う」


　待っていた若い医師は、前に座った五十嵐の右手首を少し触さわったあと、あっさりと答えた。


「これは間違いなくいってるな。念のためにレントゲンを撮とるから。あと、他ほかに怪け我がはないのか？」


　おそらくまだ二十代だろうと思われる整った面おも立だちの当直医は、表情を少しも変えずに淡たん々たんと診しん断だんした。


「他に怪我はない。転倒した時、壁かべに肩かたをぶつけたが軽い打だ撲ぼく程度だよ。それより、こっちの彼の診察もお願いできないか？」


「ん……誰だれだ？」


　冴木は、不ぶ躾しつけな眼まな差ざしを真っ直すぐ砂川に向けてくる。


「実はさっき、交差点で彼のバイクと接せつ触しよくしてしまったんだ。本人はなんともないと言っているが、念のために診察してやってくれ」


「おい五十嵐、それは交通事故ってことだな？　事故なら、どうして救急車で搬はん送そうされなかった？」


「まぁ、いろいろ事情があってな。ちょっと警察沙ざ汰たにはできないんだよ。悪いが、カルテにはマンションの階段で転てん倒とうしたとでも記しておいてくれ」


　曖あい昧まいに説明すると、五十嵐は砂川に向き直った。


「砂川、冴木は俺の研修医時代からの同期で脳外科が専門なんだ。見ての通り無愛想な奴やつだが腕うでは確かだ。ちゃんと診みてもらえ」


「うん。でも、本当に俺はいいよ。転んで膝ひざを少し打った程度だから」


　それでも念のためだと言って、砂川は強ごう引いんに診察を受けさせられた。


　幸い大きな外傷も打撲もなかったようだ。


「じゃあ、次はレントゲン室だな」


　通常、レントゲンの撮さつ影えいは診しん療りよう放射線技師が行うものだが、深夜などで不在の場合は当直の医師が行うのが通例になっていると冴木医師は言った。


　彼が撮ったレントゲン写真の結果、五十嵐の右手首は橈とう骨こつ遠位端たん骨折を起こしていることがわかり、ギプスは一週間ほどで取れるが、最低でも二ヶ月は執しつ刀とうできないという厳しい診断が下された。


「まぁ、他に大きな怪我がなかっただけでも幸いだったな」


　レントゲン室から戻もどってきた時、五十嵐は砂川を安心させるようにそう言ってくれたが、冴木は楽観視しなかった。


「だが、骨こつ片ぺんによって神経が圧あつ迫ぱくされて橈骨神経麻ま痺ひや正中神経麻痺を発生する可能性もあるから、今後は要注意だな。それに、お前がふた月も執刀できないのはまずい。五十嵐を欠くことは、病院にとって大きな戦力ダウンだからな。おい、そっちのアンタ。自分が犯おかした事態の大きさを、ちゃんと認にん識しきしてるか？」


　脳天気に安あん堵どしていた砂川は、責める口調で問われてギョッとする。


「え？　あの…」


　意味を把は握あくしていない砂川が言いよどんでしまうと、冴木はとても不ふ遜そんな態度で忠告した。


「五十嵐はウチの若手の中では最も優秀な腕を持った心臓外科医なんだ。そんな彼が二ヶ月も執刀できないとなると、どんな不具合が出てくるかわかるか？」


　彼の言葉で、自分の認識の甘さをようやく悟さとった。


　いくら大規模な総合病院でも、余よ剰じよう人員の医師まで雇やとっているような病院はほとんどない。


　五十嵐が執刀できなければ誰かがその代わりを務めることになり、結局はしわ寄せが周囲に広がっていく構図になる。


　まだ研修中の身分とはいえ、砂川は仮にも司法修習生だ。


　法律のことなら専門分野だった。


「おっしゃることはわかります。でも……執刀は無理でも、診察くらいならできますよね？　だったら」


「心臓外科医が執刀できなくて、この大病院でなんの役に立つと思うんだ？」


「ッ……」


　冴木の問いに、砂川は反論の余地もなかった。


「あんたは、ずいぶんと迷めい惑わくなことをしでかしてくれたもんだよ。それと、わかってると思うが、個人に対する賠ばい償しようも絡からんでくるんだぞ」


　砂川はもちろん交通事故の賠償問題にも詳くわしいが、どんな事故においても、すべて警察による事故証明が必要になる。


　先刻、自分は人身事故になることを恐おそれて警察を呼ばなかった。


　だから賠償金の交こう渉しようや支し払はらいを、保険会社に依い頼らいすることは一いつ切さい不可能になる。


「あんたが表沙汰にしたくないと五十嵐に頼たのんだらしいが、もちろん賠償金は自腹で払えるんだろうな？」


　詰つめ寄られたが、苦しい生活を送っている砂川にとって、自費で賠償金を支払うとなると難しい問題だった。


「はい。それは……たとえすぐには無理でも、必ずなんとかします！」


　交通事故を起こしたことと五十嵐に再会したことで頭がいっぱいで、今の今まで賠償問題のことまで考えが及およんでいなかった。


「知ってるか？」


「え？」


　砂川の着古した感のあるジーンズをチラリと見て、冴木はさらに冷たい声で追いつめる。


「あんたみたいな貧びん乏ぼうくさい奴にはわからないだろうが、俺たちの給きゆう与よは月に二百万だ。うちの優ゆう秀しゆうな心臓外科医の利きき手を怪我させたからには、きっちりと償つぐないをしなければならない」


「そ……それは、そうですが。でも、この場合は…」


　法律でも、事故における被ひ害がい者しやの給与の補償に関してまでは論議が分かれるところだろうが、それでも自分の社会人としての責任において、なんとかしなければならないことはわかる。


　頼たよるものがなにもなく、どう考えても分が悪いことだけは砂川にも理解できた。


「どうする？　今からでも考え直して警察を呼ぶか？」


　冴木に勧すすめられたが、それでも砂川は必死になって言い募つのる。


「いえ！　それはっ……できません」


　ここまで来て、検察官への夢を捨てるなんて絶対にできない。


　でも、どうしようもなく自分が無力に思え、情けなくも、じわりと瞳ひとみに熱いものが滲にじんだ。


「まぁまぁ冴木、砂川も怖がってるじゃないか？　もういじめるのは、そのくらいにしてやってくれ。実は彼は俺の高校時代の同級生なんだ。一いつ緒しよにサッカーボールを蹴けったチームメイトでもあるんだよ。だから話もし易いし、あとのことは当事者に任せてくれ」


　立場の悪くなった砂川を、五十嵐はそう言って庇かばってくれた。


「五十嵐……俺…」


「大丈夫だよ。ちゃんと二人で話をしよう」


　優やさしい言葉をかけられ、心の底から安堵する。


　それはまるで、彼が昔の自分の卑ひ怯きような裏切りを許してくれたような気になってしまうほど。





　診しん察さつ室しつを出ると、五十嵐は空いている第二診察室に砂川を通した。


「ここなら今の時間はおそらく誰も来ないし、ゆっくり話もできるだろう」


「うん。ありがとう」


　砂川を患かん者じや用の回転椅い子すに座らせ、五十嵐自身は医師が座る背もたれのある椅子に腰こし掛かける。


　今の砂川なら、誰に見られても医師の診察を受けている患者にしか見えないだろう。


「あの、五十嵐……手首、すごく痛むのか？」


「いいや。もうほとんど痛みはないよ」


　それでも治療を終えた彼の手首は薄うすいギプスで固定され、痛々しく包帯が巻かれている。


「本当にごめん。俺のせいで……」


　二人きりになってから、砂川はようやく自分の起こした事態の深刻さを嚙かみしめていた。


「もう気にするな。ところで、少し訊きいてもいいか？」


「え？　うん。なに？」


「さっき、お前は検察官になりたいと言っていたが、どうして検察官なんだ？　一番儲もうかるのは弁護士だって普ふ通つうは聞くけれどな？」


　そう問われて、砂川は少し迷ってから答えた。


「小さい頃ころに亡なくなったんだけど、俺の父親も検察官だったんだ。正義感のある立派な人だったって、いつも母が自じ慢まんげに話してくれたよ。女手一つで俺を育ててくれた母にとって、父は尊敬できる人物だったんだと思う。だから俺も、顔も覚えていない父のことを少しでも理解したくて、同じ道を選せん択たくをしたいと思ったんだ。なんか、ちょっと安直だけどな」


　父が選んだその道を自分も歩いてみたいと、いつの頃からか本気で思うようになった。


「なるほど。そうだったのか。たしかに、お前は昔から母親思いだったよな？」


「だって苦労をかけたから。でもその分、俺が検察官になったら楽をさせてやりたいよ」


　それが砂川にとって、育ててくれた母への最高の恩返しなのだ。


「そうか。早くそうなるといいな」


「うん」


　それからしばらく、二人は学生時代の楽しかった話で穏おだやかな時間を過ごした。


　もちろん卒業してから現在に至るまでの、離はなれていた間の互たがいのことも語り合った。


　そして今の立場や、生活環かん境きようのことも。


　それは砂川にとって、十八歳のあの日の出来事が噓うそのように思えるほど楽しい時間だった。


「へぇ、五十嵐は今、中目黒のマンションに住んでいるんだ。すごいなぁ。俺なんて２ＤＫのボロアパートに一人暮らししているんだぜ。貧乏だろう？」


「おばさんは、どうしているんだ？」


「うん。母さんはちょっと……その、身体からだを悪くして、でも、今は別のところで元気にやってるよ」


「……そうか」


　五十嵐は、砂川の母が過去にアルツハイマー病を患わずらっていたことを知らない。


　高校三年の時、一人息むす子こを女手一つで育てるために苦労を重ねてきた母が、突とつ如じよアルツハイマー病を発症してしまった。


　だが当時、砂川は母の病気のことを友人の誰だれにも話せなかったのだ。


　そして現在、母親は恵比寿にある専門介護施し設せつに入所しているが、そのことも、やはりまだ五十嵐には言えない。


「そう言えば砂川のおばさんは、仕事が忙いそがしくても、いつも少年サッカーの応おう援えんには来てくれていたよな？」


「うん。そうだった」


　自然な流れで話題がサッカーのことに及ぶと、そのとたん、互いに言葉数が少なくなってしまう。


　砂川は、過去に自分が身勝手にサッカー部を辞やめてしまったことを、今も五十嵐が許してくれていないと思って逃にげまわってきた。


　本当は会って謝りたかった。でも、どうしてもできなかった。


　その理由は……鮮せん烈れつな一つの過去に、自分自身がずっと縛しばり続けられていたからだ。


「サッカーか……」


　そう言ったきり、五十嵐が目線をそらせて黙だまり込んでしまう。


　砂川は本能的に、二人を取り巻く空気の匂においが変わったのに気づいた。


「……俺は、まだお前を許していない」


　相手の形のいい唇くちびるが決定的な審しん判ぱんを下すのをぼんやりと見つめながら、砂川はこれが悪い夢であればどんなにいいだろうと思った。





　砂川と五十嵐は、小学校時代からの同級生だった。


　二人とも地元の少年サッカーチームに入っていて、その頃はまだ特に仲がいいわけではなかった。


　今でこそ長身で立派な体格をしている五十嵐だったが、小学生の頃は一番小こ柄がらで、サッカーの練習もいつも他のメンバーから遅おくれをとっていた。


　たまたま、放課後に一人で練習をする五十嵐を見かけた砂川が、声をかけてシュート練習につき合ったのをきっかけに、彼らは急速に仲良くなった。


　そのまま二人は地元の中学にあがり、サッカー部に入部した。


　彼らは共にフォワードの選手で、中学時代には県大会準優勝という快挙を残したのだ。


　その後、学区内で一番優秀な公立進学校である西校にそろって進学し、五十嵐と砂川が三年になった夏、初めて県大会を制せい覇はした。


　並々ならぬ努力で全国への切きつ符ぷを手にした彼らだったが、それは西校始まって以来の快挙で、学校をあげての大おお騒さわぎになった。


　そんな喜ばしい状じよう況きようの中、サッカー部の全員がインターハイ出場に向けての結束を誓ちかい合っていた。


　だが……。


　砂川が国立大の法学部を受験するという理由で、いきなり部活を辞めると監かん督とくに話したのは、まさにそんな中での出来事だった。


　もちろん、全国を目指して共に激しい練習を耐たえ抜ぬいてきたメンバーの誰もが、最初は信じられなかった。


　それに、五十嵐と砂川は本当に息のあったツートップで、誰も砂川のポジションの代わりなど務められなかったのだ。


　砂川がサッカー部を引退するということが、部にどれだけのダメージと影えい響きようを与あたえるのか、誰の目にも明白だった。


　当然、最初は砂川の気持を変えてもらおうと、メンバーがこぞって説得にあたった。


　友達や監督、教師に至っても例外ではない。


　それでも結局、砂川は頑がんとして首を縦に振ふらなかったのだ。


　もちろん五十嵐も何度も考えを変えるよう話をしたが、砂川の答えは変わらなくて…。


　二人の固かった絆きずなは、実は諸もろ刃はの剣けんだった。


　そしてついにあの夜、砂川はロッカーの整理をするため、最後に訪おとずれた部室で、忘れることのできない傷を身体と心に刻みつけられたのだ。


　結局インターハイには出場したものの、得点力に直接絡からむ主力フォワードを欠いたチームは、二回戦で惨ざん敗ぱいした。


　チームメイトや友人からの非難や中傷に耐えながら、それでも砂川は現役でＭ大の法学部に合格した。


　卒業してからは、まるで逃げるように住んでいた神奈川の街をあとにし、東京都内に転居していった。





「忘れたとは言わせない。砂川は……裏切ったんだ。俺たちを」


　まるで獣けもののような危ない眼をして、五十嵐が責める。


「それだけじゃない。俺がお前を許せないのは、それだけが理由じゃないんだ」


「………い、五十嵐？」


　相手が怒おこっている理由がわからなくて、砂川は怯おびえた顔で首を横に振る。


「本当にわからないか？　お前自身が犯おかした罪が、なんなのか！」


「わ……からない、よ」


　五十嵐は怜れい悧りな瞳ひとみを意地悪く眇すがめる。


「お前は、俺を忘れていた。卒業してからずっと、俺のことを綺き麗れいさっぱり忘れていたんだ」


「違ちがう。そんなことはない！」


　忘れようとしていた。


　それでも、いつも心のどこかで五十嵐のことが引っかかっていて…。


「噓をつくな。お前はあの時、俺に気づきもしなかった！」


　病院で一度だけすれ違った時に気づかなかったという些さ細さいなことに、なぜこんな立派な職業を持つ男がこだわっているのか？


　理由がわからない。


「許せないんだ！　俺は、絶対にお前を許せないッ」


　予想していたし覚かく悟ごもしていたことだが、こんなにも面と向かって言われるなんて辛つらすぎる。


「知ってるよ。知ってる。俺が五十嵐に、どれだけ…嫌きらわれているかなんてことは！」


　泣きたい気持を隠かくしたくて、わざと声を荒あららげた。


「嫌う？　俺がお前を嫌うだって？　よくもそんなことを軽々しく言えたもんだな！」


　目を血走らせ、いきなり目の前で仁に王おうのごとく立ちあがった男に胸むなぐらを摑つかみあげられる。


「俺は絶対、砂川を許さない。だから、もう二度と俺を忘れられないようにしてやるよッ」


「ぅッ……苦しい！」


　大きな両の掌てのひらをほっそりした首に巻きつけると、五十嵐はいきなり力を入れる。


　本気の力で締しめつけられ、気管が完全に詰つまった。


　酸素が入らなくなったとたん、全身が死の恐きよう怖ふを感じて冷たい汗あせを噴ふきだす。


　その様子を見て、男が満足げに微笑ほほえむ姿が砂川の視界に焼きついた。


「苦しめよ、砂川。お前が俺を忘れていたことを、死ぬほど後こう悔かいさせてやるッ」


　パクパクと口を開け、まるで陸にあげられた魚のように苦しむ。


　お願いだから助けて…と、砂川は声にならない悲鳴をあげ続けていた。


　殺される！


　本気でそう思った時、首を締めつける指の力が一いつ瞬しゆんにして抜け、ようやく酸素が細く気管を通って肺に流れ込む。


　それでもまだ男の指は首に緩ゆるくまわっていて、砂川の恐怖が去ることはなかった。


「いいか。よく聞け」


　圧あつ倒とう的な力の前に、砂川の精神は完全に男にひれ伏ふしてしまう。


「さっき冴木が言った話を聞いていたな？」


　苦しい息の下で、とにかくうなずいた。


「俺の月収は二百万。この怪け我がのせいで、最低二ヶ月間執しつ刀とうできなければ四百万の損失だ。それを、これからお前が補ほ塡てんしろ！」


　信じられない要求が聞こえた瞬間、首に巻きついていた指が離はなれて、砂川の身体からだは倒たおれるように診しん察さつ室しつの壁かべにもたれかかった。


　ようやく肺に大量の空気が流れ込んできて、そのせいで咳せき込こんでしまう。


　それでも砂川は今聞いたことが信じられなくて、泣きそうな顔で目の前の背の高い幼なじみを見あげた。


「ごめん。今の、よく聞こえ…なかったんだ。だから…もう一度、言っ…」


　締めつけられていた声帯からは、まだ嗄かれた声しか出ない。


「何度でも言ってやる！　四百万。それが、お前が俺に補塡する金額だ」


　砂川は愕がく然ぜんと目を見開く。


「そんな、無理だっ！　だって…」


　今ですら奨しよう学がく金きんの借金を抱かかえ、ぎりぎりのつましい生活を強しいられているのに、四百万なんて大金。


「払はらえないとでも言うのか？　俺は誰だれのせいでこんなことになったと思っている？」


　包帯の巻かれた利きき手を、五十嵐はわざと掲かかげて相手に見せつける。


「で、も…勤務医なら、執刀できなくても給料は支払われるだろ？」


「なるほど？　さすがは司法修習生だな。でも、うちの病院では全額支給ではない。五十パーセントになるんだ。それに、この怪我が元で、もしかしたら俺は一生メスを握にぎれなくなるかもしれないんだぜ？」


「そんな……」


「大げさだと思うか？　外科医の手は神の手と言われるほど繊せん細さいなものだ。骨折が致ち命めい傷しようになる可能性も、充じゆう分ぶん考えられるだろう？」


　明らかに面おも白しろがるような口調で追いつめられ、空そら恐おそろしさに鳥とり肌はださえ浮うかぶ。


「保険はあてにならないぜ。警察に通報していなければ、保険金は一いつ切さい下りない」


　五十嵐の言うとおりだ。


　だが、たとえ警察沙ざ汰たにして人身事故扱あつかいになったとしても、原付の免めん許きよしか持っていない砂川は、自じ賠ばい責せき保険にしか入っていない。


　だから、いくら保険が下りたとしても百万が限度だろう。


「どうする？　今からでも通報するか？」


　一言も口を聞けない砂川は、ただ激しく首を振る。


「だったら支払いはどうする？　お前は人に怪我をさせておいて、その上、身勝手な要求までしているんだぞ？」


「それは、わかってるよ。でも……俺は検察官になりたくて、これまでずっと勉強してきたんだ！　だからっ…」


　特に就職活動を前にした後期修習中の今は、なおのこと人身事故はまずい。


　それにバイトのことがばれれば、罷ひ免めんは免まぬがれないだろう。


　崖がけっぷちまで追いつめられて、どうすればいいのか少しも冷静に考えられなかった。


「五十嵐……五十嵐っ。頼たのむから、助けてくれ」


　こんなふうに自分を責める男にさえ、縋すがるような目を向けてしまう。


　本当に情けない気持で胸がいっぱいになったが、どうしようもなかった。


「……だったら、俺に良い考えがある」


　もう、藁わらにも縋る思いだった。


「な…に？」


「聞きたいか？」


　大きくうなずく。


「では、こうしようか？」


　五十嵐が不敵な笑えみで口元をゆがめながら、こう言った。


「別の方法で払ってくれればいい」


「別の…方法？」


　意味がわからず、不安げに相手を見あげる砂川だったが、いきなり手首を摑まれて連れて行かれる。


　診しん察さつ室しつを出て、深夜の院内の静まり返った廊下を歩かされた。


「なに？　どこに行くんだよっ」


　突つき当たりにある、重厚な観かん音のん開きの鉄てつ扉ぴを片手で押し開けた五十嵐に突き飛ばされ、砂川は暗い部屋の中に転がされる。


「少しここで待っていろ。いいか、逃にげるなよ！」


　そんな言葉を残したあと、重そうなドアが鈍にぶい音を響ひびかせて閉まってしまい、暗くら闇やみの中で一人とり残された砂川は恐怖にかられて目を凝こらした。


「い、五十嵐ッ？　なに？　どこ行ったんだよッ？」


　おそらく一分ほどの間は、あったのだろう。


　ようやく暗闇に目が慣れる頃ころ、少し冷静になった砂川の耳に、廊下を歩いてくる靴くつ音おとが聞こえてくる。


　それは徐じよ々じよに近づいてきて部屋の前で止まり、もう一度重いドアを開けて中に入ってきた。


「五十嵐？　五十嵐だろ？」


「初めに一つだけ断っておくが、これはお前が始めたことだ。俺はお前の立場を尊重して、要求を呑のんでやっただけだ。忘れるなよ」


　低い声が響いた直後、一瞬にして室内が明るくなる。


「ぁッ……」


　今、砂川の前に立っているのは、白衣を着た五十嵐だった。


「時間だ。砂川」


「……ぇ？」


　相手がなにを言っているのか、わからない。


「いいか。よく見るんだ。これが俺だ。愛和病院の心臓外科に勤務している五十嵐哲也。お前が忘れたくてたまらなかった男の姿だ。さぁ、よく見ろ！」


　初めて目にする彼の白衣姿に、時間が二人の隔へだたりを大きくしていたことを実感させられた。


「お前が逃げまわっていた数年間の記き憶おくの一部に、二十七歳の俺を刻みつけてやる。砂川が今の医師として在るこの俺を、二度と忘れないようにな」


　その声は信じられないほど冷たい温度で、砂川の胸を凍こおらせた。


「さぁ来い！」


「ぁッ」


　五十嵐はいきなり細い手首を摑つかむと、部屋の中央に設置された台の上に、砂川の身体を引きずりあげて押し倒す。


「なにするんだよ！　五十嵐っ？」


「言ったろう？　お前が知らなかった本当の俺を、今からじっくり教えてやる」


　天てん井じようには無数の小型ライトが集合したような照明があって、やけにまぶしい。


　よく見ると、それはテレビなどで一度は観みたことのある、手術の際に患かん者じやを照らすライトに似ていた。


「え？　まさか……ここ、は？」


　砂川はようやく気づいた。この部屋が、紛まぎれもなく手術室だということに。


　そして自分がまさに今、寝ねかされているのは、手術台の上だったのだ。


「どうした？　ここがなにをするところか、やっとわかったか？」


　五十嵐は皮肉に頰ほおをゆがめながら、満足げに笑う。


「俺はここで、もう何度も人体を切り刻んだ。知ってるか？　人の肉をメスで刻む一いつ瞬しゆんの快感はたまらないぜ。だからお前にも、今からその快感を共有させてやるよ。嬉うれしいだろう？」


　唇くちびるも、口の中も急激に乾かわいてくるのを砂川は感じる。


「い……五十嵐」


「あぁ。もっとも普ふ段だん執刀する時は、こんな白衣は着ないけれどな。いいか砂川、これからしばらくは麻ま酔すいの効いた患者みたいにおとなしくしていろよ。でなければ、お前の心臓に本物のメスを突き立ててやるぜ」


　不敵な目をした五十嵐が、手術台の上の砂川の左胸に、メスを向けるような真ま似ねをする。


「ひ…ッ」


　歯がガタガタ鳴るほど怯おびえている砂川は、すでに抵てい抗こうする気など完全に喪そう失しつしていた。


「心臓はここだ。なぁ砂川、知っているか？　過去にどんな重罪を犯おかした人間でも、心臓は誰も同じに鮮あざやかな紅あか色いろをしているんだぜ。俺はな、それをメスで切り刻むんだ。この世界で唯ゆい一いつ、心臓に刃は物ものを突き立てることを許されているのが心臓外科医だ。それが俺なんだよ、砂川。その快感をお前にも教えてやる」


　一本だけ伸のばされた五十嵐の人差し指が、衣服の上から砂川の胸に触ふれ、ツッと下に向かって切るように降ろされると、その恐きよう怖ふは頂点に達していた。


「ぁッ……ぁ、ぁぁッッ」


　まるで白衣を着た悪あく魔まに心臓を刻まれるような錯さつ覚かくを覚え、砂川は思わず悲鳴をあげてしまう。


「どうした？　俺が怖こわいか？」


　神経が麻ま痺ひしたように、手足が細かく震ふるえて息が荒あらくなる。


　それと同時に、全身に汗あせが噴ふきだしていた。


「もう一度言うが、最後まで暴れるなよ。金が払はらえないなら抵抗するな。もし俺の怪け我がを悪化させたいなら、暴れてもかまわないぜ。だが、結局は賠ばい償しよう金額が増えるだけだがな」


　基本的に白衣の袖そでは治ち療りようしやすいよう短めに作られていて、いやでも砂川の目には五十嵐の右手首にある真新しい包帯が見えてしまう。


　抵抗するなと命じられるまでもなく、責任感の強い砂川は動けなかった。


　手術台の脇わきに立っている正しよう真しん正しよう銘めいの心臓外科医に、致ち命めい傷しようとなるほどの怪我を負わせてしまったのは、他でもない自分自身なのだ。


「いい子だ、砂川。俺は今から、お前に最高の時間を与あたえてやるよ」


「な、にを…するん、だよ？」


　殺されるかもしれない。本気でそう思う。


「まだわからないのか？　前にも一度してやっただろ？　もっとも、お前はずっと泣いていたから覚えてないか？　でも、俺はあの時、何度も天国にイかせてやったはずだ。全部忘れたとは言わせないぜ」


　砂川の脳のう裏りに、鮮やかに蘇よみがえるのは過去の暴行の記憶だった。


　放課後の、誰だれもいないサッカー部の部室の、薄うす汚よごれた床ゆかの上で…。


　この男に好きなように陵りよう辱じよくされた鮮せん烈れつな記憶は、片時も意識の中から消えることがなかった。


「噓うそだ…」


　こんなことが現実であるはずがない。そう思いたい。


「噓じゃないさ」


　いっそのこと、殺された方がましだと思ったとたん、瞳ひとみに熱いものがこみあげた。


「お前は、今から俺に抱だかれるんだよ」


　はっきりと言葉にされ、瞼まぶたを押しあげるようにしてあふれた涙なみだが目め尻じりからこぼれていく。


　その雫しずくを、五十嵐の指先が優やさしくすくった。


「今から泣いていたら、終わる頃には干ひからびてしまうぞ」


　形のいい長い爪つめが綺き麗れいな手だった。


　彼がこの部屋で本当に執しつ刀とうする姿を、一度は観みてみたいと思えるほどに整った指先。


　外科医の手は綺麗だと言うのは本当かもしれないと、そんなことを思う。


「さぁ、服を脱ぬぐんだ」


　命じられ、相手の動きに合わせてトレーナーを脱ぐと、今度はシャツのボタンが外される。


　気力を失った砂川が人形のように従っていると、ついにはボクサーパンツ一枚だけにされていた。


　冷たい手術台にじかに触れている肌はだが、ゾクゾクと震える。


「寒いか？　心配するな、すぐに熱くしてやる。それにしても、お前の身体からだは昔と変わらないな。でも、筋肉は少し落ちたようだ」


　品定めするような視線で、全身を眺ながめ尽つくされる。


「でも……今も充じゆう分ぶん、魅み力りよく的な身体だ」


　屈くつ辱じよく的なセリフに怒いかりが湧わいたが、もう逃のがれることは許されない。


「どうした、砂川？　まるで人形だな？　まさか、なにも感じないつもりか？　ん？」


　男の問いに答えないのではなく、答えられなかった。


　それほどの衝しよう撃げきを自分が感じていることなど、五十嵐は考えもしないのだと砂川は思う。


「まぁ、それも挑ちよう戦せん的で愉たのしいさ。でも、お前が感じやすいことはもう知っている。昔のお前も今のお前も、俺の前ではなに一つ隠かくせない」


　余よ裕ゆう綽しやく々しやくとそう言った五十嵐は、手術台の端はしに斜ななめに腰こしを下ろすと、覆おおい被かぶさるように身をかがめ、砂川の唇に口づけた。


「んッ……！」


　初めてだった。


　以前、強ごう姦かんされた時にはキスなんてされなかったからだ。


「やめッ……ろ！」


　こんなことをされるのは我が慢まんできない。


　強姦されるならまだいい。


　ものみたいに扱あつかわれて、貪むさぼるだけ貪って捨ててくれればそれでいい。


　でも、こんなキスは、まるで昔の傷口を抉えぐられるようでたまらなかった。


「砂川、いい子だから口を開けろ」


　だが、しっとりと唇を覆ってくる熱は、予想以上に温かくて…。


「やッ……やめっ」


　淡たん々たんと冷れい酷こくにこんな卑ひ劣れつな行こう為いをする男の唇が、これほど熱いなんて信じられなくて砂川は戸と惑まどう。


「ふッ……ぁ」


　唇全体を押し包むように優しく口づけられ、その意外なほどの甘さに背筋に電気が走って息が詰つまった。


　初めて知る感覚に急に怖くなった砂川は、濡ぬれた唇から逃れようと相手の肩かたを力いっぱい押しやったが、逞たくましい身体はびくともしない。


　しばらく続けたが結果は同じで、やがて根負けして砂川の全身がぐったり脱だつ力りよくしたとたん、力の差を見せつけたことに満足したのか、呆あつ気けなく唇が離はなれた。


「どうした？　まだまだこれからだぞ？」


「っ…五十嵐っ。なぁ、ダメだって。こんなのッ……ぅ」


　キスなんか嫌いやだと言いたいのに、まるで言葉を遮さえぎるかのようにすぐまた唇が押しつけられ、顔をひねられる。


「ぅ…んッ」


　隙すき間まのあいてしまった唇から、今度はなにかが中に侵しん入にゆうしてくる。


　それが自分の舌を捉とらえて絡からみついたことで、砂川はハッと目を見開いた。


　眼前に男の綺麗な長いまつげが見えて、この現実を改めて把は握あくする。


　自分は今、五十嵐にキスをされているのだ。


　子供の頃ころから、親友のように育ってきた五十嵐に……。


「ん、ぁ…やめっ」


　今さらのように意識したとたん、肌の表面温度が一気に上じよう昇しようした。


　逃にげるように舌を引っ込めても、長い舌はまるで生き物のように奥まで追ってきて絡みつく。


　必死になって男の胸を押しのけようとしていると、うなじにかかる髪かみをきつく摑つかまれた。


　自然と顎あごがあがってしまい、まるで人工呼吸する時みたいな深い交わりで息ごと喰くわれる。


「ふ、ッ……んぅ！」


　悪戯いたずらな舌が上顎の歯列の内側をチロチロ舐なめると、全身の肌が粟あわ立だつほど感じてしまい…。


　その瞬しゆん間かん、相手が小さく笑う声がした。


　勝ち誇ほこったような態度が悔くやしくてなにか言おうとするが、結局は声も出なかった。


「知ってるか、砂川。お前の口の中は熱くて心ここ地ちいい。なら、下の口もさぞかし具合がいいだろうな？」


　触れ合ったままの唇くちびるが器用に動いて紡つむぎだした言葉の意味を、数秒遅おくれて理解した砂川は、思わず我に返って相手の頰ほおを張っていた。


　手術室の中にはおよそ不似合いな、渇かわいた破は裂れつ音おんが響ひびきわたる。


「そうだ。この方がよっぽどお前らしい。なかなか威い勢せいがよくて俺も嬉うれしいよ、砂川」


　獣けものの目をした男は不ふ遜そんな笑えみで冷たい表情を飾かざると、再び砂川の顎を摑つかんで口づけてきた。


　今度は有う無むを言わさぬ激しさでキスをされ、それを嫌がって手足で抵てい抗こうを試みると、突とつ然ぜん、下唇を強く嚙かまれてしまう。


「ッ……」


　そのあまりの痛みに、硬こう質しつな手術台の上で砂川の身体がビクッと竦すくんだ。


「元気なお前は昔から好みだが、今だけは動くな。それとも、このまま俺に喰われたいか？」


　脅おどしだとわかっているが、心臓が壊こわれるほど激しく血を送りだしているのがわかる。


「ぁっ！」


　唇ばかりに気を取られていると、裸はだかにされて露あらわになった胸むな元もとを長い指先が探さぐっている。


　ピリッという刺し激げきがあって、思わず声がこぼれた。


　やがて、そこにある小さな紅あかい飾りを見つけると、五十嵐は執しつ拗ように悪戯を始めた。


「や。やめッ……ぁ、ぁ。ん」


　人差し指でまだ柔やわらかい粒つぶに触れた五十嵐は、指の腹で円を描えがくようにして弄もてあそぶ。


　触れるか触れないかわからないほどの羽のような愛あい撫ぶに、信じられないほど腰が疼うずいた。


「どうした？　もうチクビが立ってきたぞ？」


　噓だっ！


　そう叫さけびたくても息が弾はずんでかなわず、せめて顔だけでも見られないように背そむける。


「なんだ。もうキスはさせてくれないのか？　だったら、今度はこっちを舐めてやろう」


「馬ば鹿か！　やめろ……俺は女じゃないんだ。そんなことしたらっ。ぁ……よせ、ぁ、ぁッ」


　ピチャッと湿しめった音が胸元で響き、その瞬間、針でつつかれたような刺激が走った。


　しなやかな身体が、手術台の上で反り返る。


「あぁ。相変わらず、お前の身体は感じやすい美味おいしい身体だな。見ろ、少し舐めてやっただけで、チクビはもうこんなに尖とがってしまったぞ」


「やッ……そんな、変なこと、言うなっ……も、そこはやめてくれっ……あ、ぁぁ。ダメだ」


　冷静に肉体の変化を分ぶん析せきされて悔しいのに、舌が凝しこりに触れるたびに卑ひ猥わいな息が漏もれる。


　声を殺そうとして躍やつ起きになって唇を嚙むと、今度は頰が快感に歪ゆがんだ。


「やめてっ……もう、やめて」


　男はまるで面おも白しろい玩具おもちやでも見つけたみたいに執拗にチクビを愛撫し、砂川は唇を嚙んでそれに耐たえ続ける。


「なぁ砂川、そういう悔しげな表情も悪くはないが、もう少し色っぽい顔も見たい」


　相手がようやく尖りきった花か芯しんから顔をあげると、そこから離れていく唇との間に透とう明めいの糸がツッと引いた。


　さんざん舐めねぶられた両のチクビは、明るい照明の下でヌラヌラと濡れ光っている。


「たまらない眺めだな」


　男がため息混じりに感想を漏らし、もう一度、痛々しく突つき立った先せん端たんをひと撫なですると、


「ンぁっ」


　桃もも色いろに染まり始めた肢し体たいが、手術台の上で大げさなくらい跳はねて男を満足させた。


「なぁ、お前にも見せてやりたいよ。このしなやかな肉体がどれだけ男をそそるか」


　最高の辱はずかしめを受けている砂川は、固く目を閉じてせめてもの抵抗として手の甲こうで顔を隠す。


「無む駄だだぜ。どんなに隠しても、この台の上ではなにも隠せない。ここは医者としての俺のテリトリーだからな」


　冷たく告げられてハッと目を見開いた。


　自分を煌こう々こうと照らしている手術用のライト。


　それが、どんな些さ細さいな肌はだの変化も反応も、一部始終を隅すみ々ずみまで暴あばきだしている。


「知ってるか？　今、お前の全身の汗かん腺せんから、なにが噴ふきだしているか」


　砂川の肌全体を、すでに細かい水すい滴てきのような汗あせがびっしりと覆い尽くしていた。


　それは強いライトの光を照り返し、男の目には怖こわいほど妖よう艶えんに映っている。


「やめろ！　そんなこと言うなっ」


　いくら顔を隠したところで、肉体が悦よろこんでいることは、すでに知られていた。


「それに、お前の肌が緋ひ色いろに染まってきている。体温が上昇し、毛細血管まで血流が行き渡わたっている証しよう拠こだ。お前が俺に感じて、心臓が激しく脈打っているからだぜ」


　詳しよう細さいな分析など聞きたくなくて、今度は顔を背けるだけでなく両手で耳も塞ふさぐ。


「まだ強ごう情じようをはるつもりか？　まぁ、そんな可愛かわいげのない態度がいつまで続くか、見物だな」


　男は言葉を発しながらも、戯たわむれるように砂川のチクビを摘つまんではこね回す。


　さんざんなぶられて痛みに似た快感に襲おそわれた砂川は、新たな刺激にあられもない声をあげそうになって、とっさに唇を嚙んでいた。


　その直後、口内に生ぬるい感かん触しよくと鉄の味が広がってハッとする。


「声を殺すなよ。お前のその、感じているいやらしい声を俺に聞かせろ」


　乱暴に命じられた砂川は、カッとして男を睨にらみつけた。


「どうした？　さっき忠告してやっただろう？　ガキみたいにすぐ熱くなるなって。なんなら鎮ちん静せい剤ざいでも打ってやろうか？」


　男が面白そうに、注射器で液を注入する様子を左手で真ま似ねてみせる。


「ちくしょうッ」


　砂川は乱暴にその手を払はらいのけていた。


「まぁ、それだけの元気があるなら続けても大だい丈じよう夫ぶだな。さぁ、お前もノってきたようだし、そろそろ別のところが寂さびしくなってこないか？」


「な…に？」


　愉たのしげに問われ、砂川は急に怯ひるんでしまうが、五十嵐はそれにはかまわず、ゆっくりと砂川の脚あしの方に移動すると、肌に一枚だけ残っていたボクサーパンツに手をかける。


「よ、よせっ！」


　砂川は反射的に、その手を膝ひざで蹴けりあげてしまった。


「おいおい、こっちが怪け我がをしてない方だからよかったが、利きき手だったらどうするんだ？　本当に凶きよう暴ぼうな脚だな。いいか砂川、この手術台のことを少し教えておくが、これはフル装備の手術台で、七百万の医い療りよう器具だ。エックス線撮さつ影えいなど、脚きやく部ぶ側に広い透とう視し空間を必要とする手術形態に広く対応する最新機種だ」


　すでに砂川は、男の詳細な説明など耳に入らない。


「さぁ、わかったら少しおとなしくしていろ」


「五十嵐、五十嵐ッ……頼たのむから待ってくれ。俺、こんなこと……やっぱりできないよっ」


　情けないが、こんなふうに哀あい願がんするしか、もうこの男の狂きよう気きじみた蛮ばん行こうを止める方法を思いつかない。


「悪いが、今さらお前と議論する気はない。砂川に他の選せん択たく肢しが選べない以上、俺に身体からだを売るしか方法はないんだ」


　砂川の最後の願いも、五十嵐はまったく相手にしなかった。


「なぁ砂川、見えるか？　これが一体なにをするものか、お前は知っているか？」


　寝しん台だいの両りよう脇わきに、上部に垂直に突きでるような形で取りつけられた器具に、五十嵐の手が触れる。


　銀色に光る器具の先は、輪の形になっている。


　ややあって、それがなにか気づいた瞬しゆん間かん、砂川は激しい怒いかりとこの上ない羞しゆう恥ちで顔を真っ赤に染めていた。


「そうだよ。この手術台には下肢牽けん引いん装置がついている。だからお前があんまり拒こばむなら、この輪に両脚を固定して、Ｍ字に無理やり開いて犯おかしてやろうか？　それも愉たのしめそうだな」


　五十嵐の今の言葉が、砂川にとって殺し文句になった。


　両脚をそんな形に屈くつ辱じよく的に固定されて犯されるなんて、死んでも耐えられない。


　もう逃にげ道はないのだと、砂川がついに観念した瞬間だった。


　五十嵐は一気に精気を失った様子に満足すると、最後に残った砂川の下着を取り去る。


「ん？　砂川、一体どうしたんだ？」


　これほど屈辱的な仕打ちを受けているのに、ボクサーパンツの下からあらわれた砂川の分身は、恥はずかしいほど硬くなっていた。


「あぁ……もう、死んでしまいたい」


「なに？　死にたいだと？　ここをこんなにして、なにを言っている？　身体の方がよっぽど素す直なおだな」


　悔くやしくてたまらなくて、砂川はギリギリと奥歯を嚙かみしめる。


「さぁ、遊びはこのくらいで終わりにしようか。そろそろ始めるぞ」


　五十嵐が手術台の脇にある操作ボタンにおもむろに触ふれると、低いモーター音がして、寝台の腰こしから下の部分がゆっくりと下方に折れ曲がっていく。


「なッ……なに？　なんだよこれッ！」


　激しく戸と惑まどう砂川だったが、五十嵐は落ちていく寝台の足元にゆっくり移動すると、支えをなくした両足を摑つかんで、自分の肩かたに掲かかげた。


「そんなッ……嫌いやだ！　いやぁ」


　砂川は今、男の目の前で両脚を大きく広げさせられている。


　もう、なにひとつ隠かくすこともできず、すべてを見られていた。


「こんなっ……ひどい！　どうしてッ」


　恥ずかしくてたまらずに、砂川はうずうずと腰を揺ゆすって儚はかない抵てい抗こうを試みる。


　もう、今すぐにでも死んでしまいたかった。


　これほどの屈辱は、これからの人生の中でも、きっと最初で最後だと断言できる。


「ほら、ジタバタするな！　本当に脚を開いて固定するぞ」


　銀色の下肢牽引装置の輪に男の手が触れると、砂川は凍こおりついたようにおとなしくなった。


　あんなものに脚を縛しばられて犯されるなんて、死んでも耐えられない。


「忘れるなよ。俺は怪我人なんだ。だから優やさしくしてくれ」


「ッ……く」


　観念したとたん、子供みたいに涙なみだがあふれてきて、喉のどの奥からは低い嗚お咽えつが漏れた。


「なんだ、怖いのか？　急にどうしたんだ。でも、お前がいい子にしていれば、なるべく辛つらくないようにしてやるよ。それに、ずいぶん久しぶりなんだし、今日だけは手加減をしてやる」


　どこから用意したのか、五十嵐は白衣のポケットから小さな容器を取りだすと、蓋ふたを開けて中のものを指先にすくった。


「な…んだよ。それッ」


　開かされた脚の狭はざ間まに男の指が消えると、次に来る激痛を思いだした砂川の下肢が強こわばる。


「ひッ！」


　だが次に訪おとずれた感触は、覚えのあるそれとはまったく違ちがっていた。


「おい、ずいぶん色気のない声だな？　でも、お前のここは、あの頃ころと変わらずに綺き麗れいな形と色をしている」


　硬く閉じた秘ひ唇しんを押し広げながら、指が中に埋うまって薬を塗ぬり広げていく。


「ッ……ぁ、ぁっ」


　優しい労いたわりのある仕草が、たまらなかった。


　これならいっそ、身を裂さかれる痛みの方が、砂川にとっては幸せだったのかもしれない。


「ぁッ……な、に？　嫌だ。それっ…」


　おぞましい感触なのに、手術台の上で下腹が波うつほど揺れるのがわかった。


「なんだ？　どうした？　もう感じているのか？　欲張りな奴やつめ」


　冷たい声に辱はずかしめられると、身体がいっそう熱くなるのが信じられない。


「それ、なんだよ。いったい…中になにを塗ったんだよ…」


「心配するな。これはただの抗こう炎えん症しよう剤ざいだ。このあと、中に傷がつくかもしれないから先に処置してやっただけだ。手間が省けてちょうどいいだろう？　それに潤じゆん滑かつ剤ざいにもなるから、俺の手間が省けて丁度いい」


　事務的な言い方に、五十嵐が今、自分を物として扱あつかっていることがわかった。


　その瞬間、ざっくりと胸が傷つけられた音がする。


「なぁ砂川。俺は今日まで、一日としてお前を忘れたことはなかった。本当はずっと憎にくんできたんだ。そしてこれからも一生、お前を許さないだろう」


　初めて聞かされる五十嵐の真実に、自分が過去に彼に与あたえた傷の深さを思い知る。


　だから、これは罰ばつなのだ。大切な親友を裏切った罰。


　己おのれの惨みじめな姿を煌こう々こうと照らすライトを見つめながら、砂川は声もださずに泣いていた。


「言っておくが、泣いても挿いれるぜ」


「……知ってる」


　少しでも強がることができたことに、わずかばかり安あん堵どする。


「さぁ……砂川、力を抜ぬけ！　俺を…お前の中に挿れてくれ」


　指がヌルリと引き抜かれ、今度は火傷やけどするほど熱くぬめった塊かたまりが押し当てられ、ぐっと力が加わった。


「ぁっ！　痛いッ……ぅ。痛っ…痛いっ」


　本当に皮ひ膚ふを裂かれているのかと思うほどの痛みが下か肢しを貫つらぬいた。


「くッ…」


　涙で揺らぐ視界の中で、端たん整せいな男の顔も苦しげに歪ゆがんでいる。


「おい砂川、少しは協力しろ！　俺を拒むなッ。また傷つきたいのか？」


　軟なん膏こうのせいで五十嵐自身を拒みきれず、雄おすの先の膨ふくらんだ部分までを埋め込まれてしまった。


　自分のそこが、切れるほど伸のびて開ききっているのがわかる。


「き、協力って、どうすれば……」


「そんなこと俺が知るか！　男にヤられた経験なんてないんだ。自分で考えろッ」


　相手を省かえりみないひどい言い草だと思ったが、それでもこのまま強ごう引いんに動かれて、明日、使いものにならなくなるわけにはいかない。


　朝が来たら、また東京地検でのハードな勤務が待っている。


「ッ……く。ぅっ」


　仕方なく脅おどしに屈くつした下肢が、男の言うがままに弛し緩かんする努力を試みていた。


「あぁ、いい具合だよ砂川。俺を食い締しめていた中が、少しゆるくなった」


　余よ裕ゆうができたとたん、繫つながったところが粘ねん着ちやく質な音をたてて、猛たけった異物を呑のみ込んでいく。


　その感かん触しよくはおぞましくて、でも、たまらない快感だった。


　男は途と中ちゆうで進むのを止やめると、そこで一度、揺らすように腰を前後する。


「ぁぁッ……ぁ」


　中でさざ波のような小さな悦よろこびがいくつも生まれ、砂川が苦く悶もんの表情を浮うかべて仰のけ反ると、今度は心得た動きで腰をグラインドされる。


「いい表情だな。どうだ？　俺のこれは、たまらないか？」


　男に容よう赦しやなく抜き差しをされると、痛みと同じくらいの信じられない快感が生まれた。


「やめッ……五十嵐っ」


　相反する二つの感覚に同時に耐たえようとして、砂川は手術台の端はしを爪つめが割れるほど強く両手で摑む。


「そんなことをしても無む駄だだぜ。ほら、もっと奥まで開いて俺を挿れろ！」


　浅いところで出入りしていた肉の塊が、徐じよ々じよに深いところまで侵しん略りやくしていく。


「ダメっ……嫌だ。そんな奥は嫌！　もう、無理だよッ……そんな奥まで挿はいらないっ」


「噓うそをつけ。まだまだ挿るぜ。お前の噓つきな口と違って、こっちの口は正直だ。やわらかい肉が俺を欲しがって、奥まで誘さそい込んでくるぞ。どうだ？」


　そう言った男に、一気に刺し貫ぬかれる。


「ぁぁっ！……ぅ、ん。ぁ、はぁぁ」


　自分はこれから先、この獣けもののような男に、なにもかもを食いつくされ、奪うばわれてしまうのだろう。


　だが、砂川にはもう、すべてを受け入れるしか道はないのだ。


「どうした？　もっと可愛かわいい声で泣いてみろ」


　五十嵐が腰をぐっと突つきだした時、砂川はついに内臓の最さい奥おうまでを逞たくましい雄で貫かれていた。


　まるで、鋭するどく光る刀とう剣けんに肉を抉えぐられるような凄せい絶ぜつな痛みと快感。


「ひッ……ぁ、ぁぅぅ…ッ」


　無む惨ざんに割り裂かれたほっそりした脚あしが、爪つま先さきまでピンと張ってブルブル震ふるえている。


　その脚の付け根では、同じように限界まで開かされた花が、猛たけ々だけしい雄をいっぱいに頰ほおばって、その縁ふちからはあふれるほどの滴しずくをしたたらせていた。


　今まで見えていた浅黒い肉は、今はもう、すっかり花の中心に埋もれている。


「ァッ……ぁ、ぁ、ぁぁ」


　ぱっくりと開いたままの唇くちびるからは断続的に喘あえぎが漏もれ、口角からは卑いやしい滴が垂れ落ちる。


「どうしたんだ砂川？　お前、どっちの口からもヨダレがこぼれているぜ？」


　そう言った五十嵐は、ぐっと手を伸ばして砂川の顎あごを伝う唾だ液えきをすくった。


「ぁぁ…ぅッ！」


　その動きで、さらに抉るほど奥を穿うがたれた砂川が、今度こそ苦しげな悲鳴を放った。


「あぁ、悪い悪い。そんなに快よかったか？」


　もうなにを訊きかれても砂川に答える言葉はない。


　見開かれた瞳ひとみからは、絶えることのない涙なみだが幾いく筋すじもこぼれ落ちていた。


「さぁ、これから本格的に動くぞ」


　短いことわりのあとに腰こしをがっちりと摑つかまれ、その言葉通り、男が抽ちゆう送そうを開始した。


「やぁッ……ぁ、ぁ、ぁ。ダメ！　お願いだから、やめてッ」


　激しく何度も突き込まれ、動きを阻そ止ししようと中の肉にく襞ひだが勝手に窄つぼまると、五十嵐はその収縮を逆に愉たのしむようにして、わざと引き抜く動きにすり替かえる。


「あぁ、上手うまいぜ。その調子だ。俺が抜くタイミングで今みたいに締めてみろ。お前もたまらないって表情をしている」


　いくら逆らおうとしても、結局はこの男の望むように動かされて使われる屈くつ辱じよく。


　唯ゆい一いつ自由になる首を激しく振ふると、相手の気に入らなかったのか、腰を前後させながらぐるりとまわされた。


「や、めッ……ぅぁぁ、く！」


　粘着質な生き物が中で反転したような壮そう絶ぜつな刺し激げきがあり、砂川の喉のどからは低く嗚お咽えつが漏れる。


　もう、なにがなんだかわからなかった。


「たまらないんだろう？　とてもいい顔になってきたな」


　涙とヨダレと汗あせで、ぐちょぐちょに濡ぬれた顔を、愛いとおしむように撫なでながら褒ほめられる。


「さぁ、お前の美味おいしい肉で、もっともっと俺を愉しませてくれよ」


　恍こう惚こつとした顔で男はつぶやいた。


　そのあとの数時間は、砂川にとって、まるで拷ごう問もんのような時間だった。


　まぶしいほどの光に晒さらされ、肌はだをさんざんなぶられながら、男に繰くり返し吹ふき込まれた言葉。


『お前はもう俺のものだ。それを一生忘れるな』


　身体からだの奥を何度も抉られ、声が嗄かれるほど泣いてイかされたあと、ようやく男は満足したのか、身勝手に砂川の身体を放ほうりだした。


「さぁ。今日はもういい」


　淫みだらに濡れた下肢もそのままに、ぐったりと手術台の上に横たわる無惨な裸ら体たいに向けられる荒すさんだ眼まな差ざし。


「なにをしているんだ！　終わったら早く服を着ろ」


　厳しい命令に、悔くやしさと安あん堵どの両方の感情が胸に湧わいた。


　砂川は結局、なんの抵てい抗こうもできないまま、それでも死ぬほどイかされて犯おかされたのだ。


　片手しかまともに使えないのに、五十嵐は不思議なほど巧たくみに砂川を翻ほん弄ろうした。


　ライトを煌こう々こうと照らされて、その下での暴行だった。


「おい、聞いているのか？　いつまで寝ねているつもりだ？」


　自分だけ、すっかり身づくろいをすませた男が急せかすと、ようやく砂川は痛む手足をそろそろと動かし、必死に上体を起こした。


「これを使え」


　投げられたハンカチを無言で摑み、それで二人分の白はく濁だくにまみれた下肢を拭ぬぐう。


　そのあと、ようやく手術台から足を下ろした砂川だったが、その瞬しゆん間かん、腰に痛みが走った。


　それでも床ゆかに散らばった服を集めると、一つ一つ身につけた。


「砂川、お前の携けい帯たいの番号を教えろ」


　事務的に問われ、声を発しようとしたが、すっかり喉が嗄れて音にならなかった。


「おい、聞こえていないのか？」


　ここから逃にげだせるものならば、一刻も早く逃げだしたい。


　でも、そんなことは絶対に無理だと、もうわかっている。


　砂川はしゃがれた声で、ようやく自分の携帯番号を告げた。


「いいか、砂川。お前はこれから俺に身体を売る。覚えておけよ。これは取引なんだ。俺が金で、お前の身体を買ってやるんだ」


　侮ぶ辱じよく的な言葉が、氷の冷たさで胸に突き刺さる。


　もうこれ以上、悪いことなんてないくらいどん底の気分だったが、昏くらい目をした砂川は気き丈じようにも言い返した。


「それで……五十嵐は、いくら払はらってくれるんだよ」


「……え？」


「俺の身体の値段ってのは……一回いくらなんだよッ」


　強がりだとわかっているが、これが最後のプライドだった。


　五十嵐はフンと小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らすと、さらに砂川を追いつめる。


「そうだな。お前の身体なんか、せいぜい一回五万がいいところだ。これからは、俺が欲しい時に来て脚を開け。それがお前の役目だ」


「ちくしょう…ちくしょうっ。ちくしょう！」


　腹立たしくてたまらないのに、泣けてくる。


「それで………俺はお前に、全部でいくら払えばいいんだよッ？」


「あぁ、悪いがそれについては未定だ。今後の治ち療りようしだいだが、取りあえずは給きゆう与よの二ヶ月分の五十パーセント。簡単に見積もって二百万だな」


　家計を切りつめた生活をしている砂川にとって、それは気が遠くなるような金額だったが、金が払えない以上、男の言いなりになるしか方法はないのだ。


「わかったよ……じゃあ、四十回だ。でも、これだけは約束しろ！　毎回、ちゃんと領収書を切れッ」


　これほど残ざん酷こくなことをしているくせに、五十嵐は砂川が発した言葉に怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。


「領収書…だって？」


「そうだよ！　今度から、お前と会う時はちゃんと領収書を持ってくるからな。だから毎回、それにサインしろ」


　責める口調で訴うつたえると、男がさらに嫌いや味みな笑えみを浮うかべる。


「あぁ、別にいいぜ。領収書くらい、いくらでも切ってやるさ。だがその代わり、お前は俺に電話一本で呼ばれたら、宅配ピザみたいにすぐにやって来て裸はだかになれ！」


　それは最低の侮ぶ蔑べつだった。


　子供のように大声で泣きだしそうになった砂川は、これ以上、そこにいたくなくてあわてて身を翻ひるがえすと、手術室のドアから外に飛びだしていった。


　ちょうどその時、廊ろう下かを急いでいた誰だれかと衝しよう突とつしてしまって…。


「うわッ！」


　ぶつかられた相手は驚おどろきの声をあげ、そのまま廊下に転てん倒とうしてしまった。


「あ～、ごめんごめん。君、大丈夫だった？」


　自分の方が派手に転んだというのに、起きあがって早々、相手の心配をしているその彼は、砂川の前に立つとすぐに頭を下げた。


　白衣を着た小こ柄がらな彼の胸にあるネームプレートには「小児しように科か　響ひびき」と書かれている。


　どうやら、この愛和病院の医師らしい。


「君、どうしたの？　ずいぶん顔色が悪いけど……大丈夫？」


　さすがは医者だ。


「ぁ。いえ……大丈夫です」


　その時、背後でドアの開く音がして、手術室からゆらりと五十嵐が姿をあらわす。


「あれぇ、五十嵐？　どうしたんだよ。なんでこんな時間にオペ室に？」


「ええ、まぁちょっとね。それより、今夜は響先生が救急ですか？」


「うん。今夜は俺も小児科の当直だったんだけど、さっき冴木に、君が事故に遭あったって訊いて驚いて。で…怪け我がはひどいの？」


　五十嵐は自分の手首を顔の高さまで掲かかげると、白い包帯をかざしてみせる。


「さぁ、どうでしょう？　俺の怪我の程度は、加害者の方がよく知ってるんじゃないですか？」


　その声を聞いて、響の前に立っていた砂川がビクッと肩かたを震ふるわせた。


「え？　まさか…君が？」


　響の視線が注がれると、砂川は目を伏ふせたまま会え釈しやくをし、逃げるように立ち去ってしまった。





「なに？　今の彼、どうしたんだ？　なぁ、五十嵐」


　廊下を駆かけていく背中を、いつまでもぼんやり眺ながめている外科医を、響は不ふ審しんな目で睨にらむ。


「冴木から聞いたんだけど、偶ぐう然ぜんにも事故の加害者が君の同級生だったんだって？　察するところ、今の彼がそうなんだな？　でも…僕が見たところ、彼にはひどいショック症しよう状じようが出ていたみたいだけど？」


「あいつとは子供の頃ころから中学高校と、ずっと一いつ緒しよにサッカーをしてきました。フォワードの俺とはツートップを組んでいたストライカーですよ。少々のことじゃつぶれません」


　開き直りともとれる尊大な態度で、五十嵐はそう話す。


「本当か？　なんだか、さっき俺に五十嵐の事故の話をしていた時の冴木は、俺の目を見て話をしなかったからなぁ。どうもお前と冴木が絡からむとアヤシイ匂においがするよ。五十嵐は、さっきの彼に無理なことを言ってない？」


「別に言ってません。でも、これは人身事故ですからね。最低限の補ほ償しよう要求をしたまでです」


「補償ねぇ……まぁなんにせよ、交通事故なら早く保険会社に連れん絡らくをしておけよ」


　響は先せん輩ぱいとして当然の助言をする。


「いいえ。実は今回の事故に関しては、当事者同士で解決することにしました」


「は？　どうして？　じゃあ、警察には？」


「通報してません」


　その言葉に、響の目がますますいぶかしげになる。


「なんで？」


「それは、あいつ…砂川の希望ですよ。なんでも奴やつは司法修習生で、今は東京地検に勤務しているらしく、夏に卒業するまでは絶対に人身事故はまずいらしいんです。だから俺は、砂川の希望のままにしてやっただけですよ。なにか間ま違ちがっていますか？」


　非難のしようのない説明に、さすがの響も口出しできない。


「ホント、相変わらず冷れい酷こくな奴だな。お前って」


　思わず響がため息をつくと、廊下の向こうから看護師の声がする。


「響先生。７０５の裕ゆう太た君。突発性気管支喘ぜん息そくの発ほつ作さです！」


「わかった！　今行く。じゃあ五十嵐。俺は行くけど、どっちにしてもお前がしばらく執しつ刀とうできないことは、明日にも院長に話すんだぞ」


「はい、そうします」


　そう告げると、響は白衣の裾すそを翻して廊下を走っていった。


「ふぅ…」


　ようやく一人になった五十嵐は、夜間照明の薄うす暗ぐらい廊下をしばらく眺めていた。


「……俺は間違ってない」


　ふとそんな独白を落とし、今、自分が出てきた手術室のドアにもう一度手で触ふれてみる。


「悪いのは俺じゃない。だからッ…」


　苦しげに声を発すると、五十嵐はいきなり拳こぶしでドアを叩たたいた。





　病院をあとにした砂川は、夜の街を重い両足を引きずって歩いていた。


　その姿は痛々しいほど弱っていたが、幸い深い闇やみに身を溶とかすことができる。


　何時間もかけて歩いてアパートに帰宅した砂川は、浴室でさんざん泣いた。


　予想していた通り、五十嵐は砂川の裏切りをまだ許していなかった。


　それだけじゃない。自分が彼を忘れていたことに、あれほど激げつ昂こうを覚えていた。


　でも、本当は忘れていたんじゃない。あえて、忘れようと努めてきたのだ。


　しかしそれは、誰の目にも逃にげていたことに他ほかならなかったようだ。


　最初に彼を裏切ったのは確かに自分だった。


　だからといって、こんな残酷な復ふく讐しゆうをされるなんて…。


　絶対に……許せない！


「あいつは、やっぱりひどい奴なんだ」


　どれだけシャワーを浴びても全身を石せつ鹼けんで洗っても、まだ肌はだに男の匂いが残っている気がして、たまらなく息苦しかった。


　でも、電話で呼びだされれば、行ってまた抱だかれなければならない。


「ちくしょうッ。今度は絶対、石みたいに感じないでいてやるっ」


　せめてもの抵てい抗こうは、そんなふうに自分に誓ちかうことだけだった。


　結局一いつ睡すいもできないまま朝を迎むかえた砂川は、痛む身体からだを押して出勤した。


　この修習が終わったら、ようやく自分の望む道が開けるのだ。


　それまでの間、耐たえればそれでいいのだと砂川は自分を励はげました。





　それから数日間、砂川はあんな事件を忘れたくて、とにかくがむしゃらに働いた。


　修習先である東京地検では公判部に所属し、七月まで実務の勉強をすることになっている。


　それを終えれば二回試験があって、いよいよ就職というわけだ。


　だが昨日の夜、ついに五十嵐から初めての呼びだしが携けい帯たい電話にかかってきた。


『明日の十九時、ホテルオオツカのロビーに来い』


　それは呆あつ気けないほど簡潔な呼びだしで、宅配ピザの注文の方がいくらもましだと思えるほど淡たん々たんとしたものだった。


「あぁ、ちょっと砂川くん」


「はい」


　起案書を抱かかえて廊ろう下かを急いでいると、上司に声をかけられた。


「昨日、刑けい事じ部から降りてきた江戸川区の殺人未遂事件なんだが、君証しよう拠こ分けして論告を起案してくれないか？」


「え？　はい。あの。私一人でですか？」


　これまで、先輩検察官のサポートをすることはあっても、個人で一事件の論告の起案を書いたことなどなかった。


「君は最初から検察官志望なんだろう？」


「はい！」


「上手うまくまとめることができれば、公判に出席していいぞ」


「え？　それは、検察官席に座ってもいいってことですか？」


「そうだ。頑がん張ばってくれ。私はね、君にはとても期待しているんだ。末は立派な検事に育ってくれるとな」


「はい、ありがとうございます！」


　公判に出席できれば、検事に自分の論告を読みあげてもらうところまで関かかわれる。


　役割が個々に細かく分かれている首しゆ都と圏けんの地検では、そんな地方の検察庁のようなことは本当に稀まれだろう。


　仕事は忙しかったが、成長していることを実感できる毎日は充実している。


　砂川は上司の後ろ姿に向けて、敬意をこめて深く頭を下げた。


「よ～し。もう一度、証拠書類を徹てつ底てい的に調べ直そう！」


　そんなことが今日の午後にあったせいで、たしかに浮うかれていたのかもしれない。


　本当に、すっかり失念していた。


　今日の七時に、呼びだされていたこと。


　目の前の内線電話が鳴ったことで、砂川は集中していた起案書からハッと顔をあげた。


「はい。公判部、砂川です」


　電話は交こう換かん手からで、女性の声が「五十嵐様からです」と告げる。


「あ！」


　その瞬しゆん間かん、ようやく砂川は今夜の約束のことを思いだした。


「……そうだ」


　公判部の室内には、まだ残業している者も多く、砂川は声を低くして受ける。


「は、はい。砂川です」


『どうした？　俺を何分待たせる気だ？　早く出てこい』


「あの…ちょっと仕事が長引いてしまって。すみません」


　周囲に気取られないよう、あくまで業務的に応対する。


『すぐに出てこい。あと五分だけ待ってやる』


　どこまでも強ごう引いんで自己中心的な男に、無条件に腹が立つ。


「そんな。無理です！」


『いいか。五分で出てこないなら、お前のいる七階のオフィスまで乗り込むぜ』


　そのセリフにハッとした。


　砂川は受話器を机に置き、オフィスの窓まど際ぎわに近寄ると下を覗のぞいてみた。


「……！」


　地検の前の道はもちろん駐ちゆう車しや禁止だが、その正面に堂々と停とめられたジャガー。


　携帯電話を手にしたまま、ボンネットにもたれて話をしている長身の男。


「う…噓うそだろ？」


　待ち合わせはホテルだったはずだが、待たせすぎてこんなところまで迎えに来たらしい。


「冗じよう談だん…だよな？」


　昔から短気な彼のことだ。その怒りぶりは容易に想像できた。


　相手は窓際の砂川の姿に気づいたのか、気き障ざな仕草で片手をあげて見せる。


　砂川はゾッとして二、三歩後退すると、急いで席に戻もどって受話器を戻し、机の上の書類を一気に片づけ始める。


　五分で下りなければ本当にオフィスまで乗り込まれる。


　あの男は、そういう男だ。


　あわてて帰宅準備を始めた砂川を、不思議そうに見ている上司や先せん輩ぱいたちに丁てい寧ねいに一礼し、背広を羽織った砂川は足早に公判部の部屋をあとにした。





「へぇ、今日はスーツなんだな。この前はラフな格好だったから意外だよ。でも、それも悪くない」


　砂川が地検前に違い法ほう駐車されたジャガーの前に息を切らせてやってくると、男はそんなセリフを吐はいた。


　しかも、興味深げな視線で舐なめるように全身を眺ながめられ、砂川は無む性しようにいらだつ。


「知らないのか？　ここは駐車禁止なんだぞ。早く車を動かしたらどうだ」


「だったら、お前が早く乗れよ」


　短く舌打ちした砂川が後部席のドアを開けようとすると、


「助手席に座れ」


　即そく座ざに短く命令され、従うしかなかった。


「五十嵐、お前は強引で陰いん険けんな男だよ」


「馬ば鹿か言うな。そういう契けい約やくを交かわしたろう？　これはお前が望んだことだぜ。違ちがうか？　俺はお前の将来のために、協力してやっているだけだ」


　完全に相手の術中にはまっていると思ったが、返す言葉も見つからなかった。


　最低の男だと本気で思う。


「でもまあ、俺はその契約のお陰かげで、未来の検事様を抱けるんだから、とても光栄だよ。まさに怪け我がの功名かな？」


　そう言って、真っ白な包帯の巻かれた腕うでをかざす嫌いやな男。


　一いつ般ぱん的に、検事と副検事のことを総そう称しようして検察官と呼ぶのだが、五十嵐はあえて検事という言葉を使って、砂川の精神部分をいたぶっているようにしか見えない。


　そんな屈くつ辱じよく的なセリフにも、今は耐えることしかできなかった。





　砂川なんかは、過去に一度も宿しゆく泊はくしたことのない有名なシティホテルの、しかもここはスイートルーム。


「なぁ五十嵐、なんでスイートなんだ？　俺から取り立てる金額より、ホテルの宿泊料の方が明らかに高いだろ？」


　当然の疑問だ。


「勘かん違ちがいするな。ここは俺が使う場所だから、自分のために高額な金を支し払はらっている。お前にとやかく言われる筋合いはない」


　確かにそうだが、医者の考えることはわからないと、砂川は呆あきれた顔でスーツの上着を脱ぬぐ。


「あぁ、待て砂川。服は脱がなくていい。俺が脱がせるから」


　愉たのしげな顔でそんな要求を出され、砂川はすぐ頭に血がのぼった。


「変なことを言わないでくれ！……先にッ、シャワーを浴びてくる！」


「別に俺は、ありのままのお前でも一向にかまわないぜ。体たい臭しゆうってのは欲望をそそる」


　どこまでも破は廉れん恥ちな男に、砂川は一いち瞥べつを与あたえる。


「今日は朝から晩まで、一日中仕事をしていたんだ。汗あせもかいてる」


「汗？　なに言ってる。昔はいつも一いつ緒しよに汗を流した仲だろう？　今さらそんなこと、かまうなよ」


　男は砂川に近づくと、楽しげにネクタイを指先でもてあそぶ。


「変な言い方をするな！　あれは部活の練習で流した汗だろッ」


　どこまでが本気でどこからが噓なのか、もうよくわからない。


「なんなら、今から浴室に一緒に入ってやろうか？」


　砂川は脱いだスーツの上着を、思わず相手の顔に目がけて投げつけていた。





「なぁ、どうした？　声、出せよ」


　キングサイズのベッドカバーの感かん触しよくが肌はだに心ここ地ちいいと余よ裕ゆうを持っていたのは、ほんの五分ほどの間だった。


「そんなこと、できないっ」


　今度抱だかれる時は、石みたいになにも感じないでいると決心していたのに、すでに声を抑おさえるのに限界を感じている状態。


　シャワーを浴びたあと、さらわれるようにベッドに沈しずめられ、バスローブを脱がされた一糸まとわぬ体からだに遠えん慮りよなく重なってきた男。


　冷れい徹てつな表情や言葉とは裏腹に、五十嵐の体温は予想外に高かった。


　そうと知った瞬間、なぜか妙みような優ゆう越えつ感に襲おそわれて、砂川はあわててそれを打ち消す。


「声をこらえていると苦しいぜ」


「嫌だッ」


　まるで犬にでもなったみたいに、五十嵐は砂川の身体からだ中じゆうのあちこちを舐め回してくる。


　その微び妙みような感触がたまらなくて何度も息を詰つめ、そのたびに喉のどの奥でくぐもった声が漏もれて男をいい気にさせた。


「まぁ、そういう慎つつましい反応も悪くはないけれどな。それにしても、未来の検事様はなかなか強情でいらっしゃる。だが、そんなお前を気が狂くるうほど乱れさせてみるのも、また一興」


　自分の反応のすべてを面おも白しろがっているような相手に反発しているのに、身体だけは勝手に熱くなっていく。


「検事だなんて、こんな時に…軽々しく言うな！」


　光の射さす将来と、この奴ど隷れいのような現実を、砂川はどうしても切り離はなして考えたいのに、それを男は許してくれないようだ。


「どうしてだ？　医者と検事の情事なんて、なかなかエロティックで刺し激げき的じゃないか」


「神聖な職業なんだぞ！　お前みたいな奴やつに、軽々しく汚よごされたくないッ」


　気き丈じように反論すると、指先が胸の上の花芽にそっと触ふれる。


「っッ……！」


　ビクンと躍おどる感度のいい肢し体たいに、男がククッと笑った。


「じゃあ、神聖な検事様はこんなところを触さわられても、なにも感じないって言うのか？」


「ぁッ……や！」


　つんと立ったチクビの周りの柔やわらかい肉を、輪を描えがくように刺激されると、間もなく中心の実が赤く熟うれ始める。


「旨うまそうになってきたぜ」


「やッ。やめろっ……俺はお前なんかに、絶対感じないッ」


「まぁいい。そこまで強情を張るなら、お前が本当に感じないかどうか試ためしてやるよ」


　自信ありげな男は、挑ちよう戦せん的に瞳ひとみを輝かがやかせる。


「ぁッ……ダメだ。そこはっ、触る…な！　変な感じがする」


「噓うそをつくな。この間も、ここがずいぶん快よさそうだったぜ？」


　五十嵐はさらに両のチクビをきゅぅっと摘つまみ、指の腹で先せん端たんばかりを念入りにいじり回す。


「は、ぁ…あぅ！」


　強い刺激のあとはそこをそろりと羽のように撫なでられ、はッ…と短い声が漏れてしまった。


「どうした？　お前は優やさしく触られる方が感じるか？　ん？」


　そして顔を覗のぞき込まれ、少しでも眉まゆや口元に変化があるのを観察される。


　男に凝ぎよう視しされていると思うと、それだけで砂川は無性に感じてしまい…。


「どうした？　頰ほおも唇くちびるも赤くなってきたぞ。感じているな？　今度はここを吸ってやろうか？」


「嫌ッ。ダメだ。そんなことしたらッ…ぁ、ぁぅっ」


　拒きよ絶ぜつの言葉を言い終わる前に含ふくまれ、生き物みたいな舌が硬かたく凝こった粒つぶに容よう赦しやなく絡からみつく。


「はぁ……ぁん」


　気持とは裏腹に砂川は激しく感じてしまい、ついには自らの下か肢しの肉が徐じよ々じよに勃ぼつ起きしてしまうと、いち早くそれに気づいたらしい五十嵐に、そこを包んでゆるく扱しごかれた。


「ぅ……んんッ」


「ほら見ろ、こっちは今夜も正直だぜ。感じていないなら、この反応はどういうことだ？」


　手首を負傷しているとは思えないほどに、巧たくみな五十嵐の愛あい撫ぶ。


「知ってるか？　もう垂れてるぜ。熱い汁しるが、お前のこの、先の小さな孔あなからな」


　あふれた滴しずくを指ですくい取られ、にちゃにちゃという卑ひ猥わいな音をわざと聞かされる。


「やめろよッ。よしてくれ！」


　さらには、体液で濡ぬれてしまった雄おすを強弱をつけて扱かれ、その快感に気もそぞろになってしまった頃ころには、男の口に含まれていた。


「ぅぁッ……やめてっ……そんなっ」


　信じられなかった。


　初めて経験するあまりに強きよう烈れつな感触に、砂川はくわえられただけで呆あつ気けなくイかされていた。


　男の口の中に射精したことに死ぬほどのショックを受けている間に、五十嵐は口から吐はきだした体液を掌てのひらにため、それを潤じゆん滑かつ剤ざい代わりにして砂川の中に指を潜もぐらせた。


「ひッ！」


　いきなりの侵しん入にゆうに驚おどろいて、一気に全身が強こわばる。


　砂川の肌が、先日の手術室での強ごう姦かんを思いだしたからだ。


「そう硬くなるなって。安心しろ。今日はこの前みたいに乱暴にはしない。優しくお前の中に挿はいってやるから、可愛かわいくしていろ」


「そんなっ……」


「ほら、いいから力を抜ぬけ。今日は奥までちゃんと慣らして柔らかくしてからヤってやる」


「そっ……そんなこと、言うなッ……ぅん、ぁ……あぁ」


　小さな孔の入り口を広げるようにいじられ、細い脚あしがもどかしげにシーツの上で蠢うごめく。


　その爪つま先さきが時折ぴんと伸のびきる瞬しゆん間かんがあって、いくら認めなくても砂川が確かに快感を得ていることが、男には一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


「腰こしまでうねってるぞ。ヤラシイ奴め。この調子なら、二回目はうしろだけで充じゆう分ぶんイけるな」


　指が肉の襞ひだをかき回すようにして進むと、華きや奢しやな腰がそれに合わせてビクビクと揺ゆれる。


　そのたびにベッドのスプリングが軋きしんで小さな音を立てた。


「さぁ、今日は医者としての俺が正しく教えてやるよ。お前の感じるところは……ここだ」


「な！　うぁッ……ぁ、ぁぁっ！」


　目を見開いたままの砂川の喉が、ひくりと痙けい攣れんした。


「どうだ？　感じるだろう？　ここがお前の前ぜん立りつ腺せんだ。ちゃんと自分でも覚えるんだぞ。まぁ、俺がこれからこの快感を忘れられないくらい、ここを擦こすってめろめろにしてやるよ」


　その言葉通り、五十嵐は己おのれの医学的知識を駆く使しし、砂川の内部に深く指を突つき立て、狭せまい中の襞を広げながら前立腺を刺激し続けた。


「ぁッ……イヤぁ。ダメだ。そこは嫌いや。もう、やぁッ」


「いくら否定しても、お前が俺に感じているのはもうわかっている。男は演技をしているのかどうか、ここの反応ですぐにわかるからな」


　そう言って勃起した肉をピンと指で弾はじかれた瞬間、砂川は悲鳴をあげながら二度目の性を噴ふきあげていた。


「ぁぁっ……ぁ、ぅ…ぅぅ」


　自分の腹から胸に多量の白はく濁だくを撒まき散らしながら、砂川はその屈くつ辱じよくにすすり泣く。


「どうだ？　今日の俺は優しいだろう？　その調子で、もっともっと俺に溺おぼれろ」


　傲ごう慢まんなセリフに反はん抗こうして嫌だと首を横に振ふるが、相手は砂川の主張などお構いなしだった。


「さぁ、どうする？　今度は俺のものを、お前が舐なめるか？」


　信じられない要求に、嗄かれた声でそれでもきっぱりと拒絶する。


「そ…んなこと、できるわけ…ない、だろッ」


「まぁ、最初から全部をやらせるのはもったいないからな。舐めるのはあとの楽しみに取っておいてやるよ。でも、次は嫌がっても絶対くわえさせるぜ。今から覚かく悟ごしておけ。ほら、さっさと脚を広げろ。お前の中で俺を満足させるんだ」


　そのあと、時間をかけて五十嵐が中に挿はいってきた時には、砂川はすっかり我を失っていた。


「ぁぁッ……ダメ。ダメぇ…ッ」


　みしっという肉が軋む音がする。


　内臓が押しあげられる圧あつ迫ぱく感がたまらなくて、無意識のうちに自分の掌をきつく握にぎりしめてしまい、そこからうっすらと血が滲にじむ。


「馬ば鹿かだな。爪つめなんか立てたら怪け我がをするぞ。ほら、手を開け」


　優しい声でたしなめると、五十嵐は自らの掌をゆっくりとそれに重ねてシーツに縫ぬい止めた。


　その上で、一気に腰を使い始める。


「ぁっ……嫌だ。嫌ぁ！」


　すると今度は、力を入れるものを奪うばわれて快感を逃にがすところを失ってしまい、そのせいで砂川の喘あえぎ声が一層大きくなる。


「あぁ、なかなかいい感じだな」


　全身に汗あせを滲ませた砂川は、激しく首を振って両りよう腕うでの拘こう束そくを解こうともがく。


「そう暴れるな。どうせ逃げられないんだから、いい加減観念しておとなしく抱だかれてろ」


　堪こらえる術すべを失った砂川が、焦じれて躍やつ起きになっている姿は、男の目を存分に愉たのしませた。


　五十嵐は薄うすく笑いながらぺろりと自らの唇を舐めると、さらに激しい突きあげを開始した。


「ぅんッ…ぁ、ぁ。ぅぅ」


　大きく張り出した雄の先端部分が前立腺を擦するたび、砂川は拷ごう問もんを受けているかのように激しく喘いで全身を震ふるわせた。


「ぁぁッ……そこ、もう…お願い、お願いだから…そこは、やめて」


　涙なみだが頰を伝い、開ききった唇からよだれが垂れ落ちる感かん触しよくにさえ、感じてしまう。


「やめろと言われてやめる男なんかいないんだぜ。それより、もう覚えたか？　お前の感じるところはここだ。ちゃんと自分で動いてもここを擦れるように、場所を覚えておけよ」


「ヤダって！　そこは、もう嫌ッ。嫌だ！」


「どうして嫌なんだ？　ん？」


　反らされた喉のどから吐かれる息は熱く荒あらく、答える声もうわずる。


「…だって、中がっ、気持ち…悪い。内臓の奥が、ぞわぞわするんだよッ……ぁッ…ぁ、馬鹿ッ！　いたっ」


「おいおい、これ以上俺を煽あおってどうする？　セリフが違ちがうだろ？　そういうのを、感じると言うんだ。さぁ、ここでお前を最低でも三回はイかせてやるよ」


「やッ…そんな。ひ…」


　今度は細い足首を掲かかげるように摑つかむと、五十嵐はまるで荷物みたいに砂川の身体からだを腰から折り曲げた。


　胸に膝ひざがつくほど身体を畳たたまれ、脚あしの間で硬かたくなった砂川の雄茎が、先から透とう明めいの汁を垂れ流しながら自らの胸を叩たたく。


　そして男が一いつ旦たん、自らの凶きよう器きを中から抜きだした時、砂川の両りよう脚あしの狭はざ間まから赤黒く濡れ光った雄おすが姿をあらわした。


　その大きさを目まの当たりにして、砂川が息を呑のむ。


　あんな巨きよ大だいな塊かたまりが自分の中をさんざん出入りしていたなんて、とても信じられなかった。


「どうした？　そんなに俺のこれがめずらしいか？」


　そう言った男は、猛たけった雄の腹で、砂川の甘く弛ゆるんでしまった秘ひ唇しんを前後に擦り始める。


「ぁッ……ぁぁ。ダメっ。そんな……そんなの、ダメだっ」


　いつの拍ひよう子しに潜り込まれるかわからない恐きよう怖ふに、興奮が一段と深まっていった。


　汗が全身の汗かん腺せんから噴きだし、甘い体たい臭しゆうがあたりに濃こく漂ただようと、五十嵐はいい匂においだと満足そうに笑う。


「ほら。どうした？　感じるだろう？　お前は、本当にたまらない顔をする」


「嫌だッ…もう、お願いだから、嫌だよっ」


「嫌でもすると言っただろう？　忘れたか？」


　次の瞬間、角度を変えた雄に、一気に深いところまで突き通されて、砂川の全身が痙攣したように戦おののいた。


「ひ…」


「いい反応だな。どうだ、砂川？　もう俺のこれの温度は覚えたか？」


　無意識に逃げる腰を強ごう引いんに引き戻もどされると、今度はまた方向を変えた雄に別の角度で前立腺を抉えぐられ、砂川はぶるぶると唇くちびるを震わせる。


「ぁぅぅっ……ぁ、ぁぁん」


　激しい抽ちゆう送そうを繰くり返され、砂川のか細い声が媚こびて甘くなるのは時間の問題だった。





「よかったろう？」


　ようやく呼吸が整いかけた頃ころ、そんな慈じ悲ひの欠片かけらもない質問をされた。


「そんな変なこと…訊きくな」


「知ってるか？　お前、今日は結構いい顔してたぞ。あれはセックスに溺れた女の顔だった」


　砂川は下品な言葉を聞きたくなくて、両手で耳を塞ふさぐ。


「おい、聞いてるのか？」


　先にすっかり身み繕づくろいをすませた五十嵐は、ベッドの端はしに腰をかけると、まだだらしなく転がっている砂川の顎あごを摑んでいきなり唇を近づけてくる。


「嫌だっっ」


　反射的に顔を背そむけていた。


「どうしてだ？」


「こんなッ……恋こい人びとじゃ、あるまいし！」


　砂川が発した言葉に、五十嵐は信じられないくらい表情を強こわばらせる。


「恋人じゃあるまいし……か。そうだな、忘れていたよ」


　そう言った男は呆あつ気けなくベッドを降りると、砂川に向かって手をさしだす。


「約束だ。サインしてやるよ。領収書は持ってきたのか？　お前の身体の代金分のサインをしてやる」


　そのセリフに、胸の奥がじんわりと痛むのを感じる。


　吐はき気までしてくるが、そんな自分を知られたくない砂川は、疲つかれた身体でベッドを降りた。


　足元の床ゆかに落ちていたバスローブを素す早ばやく羽織り、用意していた領収書を通勤バッグから取りだす。


「貸せ」


　五十嵐は怒おこったようにそれを奪い取ると、ベッドサイドの机にあったボールペンを使い、五万円という金額を最初のページに記入して引きちぎる。


「ほら、これで文句はないだろう。次は土曜の七時だ。今度は遅おくれるなよ」


　それを砂川に投げ渡わたすと、次の逢おう瀬せを言い渡した。


「え？　なに？　……土曜って、たった三日後じゃないか！」


「早く借金を返したいんだろう？　それとも、もっと長引かせたいか？」


「冗じよう談だんだろ？　毎回こんな何回もヤられたら、身体が持たない」


　思わず口走ってしまったが、相手がニヤニヤと笑ったので、砂川は急に下を向いた。


　とんでもないことを口走ってしまったことに気づいて、恥はずかしくてたまらない。


「それは、俺が絶ぜつ倫りんってことか？　褒ほめられているんだよな？」


「ち、違うよッ」


「まぁ、次は回数の加減はしてやるよ。土曜だ。いいな」


　承しよう諾だくしかねている砂川は、ただ唇を嚙かむ。


「おいおい、約束が違うだろう？　お前が俺に従わないなら、今からでも警察に行って事故の報告をしてもいいんだぜ？」


　それはまさに殺し文句だった。


「わ、わかったよ！　土曜の七時に、またこのホテルに来るからっ」


「最初から素直にしていればいいものを。まぁいいだろう。じゃあ俺は先に帰るが、お前はこのまま泊とまっていってもいいぜ。その憔しよう悴すいぶりじゃ、しばらくは動けないだろうしな」


　悔くやしいが、相手の言うことは事実だ。


　立っていることさえ困難な今の状じよう況きようを、すっかり見み抜ぬかれている。


「まぁ、そんな悩なやましげな顔で夜の街を歩かれて、変な男にでも声をかけられたら困るし、今夜は泊まっていけ。いいな」


　そう命じると、男はそのままあっさりと部屋から出ていってしまった。


「信じられないッ。なんて横暴な奴やつなんだ！」


　砂川は拳こぶしを握にぎりしめる。


　でも、五十嵐のセックスはたしかに強引だったが、決して乱暴に扱あつかわれたわけではなかった。


　とても優やさしい手つきで肌はだに触ふれられ、実際に何度もイかされた。


「っ……」


　全身にはまだ男の汗あせの匂いが残っていて、それを意識したとたん、腰こしの奥が熱くなる。


「……こんなの、俺じゃない」


　脚に力を入れた瞬しゆん間かん、熱いものが太ふと股ももの内側を伝った。


「ぇっ」


　まだ生暖かいそれが、先刻、五十嵐に大量に注ぎ込まれた精液だとすぐに気づいた砂川は、逃にげるようにバスルームに向かった。





　初めての呼びだしがあってから一ヶ月。


　その間、五十嵐との身体からだだけの関係は何度も繰り返されていた。


　砂川がいつも呼びだされるのは、同じホテルのスイートルーム。


　文字通り宅配ピザならぬ、宅配セックスといった状態だったが、逆にその方が割り切れていいと砂川は思っていた。


　それでも五十嵐の愛あい撫ぶはいつも不思議なほど優しくて、だから時々それが砂川を惑まどわせる。


　セフレのような関係だと位置づけようとしているのに、男の甘い腕うでに抱だかれながら、たまらなく切なくなる時があった。


「おい、砂川。こっちだ」


　今日の待ち合わせは終業後、七時に六本木にある新しいビルの前。


　こんなところに呼びだされたのは初めてのことだ。


　砂川が着いたのは、おそらく指定された時間より五分は早かったはずだ。


　学生時代から時間にルーズな男だと知っているから、先に五十嵐に自分を見つけられたと知った時は驚おどろいた。


「五十嵐？　どうしたんだ？　まだ、時間より早いと思うけど」


　砂川は近づいてくる長身の彼に向かって、そう訊いてみる。


　五十嵐はノーベントのダークグリーンのスーツを着ていて、大人の雰ふん囲い気きの彼にとてもよく似合っていた。


　手首に添そえられていたギプスは十日ほどで取れ、今はもう薄うすく包帯が巻かれてあるだけだ。


「今は診しん察さつしかできないから、医局にいてもあまり仕事がなくて暇ひまなんだよ」


　そう説明されると、砂川にはなにも言えない。


「……ごめん」


「あぁ、別にいい。単に訊かれたから答えただけだ。さぁ、行こうか」


　妙みように機き嫌げんのいい五十嵐が肩かたをさり気なく抱いたので、砂川の心臓がいきなり跳はねあがる。


　まるで恋人にでもするような自然な仕草に、なぜか息が苦しくなった。


「ぁ…の。今日は、どこのホテルに行くんだ？」


　小声で訊いてみる。


「行きつけの店に行くんだ。つき合え」


　そう言った五十嵐は、近くに路上駐ちゆう車しやしてあった車に砂川を乗せた。





　向かった先は、そこから少し離はなれたところにあるブティックだった。


「なぁ、ここも駐車禁止なんだぞ。ダメだって！」


　店の正面に堂々とジャガーを停とめた五十嵐に、すかさず砂川が注意する。


「うるさい奴だなぁ。店の前なんだから少しくらいかまわないさ」


　うざったげに言い放った五十嵐が入っていったのは、服やバッグに興味のない砂川でさえ知っているほど有名なブランドショップだった。


　恐おそる恐る彼のあとについて中に入ると、お洒落しやれな着こなしの店員が愛あい想そよく出で迎むかえてくれる。


「いらっしゃいませ、五十嵐様。本日は、なにをご用意いたしましょうか？」


　その対応から、五十嵐が常連客だとわかった。


「あぁ、今日は俺じゃなくてこいつ。上から下まで、一式コーディネイトしてやってくれないか？」


「はい。かしこまりました」


　いきなり二人から視線を浴びた砂川は、驚きのあまり目を丸くする。


「は？」


「さぁ、どうぞこちらにお越こし下さい。まずはサイズを測らせていただきますね」


　そのあと、砂川は勧すすめられるままに、何着もの服を着せられては脱ぬがされ、そのたびに大きな鏡の前に立たされた。


　それを眺ながめながら、五十嵐と店員の二人が、あれこれと勝手に話を決めていく。


「や。あの…五十嵐、ちょっと待ってくれ。俺、こんな高そうな店で服なんて買えないよ」


　服につけられた値札にすっかり後しり込ごみしている砂川は、泣きそうな顔で訴うつたえた。


「金のことは心配するな。とにかく、お前は全部任せておとなしくしてろ」


　有う無むを言わさぬ口調で命じられ、仕方なくされるままに、またいろんな服を着た。


「そうだな。スーツはさっきのパープルグレーの三つボタンのものと、ジャケットはシェパードチェックのものがいいな。それから、今着ているスーツは直しも必要なさそうだから脱がなくていい。あと、ネクタイは少し派手なものを選んでやってくれ」


　まさに、着せ替かえ人形のように何着か着たあと、勝手になにもかもを決められる。


　小一時間ほどしてから、二人はようやく店をあとにした。


　五十嵐はジャガーのトランクに大きな袋ふくろを積むと、車を店の前に置いたまま歩きだす。


　オーダーしたスーツは、後日、自宅に届くことになっていた。


「なぁ、支し払はらいはどうしたんだよ？」


　その背中をあわてて追いながら、砂川が一番気になっていることを口にする。


「クレジットカードに決まっている」


「いや。だから、それは見ていたからわかってるけど…」


「気にするな。次はこの店だ。腕うで時ど計けいを買ってやる」


「え？　買ってやる……って？　そんな、ダメだって！」


　五十嵐が次に入っていったのは、高級感が漂ただよう外装の貴金属ショップだった。


　ドアの前で砂川が固まっていると、早くしろと怒ど鳴なられる。


　結局、そこでも五十嵐は勝手に品物を手に取り、女性店員と談だん笑しようしながら時計を選んでいる。


「いらないって！　俺、腕時計なら自分のがあるし、本当にこれ以上なにもいらないよ！」


　当然、砂川はそう言って拒きよ否ひしたが、五十嵐にまったく取り合ってもらえない。


「深く考えるな。俺の隣となりを歩かせるのに、みすぼらしい格好だと恥はずかしいからな」


　みすぼらしい格好と言われても、砂川はさほど傷つかなかった。


　普ふ段だんからリーズナブルな商品を愛用している砂川だが、これまで別にそれを恥ずかしいと思ったことはない。


　むしろ安くて品質のよい服や時計を買った時は、逆にそれを自じ慢まんしたくなるほどだった。


　結局、五十嵐はその店で、ロレックスの腕時計を勝手に決めた。


「そう言えば、五十嵐様がどなたかにプレゼントをされるなんて初めてですね」


　支払いをカードでしている男に、店の女性がそう言っているのが聞こえる。


「そうだったか？　あぁ、それは包装しなくていい。すぐに使うからな」


　五十嵐はとぼけているが、本当なのだろうか？


　にわかには信じがたい。


「ええ。確かですよ」


　意味深な目をした他の店員も、遠えん慮りよ気味にはしているものの、砂川のことを値ね踏ぶみするように見ている。


「おいおい、そう勘かんぐるなって。こう見えても、こいつは未来の検事様だぜ。将来有望な男なんだぞ。まぁ、それでも今は、この俺の奴ど隷れいだけどな」


　五十嵐の冗じよう談だんとも本気ともつかないセリフに、他の店員たちもクスクスと笑う。


「いやだぁ。なんですか、それ」


　完全に玩具おもちやにされている砂川は、顔を真っ赤にして先にショップから出ていった。





「おい、待てよ。そう怒おこるなって」


　一人で外に出ていった砂川に追いつくと、五十嵐がすぐになだめに入る。


「じゃあ砂川は、あそこでこいつは俺の恋こい人びとです、なんて言って欲しかったのか？」


「そんなわけないだろ！」


　怒鳴りながらも、砂川は黙もく々もくと前を向いて歩き続けている。


「別に俺は噓うそは言ってないぜ。今のお前は、俺の奴隷なんだろう？　違ちがったか？」


　彼の言う通りだ。多少、言葉のニュアンスは違ちがうが、立場的には奴隷となんら変わりない。


「ほら、ちょっとしてみろよ」


　五十嵐は強ごう引いんに砂川の腕を摑つかむと、巻かれている腕時計を外して、今買ってきたばかりのそれをつけてやった。


「どうだ？　安物とは感かん触しよくがぜんぜん違うだろう？　嬉うれしいなら素す直なおに喜べ」


　満足げに訊きいてくる男の言葉に、砂川はようやく知る。


　自分は五十嵐にとって、この高価な服や腕時計と同じなのだということを。


「こんなもの、いらないよ」


　砂川がそう言って腕時計を外そうとすると、五十嵐は時計ごと手首を摑んですごんだ。


「外すな！　いいか砂川。これはな、お前が俺の物だという証しよう拠こなんだ。だから外すな！」


　自分が物だということを突つきつけられ、やり切れない思いがこみ上げたが、その反面、別の意味で砂川は安あん堵どした。


　相手につり合うために着き飾かざるなら、それはそれで中身のないセックスと同じこと。


　だから、今だけだと割り切ればそれでいい。


「あぁ、見ろよ。Ｋ２の最新モデルだな」


　二人が大型スポーツショップの前を通りかかった時、五十嵐がそう言ってウインドーに飾かざられたスノーボードを見あげた。


　砂川も思わず立ち止まって、ガラスの中のカラフルなボードを見る。


「五十嵐は、ボードなんてするのか？」


「あぁ。これでも結構上手うまいんだぜ」


　自分の知らない五十嵐。


「いつから？」


「大学の時に、サークルに入ってた」


「ボードのサークル？」


「まぁ、体面はそうだ。でも、ようするに引っかけサークルだったな。女の子と簡単にヤれるから入っていたかもしれない」


　あくどい本心を、あっけらかんと話す相手に、砂川はむしろ潔いさぎよさを覚えてなぜか腹も立たなかった。


　それにしても、自分は大学に入ってからも、ずっと司法試験のために勉強三ざん昧まいだった。


　六法全書を持って風ふ呂ろに入ったことだって何度もある。


「ボードか…いいなぁ。そう言えば五十嵐は昔から、なにをやっても器用にこなしたよな」


「ちょっと、いいか」


　一言断りを入れると、五十嵐は砂川の返事も待たずにスポーツショップに入っていく。


「え？　なに？　買うのか？」


「いや。実は、夏期休きゆう暇かにオーストラリアに行こうと誘さそわれてるんだ」


　南半球では日本とは夏と冬が逆で、ちょうど今は初冬だ。


「海外か。スゴイなぁ」


　その頃ころの自分は、すでに就職先が決まって祝しゆく杯はいをあげているだろうか？


「ボードはＫ２が一番だが、ビンディングはここがいいんだ」


　五十嵐がヨネックスのビンディングを手にして、その感触を確かめている。


「いいなぁ、正直うらやましいよ。俺にはオーストラリアでボードなんて、夢のまた夢だ」


「いや。旅行に誘われてはいるが、俺はまだ行くと決めたわけじゃないよ」


「え？　どうして？」


　何気なく問うと、少し間があってから返事がきた。


「これさ。夏までに、この怪け我がが治っているかどうかわからないだろ？」


　五十嵐の手首の包帯に気づいて、砂川はハッとする。


「……ごめん」


「気にするな。それに、お前だっているしな」


「え？」


　相手の示す言葉の意味を、どう解かい釈しやくしたらいいのか、砂川はしばし吟ぎん味みしてから表情を曇くもらせた。


「別に…心配しなくても借金を返すまで、俺はどこにも逃にげたりしない」


「……？　あぁ、なんだ。馬ば鹿かだなぁ。俺は、そんなことを気にしているんじゃないさ」


「ぇ？」


「どうだ？　今度、連れていってやろうか？」


「……どこに？」


「ボードをしにだよ」


　意外な誘いに、急に砂川の瞳ひとみが輝かがやく。


「いいのか？」


「なにがだ？」


「その、俺…まったくの初心者だぞ？　一いつ緒しよに行っても、きっと面おも白しろくない」


「……たしかに、そうだろうな。でも、俺は教えるのは上手いぞ」


「うん。だと思うよ」


　まるで昔の二人に戻もどったような遠慮のない会話に、砂川は心底嬉しくなってしまったが…。


「おい砂川、そんなに可愛かわいい顔で笑うな。俺が困る」


「え？」


「思わず、自分の立場を忘れそうになったよ」


「……立場？」


　わけのわからないことを言った五十嵐は、そのまま急に怒ったような顔になって背を向けると、再びボードを物色し始めた。


「今のはほんの冗談だ。わかるだろ？　お前みたいな貧びん乏ぼうくさい奴やつと一緒に行っても、つまらないだけだしな」


　五十嵐の態度がなぜか急変し、すっかりいつもの冷たくてよそよそしいものに戻っていた。


　砂川はほんの一いつ瞬しゆんでも、昔の彼を懐なつかしんだことを後こう悔かいした。


「そんなこと、わかってるさ」





　一時間後、二人は六本木のフランス料理店にいた。


　これまで何度もホテルで抱だき合ったが、いつもはセックスをするだけの関係で、こんなふうに食事を一緒にするのは初めてのことだ。


　だから砂川は、大いに戸と惑まどってしまう。


　慣れない手つきでシルバーを使いながら、あたりさわりのない会話を続けていたが、食事が終わってコーヒーを飲んでいる時、病院から五十嵐の携けい帯たいに電話があって、彼は席を立った。


　その時、たまたま隣となりのテーブルに座っている中年男性と若い女性の会話が砂川に聞こえてきたのだが、どうやら女が男にバッグをねだっているようだ。


　甘えた声で男の手に自分のそれを重ねて媚こびる女の態度に、胸が悪くなった。


　そして砂川は、ふと気づく。


　男に高価な服や時計を買ってもらった今日の自分は、まるでその愛人となんら変わりないことに。


　こんな関係は、絶対に嫌いやだと思った。


「待たせたな。食事も終わったし、そろそろ行こうか？」


　電話を終えて一いつ旦たんは戻ってきた五十嵐が、すぐに席を立とうとしたので、砂川はあわてて彼を止めた。


「なぁ五十嵐。今日は服を選んでくれてありがとう。でも俺、お金はちゃんと払はらうよ。今は無理だけど、きっと返すから待ってくれないか？」


　自分は愛人なんかではない。


「それと、やっぱりこんな高価な腕うで時ど計けいは受け取れない。だから……返すよ」


　今度はもらったばかりのロレックスを外す。


　確かに今の自分はこの男に金で買われているが、それでも愛人扱あつかいされるのは我が慢まんならなかった。


　それは、せめてもの砂川のプライドだったが、腕時計を差しだしたとたん、五十嵐は急に興ざめしたような冷たい顔つきになる。


「砂川、お前は本当に可愛げのない奴だな……返すつもりなら捨ててくれ。ほら、行くぞ」


　砂川の申し出を無視した五十嵐は会計をすませたあと、意地悪な目つきでこう言った。


「その服もロレックスも、いつも俺がお前の身体からだで愉たのしませてもらっている礼だ。だから許可もなく、勝手に外すなよ」


　薄うす笑わらいさえ浮うかべながら、彼は平気で胸を刺さすような暴言を放つと、もう一度砂川の腕うでに時計を巻いた。


「っ……」


　言葉の通じない暴君に抑おさえきれない怒いかりを覚え、砂川は彼らしくなく感情的になっていく。


「俺はッ……お前の愛人なんかじゃない！」


「そうだったな。奴ど隷れいだったよな？」


　子供の頃からの親友で、大事な友達だった。


　優やさしい綺き麗れいな思い出さえも、どんどん汚けがれていく気がして…。


「俺、今日は帰るッ。ホテルには行かないから！　しばらく…お前には会いたくない！」


　いくらなんでも、これ以上侮ぶ辱じよくされるのは我慢ならなかった。


　砂川が強い態度できびすを返すと、


「勝手なことを言うな！　ホテルに行きたくないだと？　そうか。わかったよ」


　いきなり五十嵐に手首を摑つかまれ、そのままレストランの奥に引っぱっていかれる。


「ちょ、なにするんだ！　離はなせよッ」


「静かにしろ！　変な目で見られてもいいのかッ？」


　脅おどされて怯ひるむと、それをいいことにレストルームまで引きずられた。


「五十嵐ッ！　いったいなんのつもりだよ。離せっ」


　レストランのトイレの壁かべには、深い藍あい色いろの御み影かげ石いしが貼はられていて、床ゆかには花はな柄がらの絨じゆう毯たんが敷しかれている。


　どう見てもトイレとは思えないほど、お洒落しやれな仕様だった。


「お前が帰りたいなら帰ればいい。でも、約束だけはきちんと果たしてもらうぜ」


「な…に？」


「これはお前が望んだことだ。ホテルには行かないが、そのかわりここで取り立ててやるよ」


「えッ……なっ。なにを言ってるんだ？　冗じよう談だんだろッ？」


　五十嵐は急に暴れだした身体を捕つかまえてそのまま個室に押し込むと、うしろ手に鍵かぎをかける。


　そして砂川と自分のバッグを、邪じや魔まだとばかりに棚たなの上にあげた。


　相手の唐とう突とつな行動にすっかり動どう揺ようし、言葉さえ失っている砂川のシャツから、五十嵐は簡単にネクタイを抜ぬいた。


「これは、さっき俺が買ってやった物だよな？　だったら、どう使おうと俺の勝手だろう？」


　嫌な予感を覚えた砂川は一瞬の隙すきをつき、相手の胸を突ついて逃げようとしたが、呆あつ気けなく摑まって腕を背中にひねりあげられてしまう。


「ぁッ…痛ッ。痛いッ」


「俺から逃げて、どこに行くつもりだ？　ん？　取り立てをさせてもらうと言っただろう？」


　冷静な声で告げると、五十嵐は砂川のほっそりとした両の腕を重ねてネクタイを巻きつける。


「お、いッ？　なんだよ。離せって。どういうつもりだッ」


　男の目の色が完全に変わっていることに砂川が気づいた時には、すでに手て遅おくれだった。


「やめろッ！　イヤだって。五十嵐ッ」


　両手首をひとまとめに括くくられ、それを壁に施ほどこされた格子状の棚に引っかけて結ばれる。


「ァッ……そんなっ」


　両手を上にぴんと伸のばして吊つられる格好になった砂川は、眼前で満足げな顔をしている男を、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで睨にらみつけた。


「俺にＳＭの趣しゆ味みはないが、これはなかなかそそられる格好だな？　さぁ砂川、これでもう抵てい抗こうできないぜ。俺に逆らえば、どういうことになるかを今からじっくり教えてやるよ」


「五十嵐っ…こんなことして、本気で許されると思っているのかッ？」


　砂川の足は踵かかとが完全に浮いていて、爪つま先さきと吊られた腕で自らの体重を支えているため、立っているだけでも辛つらい。


　すでに、額に汗あせが滲にじみ始めていた。


「訴うつたえたいなら訴えればいい。告こく訴そならお手の物だろう？　どうする？」


　弱みを握にぎられている立場であることを改めて痛感する砂川だったが、それでもこんな暴君の言いなりになれるほど単純ではなかった。


「ちくしょう！　俺に触さわったらっ…殺してやるッ」


「ずいぶん威い勢せいがいいな？　でも、どうやって殺すんだ？　こんなふうに、奴隷みたいにトイレの棚に吊られて。ん？」


　勝ち誇ほこったような男の手がベルトを外し、アッという間にスラックスの前を開放した。


「やめろ！　やめろッ」


　砂川は躍やつ起きになって暴れ、そのたびに吊られて伸びきった身体が軋きしむ。


「縛しばられて、ろくな抵抗もできないくせに、本当に口だけは達者だな。いいぜ。その口から、喘あえぎ声しか出なくなるまで責めてやるよ」


　下着もろともスラックスが足首まで落とされ、恥はずかしい部分と、なめらかな双そう丘きゆうが露あらわになる。


「五十嵐っ、頼たのむから……本当にやめてくれ！　嫌だ。こんなのは絶対に嫌だよッ」


　もう一度、あの時のように暴力で犯おかされるなんて、たまらなかった。


「強ごう姦かんされている…みたいだから？」


　強姦という残ざん忍にんな言葉に深く傷ついた砂川の言葉は、まもなく哀あい願がんに変わっていた。


「……ぁぁ。五十嵐っ…頼むから、やめてッ」


「おいおい、さっきの威勢はどうした？　今さら泣きごとを言うな。悪いが、今日はお前の中を濡ぬらしてやるものはなにも持ってないんだ。それに、俺が今すぐヤりたいからな。仕方ないから、これを舐なめろ！」


　そう言うなり、男は砂川の口の中に長い指を突き入れた。


「うッ……ぅんん！」


　愕がく然ぜんとした砂川は、苦しい体勢でなんとか顔を左右に振ふって嫌いやがったが、すぐに顎あごを摑んで固定され、逃にげることもかなわない。


「さぁ。上手におしゃぶりができたら、今日のセックスは加減してやるよ」


　男は愉しむように指の抜き差しを繰くり返し、口を閉じることもできない砂川は、開け放った唇くちびるの端はしから唾だ液えきをはしたなくあふれさせた。


「んッ……ぐ。ふぅッ……ぅ！」


　ようやく男の指を望むように湿しめらせたあと、


「ほら、こっちに尻しりを向けろ」


　吊られた腕を中心にして、ぐるりと反転させられる。


　無理な体勢を強しいられていることと恐きよう怖ふとで、砂川の白い双丘は痙けい攣れんしたように震ふるえていた。


「どうした。怖こわいのか？　それとも…強姦されて興奮しているのか？」


　そんな言葉にも、砂川はもう首を前に垂れさせることしかできない。


「さぁ、最初は指からだ」


　砂川自身の唾液を滴したたらせた指が、硬かたく口を閉じた蕾つぼみを裂さいて強ごう引いんにねじ込まれる。


「ぁぁッ…やめ！　痛ッ、痛いっ」


　激痛が走って、砂川は思わず男の指を拒こばむように両りよう脚あしをきつくとじ合わせた。


「おいおい、お前は俺を怒おこらせたいのか？　だったらしょうがないが、今日は優やさしくしてやらないぜ。それが嫌なら、もっと脚を開いて協力しろッ」


　閉じたまま床に突っ張っている脚の片方を、男が靴くつの腹で外側に向かって容よう赦しやなく蹴けると、砂川のほっそりした脚は強引に左右に割られる。


「ぁぁッ……苦しっ」


　そのことで、さらに吊られた腕うでへの加重が増した。


「さぁ、そろそろ俺をくれてやるよ。いくぞ」


　本当に信じられなかったが、男は簡単に入り口を湿らせただけで、いきなり熱くたぎった肉を小さな孔あなに押し当ててくる。


「待って。待って！　お願いっ……五十嵐っ。お願いだからっ……ぁ、やめ！　ひッ…」


　窄つぼまった肉を裂くようにして侵しん入にゆうした雄おすは、硬く張り出した部分まで、一気に中に埋うまった。


　おざなりの準備しかされていない内部は、当然のように傷ついて血が滲にじむ。


「ぁぁッ……っ」


　壮そう絶ぜつな痛みを逃のがしたくて砂川が自ら進んで力を抜くと、男はそれを幸いにと、一気に腰こしを突きだして一番奥まで入り込む。


「苦し…い。ぅ、ぅッ」


「どうした？　そんな色気のない呻うめき声じゃなく、もっといい声で鳴いてみろよッ。ホテルに行きたくないと言ったのはお前なんだぜ？　俺はその望みを叶かなえてやっているだけだ」


　男は容赦なく、最初から飛ばしてくる。


　激しい律動を与あたえられ、五十嵐の動きと同じ波で前後に揺ゆさぶられる砂川の肢し体たい。


　強引な結合では、まだ痛みが神経の大半を支配している。そのせいで溺おぼれるように抱だかれている時には一度も意識したことがないのに、中に埋められた五十嵐の雄の詳しよう細さいな形までも、砂川の肉にく襞ひだが記き憶おくしていく。


　その大きさを意識したとたん、急に肌はだが内臓の奥からぞくっと騒さわいだ。


「どうした？　今、お前の肉が急に俺を締しめたぜ？　そろそろ感じてきた証しよう拠こだな。それに、こっちも濡れてきた」


　苦痛に呻きをもらしていた砂川だったが、男のやり方にすっかり慣らされた身体からだは、ツボを得た抽ちゆう送そうに次し第だいに反応を見せ始めていた。


「わかるか、砂川？　お前はこんなふうに両手を縛られ、女みたいに犯されながら、それでも俺のセックスに死ぬほど感じている」


「噓うそっ……噓だッ」


　そんなことは、絶対に認められない。


「噓なもんか。その証拠に、ここがもう勃たってるぜ？」


　硬く勃ぼつ起きした雄をぎゅっと握られると、吊られた身体がしなやかに反り返った。


「ぁ、ぁぁぁッ！」


　悲鳴のような喘ぎが響ひびくと、五十嵐はとても愉たのしげに笑う。


「ちくしょうっ……ちくしょっ」


　これは強姦だと、砂川にもわかっている。


　自分はものみたいに扱あつかわれて、男の欲望の処理のために使われているのだ。


　いくらそう割り切ろうと思っても、自分の容量を越こえるほどの屈くつ辱じよくに涙なみだが次々とこぼれた。


「どうした？　泣くほどいいか？」


　絶ぜつ妙みような動きで弱いと知られた箇か所しよを何度も突つかれると、抑おさえようもなく腰がゆらめく。


　そのたびに、砂川は唇を嚙かんで意識を散らした。


「ほらッ、声を殺すな。こっちに集中しろ！　俺に抱かれている時に、他のことを考えるんじゃないッ。今お前が考えていいのは、この俺のことだけだ！　いいなっ」


　爪つま先さきだけで体重を支えている脚が萎なえてしまい、すでに立っていることもできずに完全に吊られた状態になってさえ、容赦もしてもらえなかった。


「ぁッ……うぁ。痛いよッ」


　括られた手首にネクタイが食い込んで、鈍にぶい痛みを訴えている。


「どこが痛い？　手首か？　それとも、俺をくわえこんで離はなさない可愛かわいいこの孔か？」


　ひどい男だと思う。


「嫌だッ！　そんなひどいこと…言うなっ」


　それでも砂川は、次第に痛みや苦しみさえわからないくらいの愉ゆ悦えつの波に呑のまれていく。


　男の荒あらい息づかいがうなじにかかり、彼が自分の中で快感を得ていることがわかった。


　その生々しい事実を意識したとたん、不思議なくらい激しい悦よろこびが砂川の中に生まれる。


「どうしたんだ？　急にそんな締めるな！　さぁ……お前も俺に合わせて動けッ」


　自分の息も彼と同じくらい興奮して熱くなっているのに気づき、砂川は最上級の羞しゆう恥ちを覚えた。


　さらに興奮した別の手が砂川のシャツをまくりあげて素す肌はだをさまよい、胸の上に並んだ紅あかい肉芽を見つけると、集中的にそこを指の腹で揉もみしだく。


「ぁぁッ……そこは、嫌ッ。嫌だよっ」


　チクビを加減なくいたぶられた瞬しゆん間かん、砂川の喉のどが綺き麗れいな弧こを描えがいて反った。


「そんなにいいか？　やっぱりお前は、縛られると余計に感じる体質みたいだな？　だったら今度からは、毎回縛って抱いてやろうか？」


　砂川は否定すらできない。


　恥ずかしい。こんな場所で、こんなふうに縛られ尻を深くまで犯されて…。


　中に埋まった雄が角度を変えて突くたび、肉が媚こびるように締まったり弛ゆるめたりを勝手に繰り返す。


「知ってるか？　お前の中はヒクヒク蠢うごめいて、この俺を歓かん迎げいしているぜ」


　そう言った男が、雄をくわえて限界まで伸のびきった砂川の結合部の皮ひ膚ふを指先でつっと撫なでる。


「ぁ。アぁぁぅッ…」


　その瞬間、悲鳴のような鋭するどい声が散った。


「嫌いや。嫌ぁぁ……そんなところ、触さわらないでっ」


「おいおい。そんなたまらない声で鳴いたら、誰だれかが覗のぞきに来るぞ。見られてもいいのか？」


　激しく首を振りながら、それでも腰は男の刻むリズムを貪どん欲よくに追って卑ひ猥わいにうねってしまう。


「ぁッ。ぁ……もう、ダメっ…ダメだよッ…ぁ、ぁぁ」


　泣きながらも懸けん命めいに哀あい願がんする砂川の目はとろりと充じゆ血うけつし、頰ほおは朱を刷いたように火ほ照てっている。


「知ってるか？　お前…自分が今、どんなヤラシイ顔をしているのか。さぁ、そろそろイくぜ」


　男の甘く嗄かれた声が、砂川の耳たぶをねっとりと舐なめねぶった。


「あぁ……ん。やめてッ……お願いだから、中には……出さないでっ」


　あとで、男の放ったものが自分の中から流れ落ちてくる時の感かん触しよくがたまらない。


「心配するな。何度でも、お前の中でイってやる。この可愛い孔から汁しるがあふれるくらいな」


　痛いほどなぶり続けられ、砂川の内ない壁へきは回数を重ねるごとに熟うれた果実のようにとろけていった。





　砂川のバッグから勝手に領収書を取りだして金額を書き込んだあと、五十嵐はわずかに乱れた自分の衣服を整えながら手短に言った。


「次は三日後だ。いいな」


　便器の蓋ふたの上に、砂川はまだ半はん裸らのままで座らされている。


　性も根も尽つき果てた様子で、ただぼんやりと宙を眺ながめていた。


「どうした？　聞こえているか？」


　結局、圧あつ倒とう的な力で、男に好き勝手に使われてしまった肉体。


　体力でもまったく五十嵐に適かなわないということを、砂川は身を持って思い知らされた。


「……三日後なんて絶対に無理だよ。仕事で、論告をまとめないといけないんだ。大きな事件の起案書を書くことを任されている。それに、二回試験もあるから当分はバイトもできないし……だから、頼たのむから今週は許して欲しい」


　悔くやしかったが、相手のお情けに縋すがるしかもう道はないと知って、砂川は弱々しく願い出る。


「冗じよう談だんだろ？　お前は俺に、一週間も禁欲しろって言うのか？」


　意外な言葉が返ってきて、思わず皮肉な忍しのび笑いが漏もれた。


　この男は妙みような冗談を言っている。


「まさか？　セックスの相手なら、いくらでもいるんだろう？」


　皮肉以外のなにものでもなかったが、五十嵐はそれには答えず、代わりに少し嬉うれしそうな表情を浮うかべた。


「なんだ？　もしかしてお前。妬やいてるのか？」


　彼に訊きかれて初めて気づいた。それは案外、言い得ているかもしれないと。


「まさか……そんなはずないだろ」


　驚おどろきと、自分に対する怒いかりの感情の両方が、同時に胸の中で渦うず巻まいた。


　それでも五十嵐が自分と会えない間に別の誰かを抱いていることを想像した瞬間、胸が苦しくてたまらなくなる。


「なぁ五十嵐、答えろよ！　他にもいるんだろ？」


「いないさ」


　強い口調で訊いたが、五十嵐は不思議なくらい冷静な声で否定した。


　真しん摯しな目をして、呆あつ気けないほどあっさりと。


「噓だ。どうしてだよッ？」


「………そんなこと、お前には関係ない」


　恐おそろしいほど低い声が返ったが、男はすぐにいつもの軽い調子に戻もどって訊いてきた。


「で？　それなら、今度はいつお前に会えるんだ？」


「………来週なら」


「わかった。じゃあ月曜に、またいつものホテルに来い。部屋のナンバーは当日、メールで連れん絡らくする」


　勝手に決められていたが、砂川はそれに返事をしなかった。


　こんなにあっさり承しよう諾だくされるなんて思いもしなかった。


「おい、聞こえているなら返事をしろ！　それから一つ断っておくが、今日みたいに俺を怒おこらせたら、たとえそこが地検の中だとしても、俺はお前を捕とらえてその場で犯おかしてやるからな」


　冗談とも思えない恐ろしい脅おどしに、砂川はあわててうなずいていた。





「先生。どうなさいました？　この頃ごろは、なんだかぼんやりなさることが多いですね？」


　今はまだ午前の診しん療りよう時間中だったが、午後に心臓手術を受ける患かん者じやへの説明を終えて一段落した時、五十嵐は無意識に大きなため息を吐ついていたようだ。


　年ねん輩ぱいの看護師にまで、身体からだの心配をされてしまっている。


「でも、なんだか先生のそのご様子は、ちょっと恋こい煩わずらいみたいですけどね？」


　それが冗談だとわかっているが、五十嵐は複雑な心境で自じ嘲ちよう気味な笑えみを漏らした。


「たしかに、ちょっと疲つかれているのかもしれないな」


「ストレスがたまっていらっしゃるんですよ。少し気分転てん換かんが必要ですね。ちょうどいいじゃないですか。今日の勤務後は、稲いな川がわさんの結けつ婚こん退職祝いです。ぱーっと飲んで、元気になって下さい」


「え？　あぁ。そんな予定が入ってたかな？　すっかり忘れていたな。でも……悪いけど俺は、今夜はやめておくよ」


　気乗りのしない宴えん席せきには出向かないのが五十嵐の主義だ。


「今さらダメですよ。ほんと先生は、最近特につき合い悪いったらないですよ。それに今日は、医局の先生方もみんな参加されるんですからね」


　どうやら、顔を出さないわけにはいかないようだ。


「わかったよ。ちゃんと覗きに行くようにする。じゃあ、悪いけどちょっと一服してくる」


　指で煙草たばこを挟はさむ仕草をして見せてから、五十嵐は喫きつ煙えん所じよに向かった。





　この数日間、砂川は毎日残業続きで、完全に寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうが重なっていた。


　公判で読みあげる起案書の準備に追われて遅おそくまで地検で仕事をこなし、それでも帰宅すれば七月に待っている二回試験の勉強もしなければならない。


　二回試験とは、ようするに司法修習生としての卒業試験にあたるもので、その前後には就職活動も始まる。


　それでも公判に立ち会えるということで、志気だけは高まっているのだが…。


　残業を終えた砂川は、お茶の水のアパートに九時半ごろ帰宅すると、いつものようにすぐ風ふ呂ろに入り、夕飯をすませてから机に向かった。


　ところが、どうも集中力が高まらない。こんなことは初めてだった。


　余計な雑念ばかりが頭をよぎって、少しも考えがまとまらないのだ。


「あ～、なんだよ俺は。どうして、あいつなんかのことばっかり」


　今頃、五十嵐はどうしているだろう？


　不思議なことに、あれほど憎にくんで嫌けん悪おしているはずの男のことばかりが思考を支配し、そんな自分自身に腹立たしい思いが募つのる。


「それにしても……五十嵐には、本当に恋人と呼べるような相手はいないんだろうか？」


　本人がいないと言ったんだから、たぶんそうなのだろう。


　彼は昔から唯ゆい我が独どく尊そんで身勝手な男だったが、決して都合のいい噓うそなどつけない男だった。


　ある意味、生き真ま面じ目めな奴やつだと知っている。


　でも、そこが好きだった。


　苦労することもなくなんでもできて、モテるくせに意外と誠実で不器用。


　砂川がいつも一いつ緒しよにいたのは、そんな彼が好きだったからだ。


「え？」


　そんなふうに思い至ってから、ハッとした。


「俺、なに言ってるんだよ。あんな自分勝手な奴のことが好きだなんて……ほんと、馬ば鹿かみたいだ」


　でも、そんな男が言うのだから、恋人は本当にいないのかもしれない。


　でも…。


「いや。そんなこと、あるわけないさ」


　今の考えを、砂川はあわてて打ち消す。


「人は変わるんだ。現にあいつは、俺にこんなひどい仕打ちをしているじゃないか？　奴はきっと今頃、別の誰だれかのところにいるはずだ」


　そんな情けない想像を繰くり返してしまっては、自分で自分が情けなく恥はずかしい気持になる。


　だがそれ以上に、身を切るような切なさが雪のように心に積もって、ダメになりそうだった。


「あ～、もうッ！　このままじゃ、本当になにも頭に入らないよ！」


　砂川は机に叩たたきつけるようにしてペンを置いた。


　ちょっと頭を冷やした方がいいかもしれない。


「そう言えば、洗せん濯たく洗せん剤ざいが切れていたっけ」


　そう思いつくと、砂川は気分転換と称しようして近くのコンビニまで歩くことに決めた。


　財さい布ふだけをポケットに入れて、二階奥の部屋を出てアパートの階段を下りた時、建物のすぐ前の道路に、見覚えのある車が停とまっているのを見つける。


「あれ……？　この車」


　駐ちゆう車しや禁止の道に、堂々と停められているジャガー。


　ハッとして急いで近づいてみると、自分から見て反対側のドアにもたれる男の背中が見える。


　どうやら彼は煙草を吸っているらしかったが…。


　彼を見み間ま違ちがえるはずはないと思った。


　砂川は用心深く足音を忍ばせて車に近づくと、ドアにもたれている男の前にまわり込んだ。


「あぁ、どうしたんだ砂川？　なにをしている？」


　それはこっちのセリフだった。


「お前こそ、なんでこんなところにいるんだよ」


　五十嵐の住むマンションは、目黒にある愛和病院の近くにあると聞いていたから、どう考えても偶ぐう然ぜん通りかかったとは考えにくい。


「なんとなくな。お前がどんなところに住んでいるのか気になったんだ」


　とぼけられるかと思ったが、相手はすんなりここに来た理由を認めてきた。


「なぁ砂川、それにしてもここは、そうとう年季の入った建物だな」


　アパートを仰あおぎ見た五十嵐が、率そつ直ちよくな感想を述べる。


「悪かったなぁ。ボロくって！」


　とは言え、彼が自分の住んでいる場所を知っていることに、砂川は少なからず驚おどろいている。


　五月の接せつ触しよく事故の直後、砂川は五十嵐が勤務する愛和病院で軽い検査を受け、その時確かにカルテを作った。


　診しん察さつをしてくれた冴木という医師に、自分の住所は聞かれたが…。


「そう怒るな。俺は今、結構気分がいいんだ」


　めずらしく機き嫌げんのよさそうな五十嵐が半分くらいになった煙草を捨てて足で踏ふんでもみ消す。


「おい、ポイ捨てはダメだって教わらなかったか？　それに、ここは駐ちゆう禁きんだって」


　一向に聞いちゃいない男はキーでドアをロックすると、飄ひよう々ひようとした顔で近づいてきた。


　そうなると砂川の身体は条件反射的に固くなり、動どう悸きも高まってくる。


「お前こそどうした？　起案書をまとめるとかで、外出する暇ひまもなかったんじゃないのか？　こんな夜よ更ふけに、どこへ行くつもりだった？」


　すぐ目の前に立った五十嵐からは、アルコールの匂においと一緒に、香こう水すいの香かおりがしている。


「お酒……飲んだのか？」


　……女の人と一緒に？


　とはさすがに訊きけなくて、でも哀かなしくて……無意識のうちに砂川の表情が曇くもっていた。


「おい砂川？　なんだ、どうした？」


　情けなくも、縋すがるような目で相手を見あげていると、不意に引き寄せられ、抱だきしめられてしまう。


「ぇっ？」


「……砂川。お前が、そんな顔をするな」


　それは意外にも優やさしすぎる抱ほう擁ようだったが、腕うでの力はことのほか強い。


　砂川が戸と惑まどっていると顎あごを摑つかんで仰あお向むかされ、あっという間に端たん整せいな顔が被かぶさって唇くちびるが重なった。


「……ッ」


　五十嵐は唇を軽く押しつけながら、まるで啄ついばむように何度も触ふれてくる。


「んっ……ふ」


　すぐに歯列を割ってねじ込まれる舌を、砂川は最初、形だけでも拒こばんでみせたが、すぐに深くまで迎むかえ入れていた。


「どうした？　もう、足が震ふるえているぞ」


「…っ……ん。ぅ」


　絡からんでくる長い舌に誘さそわれ、恐おそる恐る自分のそれを差しだすと、いきなり千切れるほど甘く吸われて首のうしろまで電気が走る。


「ふっ……ぅ」


「……可愛かわいい声だ」


　頰ほおの内側の柔やわ肉にくをなぞり、舌の裏側の奥までを執しつ拗ように舐なめられると、下腹あたりの内蔵の奥から潤うるおった熱が染しみ出てくる。


　巧たくみなキスに、たったそれだけで感じてしまった自分が怖こわかった。


「ぁぁ…五十嵐っ」


　こんなに優しく熱心に口づけられたのは初めてかもしれなくて、名前を呼んだ瞬しゆん間かん、不思議なことに涙なみだがこみあげてくる。


　砂川が完全に溺おぼれかけていたその時、いきなり口づけがほどけて呻うめくような独白が降った。


「あ～、だめだ！　今夜はできないと思ったら無む性しように欲しくなってくる」


　潤うるんだ目で相手を見あげると、五十嵐は渋しぶい顔をして訊いた。


「なぁ砂川。本当に…今夜は、だめか？」


　端整な顔を真っ直すぐ見あげる砂川の長いまつげには、宝石のような水すい滴てきが薄うすくついていて、それが月の雫しずくを映して光っている。


　五十嵐はまるで心を奪うばわれたように相手の瞳ひとみを凝ぎよう視ししていたが、再び口づけた。


「砂川っ！」


　もう一度結び合った唇が、急激にその濃のう度どを増していく頃ころ、官能の波に呑のまれそうになる自分を叱しつ咤たして、砂川はなんとか男の暴走を制止した。


「ダメだよ。五十嵐……もうやめて」


　これ以上されたら、絶対ダメになるとわかっている。


「なぁ…五十嵐っ。もう、お願いだからやめて。このあとも……俺は二回試験の勉強をしなくちゃいけないんだから」


　それが殺し文句になるとは思わなかったが、他ほかに男を止める方法を思いつかなかった。


　だがそう言ったとたん、名残なごり惜おしそう…ともとれる表情を残して抱擁が解ける。


「………あぁ、そうだったな。じゃあ、今日のところは、おとなしく帰ってやるよ」


　相手は粘ねばる様子も見せずにあっさり引いたが、砂川はそんな素す直なおすぎる五十嵐を不ふ審しんに思った。


　本当に、五十嵐はなぜこんな夜に、こんな場所にいたのだろう？


　さっき、『お前がどんなところに住んでいるのか気になった』と彼は言っていたが、本当にそうなのだろうか？


　五十嵐の本心を知りたくてたまらない。


　こんな半はん端ぱな状態では、どっちにしろ冷静に試験勉強ができるとは思えなかった。


「あの……五十嵐」


「なんだ？」


「今日のお前、なんでそんな顔してるんだ？」


　質問される意味がわからないと言った様子で、五十嵐は首を傾かしげる。


「どうしてそんなことを訊く？　俺の顔が、なにか変か？」


「別に……でも、なにかあったのか？」


　重ねて訊くと、男は今度は、とても痛そうな表情を浮うかべた。


「………砂川。お前には、きっと一生わからないだろう」


「それ…どういう意味だよ？」


「別に。ただ、ちょっと疲つかれているんだ。今日は大きなオペが二回もあったからな」


「オペ？」


　その瞬間、明らかに五十嵐があわてた素そ振ぶりを見せた。


「あぁ、いや。ようするに、別の外科医が執しつ刀とうするオペの助手をしたんだよ」


「そっか。人の命をあずかってるんだから、いろいろしんどいよな」


　納なつ得とくしたように砂川がうなずいても、五十嵐はなぜか目を合わせようとしなくて…。


「じゃあ砂川、またな」


　別れの言葉を告げると、五十嵐はそのまま運転席のドアを開けようとする。


「あ！　五十嵐。なぁ、ちょっと待ってくれよ。これからどこに行くんだ？　帰るのか？」


　気になって仕方なくて、思わず呼び止めていた。


「そんなこと、お前に関係ないだろう？　少し酔よいを醒さましに行くだけだ」


「酔い醒ましだって？　冗じよう談だんだろ？　そんな酒臭くさい状態で運転なんかしちゃダメだ。事故でも起こしたらどうするんだ」


　ほんの数ヶ月前に接触事故を起こした者のセリフではない気がしたが、それでも将来、法を守る立場にあろうとする自分の目の前で、酒酔い運転を容認するわけにはいかない。


「古いしボロだし、その上散らかって汚きたないところだけど、酔いを醒ますだけならうちに来ればいいだろ」


　その時の自分の行動をあとで擁よう護ごするなら、まさに口が勝手に彼を誘っていた。


　不意打ちの砂川の提案に、五十嵐は心底驚いた表情を浮かべている。


「なっ…なんだよッ？　別にっ…気が進まないならいいけど！」


　彼はこんな誘いを断るかと思ったが、意外にも「じゃあ、お言葉に甘えて」と答えた。





　鉄製の階段はところどころ錆さびていて、二人分の体重を受けると危険な金属音を立てる。


　二階にあがり、コンクリートの廊ろう下かを一番奥まで歩いていくと、最さい奥おうが砂川の部屋だった。


　鍵かぎを開けて狭せまい玄げん関かんに入ると、五十嵐もそれに続いて入ってくる。


「本当に狭いな」


　お世辞にも、こぢんまりしているとか言えないのかと内心では思ったが、いつもストレートにしかものを言えない男だからとあきらめる。


「……悪かったな」


　むしろ砂川は、五十嵐のそんな飾かざり気のない実直な面が昔は好きだった。


「それに、女っ気もまったくない」


「いいだろ、別にっ」


　司法試験に受かるまでは、女の子と遊んでいる暇ひまなんか一いつ切さいなかった。


「えっと。酔い醒ましに、なにか飲む？」


　部屋の内部は食しよく卓たくの置かれたキッチン以外は畳たたみ間まで、家具と呼べる物は、勉強机と書しよ棚だなくらいのものしかない殺風景さ。


「そうだな。じゃあ、ミネラルウォーターか、スポーツドリンクでももらおうか？」


　砂川は小さな冷蔵庫からペットボトルを取りだし、グラスに注いで五十嵐に手て渡わたした。


「……なぁ。今夜は…誰だれと飲んだんだ？」


　ずっと気になっていることを、さり気なく訊いてみる。


「医局の奴やつらとだよ」


　それは噓うそだと思った。


「お前……香こう水すいの匂においがしてる」


　無意識に棘とげのある言い方になっていたのかもしれないが、五十嵐はネクタイの結び目を緩ゆるめながら、嬉うれしそうな顔をした。


「それは、うちの医局の看護婦たちも一いつ緒しよだったからだ。隣となりに座った子の香水の匂いがきつくて、そっちに酔いそうだった」


「ふぅん」


　気のない表情を装よそおっているが、彼の今の説明にひどく安あん堵どしている自分を砂川は感じる。


「まぁ、いつもはこんなに酔わないんだが、今日はきっと空すきっ腹に飲んだから回るのが早かったんだろうな」


「どうして？　なにも食べなかったのか」


「あぁ。どうもこの頃、食欲がないんだ。でも、お前の顔を見たら、なんだか急に腹が空いてきた」


　そう言って笑う男のハンサムな笑え顔がおにみとれて、砂川はなんとなく嬉しいような腹立たしいような気分になる。


「じゃあ、もしよかったらなにか食べるか？　チャーハンくらいなら作れるけど？」


　親切にする義理などないが、さっき彼を部屋に誘った時と同じように、無意識にそう訊きいていた。


「チャーハン？　お前、料理できるのか」


　砂川がムッと唇くちびるを尖とがらせる。


「……五十嵐さぁ。俺が母子家庭だったこと、忘れてないか？」


「あぁ、そうだったな。悪かったよ」


　早さつ速そくエプロンをつけた砂川がタマネギを切り始めると、五十嵐はスーツの上着を脱ぬいでキッチンテーブルの椅い子すにかけると、側そばに寄ってくる。


「なんだよ？　おとなしく座って待ってろって」


「いや。ただなんとなく、お前が作るというのが不安なんだ」


「失礼な奴」


　酔っている五十嵐は、悪気のない顔で笑った。


「それに、砂川のエプロン姿っていうのも一興だしな」


「なんかさぁ、馬ば鹿かにしてる？」


「真ま面じ目めだぜ」


　結局チャーハンができあがるまで、五十嵐はテーブルの椅子に座って砂川を見ていた。


「ほら。できたぞ」


　湯気のあがった小エビのチャーハンを、皿に移してテーブルの上に置く。


「へえ。匂いはうまそうだな」


　とことん失礼な奴だ。


「口に合うかどうかわからないけど」


「砂川は？」


「さっき食べたからいいよ。はいこれ」


　五十嵐はスプーンを受け取ると、エビや野菜の入ったチャーハンをすくって口に運ぶ。


「どう？　結構美味おいしいだろ？」


　どうせ批判されるとわかっているから、それよりも先に言ってやる。


「う～ん。なんて言うのか、家庭の味ってやつだな。でも、思っていたより旨うまいよ」


「………」


　褒ほめられるとは思ってなくて、砂川はすっかりフェイントを食らってしまった。


「ん？　どうした？」


　顔が赤くなるのを意識して、砂川はあわてて流しに向かうと、たわしを摑つかんでゴシゴシとまな板を洗った。


　多めに作ったチャーハンは、彼がおかわりをしたせいで綺き麗れいになくなっていた。


　それから、なんとなく二人はテーブルで向かい合ってコーヒーを飲んでいる。


　特に会話もなくて妙みような空気だが、不快な感じは少しもなかった。


　今日の五十嵐は、なんというか…簡単に言うなら懐なつかしい匂いがする。


　幼少の頃ころから一緒に過ごすことが多く、勉強も遊びも部活も、いろんなことを一緒に経験してきた。


　無二の親友と呼べる唯一の相手のことを、砂川はとても信しん頼らいしていたし認めていた。


「そろそろ帰るよ」


「え？」


　ぼんやり考え事をしていた砂川は、いきなりそんなふうに声をかけられて、思わず「どうして？」と訊いてしまった。


「なぁ、砂川。そういう言い方をすると相手に誤解されるぞ。お前は昔から人がいいから、時々悪い奴につけ込まれるんだ」


　たしかに言い得ているかもしれない。


「誤解って……どういう意味だよ？」


「だから…たとえば、お前が俺に帰って欲しくないんじゃないかと、勘かん違ちがいするってことだ」


　図星を指された気がして、砂川の頰ほおはますます熱くなった。


「そんなっ、違うよ！　ただ、お前が素す直なおに帰るなんて言うから、らしくなくてびっくりしただけだよ」


「らしくない？」


「いつもは、その…無理やりでも…する、から」


　途と中ちゆうで言っていることが恥はずかしくなって声が小さくなると、とたんに五十嵐が声をたてて笑った。


「なんで笑うんだッ！」


　馬鹿なことを言ったことが恥ずかしくて、砂川はだんだんむきになってくる。


「別に……いや。でも、お前が言っていただろう？　大事な試験もあるし、公判の起案書を書くから忙いそがしいと」


　そうだった。


「もしかして…して欲しいのか？」


　そんな嬉しそうな顔をして訊かれると、調子が狂くるう。


「ち、違うって！」


　砂川はあわてて椅子から立ちあがると、空になった二つのマグカップを流しに運ぶ。


「噓をつけ、して欲しそうな顔をしている」


「勝手に決めるなよ！」


　五十嵐の声のトーンが急に低くなって、ベッドで聞き覚えのある艶なまめいた色があらわれた。


「せっかくのお前からのお誘さそいだ。断るのは悪いよな」


　背後に立たれているのが気配でわかって、砂川の心臓が跳はねる。


「だから、違うって！」


　次の瞬しゆん間かん、いきなり腕うでを摑まれ、続き間の畳たたみ部屋に引きずられて押し倒たおされた。


「わっ！　ちょっ…と、待てよ！」


「まだ、したくないと噓をつくのか？」


「え？　噓？」


　……これは、噓なのだろうか？　俺は自分に噓をついている？


　たしかに数十分前、砂川は彼に会いたいと思っていたが、それはセックスをしたかったからなのだろうか？


　もしかして身体からだだけは、この野や蛮ばんな男に慣らされかけているのかもしれない。


　砂川はそう思った。


　でも…それでいいのだ。結局二人は、こんな身体だけの関係だから。


　むしろ、その方がこっちにも都合がいい。


　少しでも早く二百万の賠ばい償しよう金きんを完済する。砂川はそれが目的で抱だかれているのだから。


　自分自身をそう納なつ得とくさせようとしたが、なぜか胸の中は釈しやく然ぜんとせず、途方もなく切なくて…。


　涙なみだがこぼれそうになるのを、砂川は息を詰つめてこらえる。


「なぁ五十嵐、やっぱり今日はやめてくれよ」


　理由は簡単だ。この部屋で抱かれるのが嫌いやだった。


「どうしてだ？」


　毎日過ごすこの部屋に甘やかな記き憶おくが残れば、もっともっと辛つらくなる気がする。


「だって…この部屋、隣となりとの境の壁かべがすごく薄うすいんだ。声……聞こえるよ」


　砂川は、もっともらしい理由を口にする。


「気にするな。むしろお前の可愛かわいい声を聞かせてやればいい。それに、ここは俺の部屋じゃないんだから、俺にとってはそんなことどうでもいい」


　彼らしい身勝手な言い分に腹が立った。


　だが、そうは言っても、本当にこの部屋にいると隣のテレビの音が筒つつ抜ぬけなのだ。


　五十嵐の巧たくみな愛あい撫ぶを受けて、声を抑おさえる自信なんて砂川にはまったくない。


「なぁ、頼たのむから。今日は勘かん弁べんしてっ」


　必死の願いもむなしく、五十嵐は自分のタイをさらに弛ゆるめ、シャツのボタンを三つ外した。


「背中が痛いのが気になるのか？　だったら布ふ団とんでも敷しいてやろう」


「そ、そんなのいいよ！　どうせセンベイ布団だし変わらない。それより…やめろって！」


　センベイ布団というセリフがおかしかったのか、五十嵐はまた笑っている。


　なんだかもう、完全になし崩くずしだと思った。


　ジタバタと必死でもがいてみても、まるで遊ばれているように簡単に服が散らされていく。


「なぁ砂川。それにしても、畳の上っていうのは初めてで、なかなか新しん鮮せんだな」


「そんなっ、面おも白しろそうに言うなよ！」


　あっという間に裸はだかにされると、砂川はもう、すっかりあきらめてしまった。


　こうなってしまえば、五十嵐は絶対に止まらない。


「本当に面白いんだから、しょうがないだろう？」


　露あらわになった胸むな元もとを、さっそく卑ひ猥わいな手つきでいじられると、砂川の息が呆あつ気けなく跳ねる。


「ぅッ……んぁ！」


「どうした？　声を出したら隣に聞こえるんじゃないのか？」


　本当にその通りだ。この部屋は絶対にやばい。


「ッ……ぁ。だった…ら。そこ、触さわるの、やめ…ろっ…よ」


　男の指先が巧みな動きで両方のチクビをこね回すたび、腰こしがうずうずと揺ゆれてしまう。


「だったら舐なめてやる」


「やッ……ダメっ。そんなのダメだよ！　ぁ、んっ……ダメっ…ぁ、ぁぁっ」


　ざらりとした舌の生々しい感かん触しよくに犯おかされ、砂川の肢し体たいが艶めかしく蠢うごめくと、全ぜん裸らにされた背中に、ささくれだった畳がちくちくと当たって、それさえ微び妙みような刺し激げきとなった。


「どうした？　全身が汗あせばんできたし、ここももう硬かたいぜ？　たまってたのか？」


　愉たのしげに問われ、砂川は違うと激しく首を振ふるが…。


「まぁ、別に俺はどっちでもいい。だったら今日は、先にお前をイかせてやるよ」


　そう言った男に今度は勃ぼつ起きした雄茎を握にぎられ、ひっ…と、あえかな声があがった。


　一番の性感帯を輪にした指で握って扱しごかれ、そこから湧わきあがる甘すぎる波は紋もんをやり過ごすのに、砂川はもう必死だった。


「ッ……ぁぅ。ン…んんっ……はぁ」


　それからの五十嵐は、わざと時間をかけて前にもうしろの孔あなにも、ぬるい愛撫を施ほどこし、砂川だけが二度もイかされた。


　それでもまだ、男の執しつ拗ような愛撫の手は、すでに鮮あざやかな桜色に染まった肌はだを追いあげてくる。


「やぁッ……もぅ、やぁぁッ」


　結合するための箇か所しよを指でしつこく攻せめ抜ぬかれ、骨が軋きしむほどに痙けい攣れんし始めた四肢が、自分を組み敷く男の逞たくましい腰に無意識に絡からみつく。


「おいおい、どうしたんだ？」


　自分は全裸にされているのに男はまだ服を着たままで、砂川は掌てのひらに触ふれた布を懸けん命めいに摑つかんで体内にこもった熱を逃のがそうとする。


「ぁ、あぁ……五十嵐。お願い。もう、いやぁッ」


「どうした？　なにが嫌なんだ？　お前の手も脚も、こんなに俺にしがみついているくせに。言ってることと、やってることが矛む盾じゆんしてるぜ？」


　五十嵐の指が立てるにちゃにちゃという粘ねん着ちやく質な音は、自分の放った体液の音だと砂川は知っていた。


　やがて、限界まで高められた肉体は、あっさりと理性を裏切る。


　愉ゆ悦えつに潤うるんだ瞳ひとみが底なしの欲望に染まってゆらゆらと揺れ、限界を示すように砂川の目め尻じりから新たな涙がこぼれた。


「もぅ……お願い」


「なんだ？」


「お願い。お願い……お願いだからっ」


　激しすぎる快感に、舌が絡まって上手うまくしゃべれない。


「うん？　だから、なんだ。言ってみろ」


　昔から意地悪な男だと知っている。


　大だい嫌きらいなのに、こんなにも感じさせられて…。


　気づきたくなかった。


「お願い。もぅ……中に…俺の中に、挿いれて」


　最後には、屈くつ辱じよく的な要求を求められるまま口にさせられた。


「欲しいならやるが。でも…これはお前が望んだんだぞ。そのことを忘れるなよ？」


　畳の上であっと言う間に身体をひっくり返された砂川は、うつぶせの状態で腰だけを高く掲かかげられる。


　受け入れる体勢に固定されると、剝むき出しにされた双そう丘きゆうがぶるぶると期待に震ふるえた。


「さぁ、いくぞ」


「ん……んんッ……ぁ、はぁ…ぁ！」


　男はことさら少しずつ、じれったいくらいゆっくりと雄おすを沈しずめてくる。


　何度も指でいじられたそこはすっかり熟し、敏びん感かんになった襞ひだが攻め入ってくる男の形までを克こく明めいにとらえた。


「ぁぁッ……ぁ、ぁん」


　五十嵐がようやく全部を埋うめてしまった時には、砂川の喉のどから充じゆう足そくの息が漏もれるほどだった。


「どうした？　今日はやけに感度がいいな？　隣りん人じんに喘あえぎ声を聞かれていると思うだけで、こんなに身体が敏感になるなら、今度は電車の中や映画館でやってやろうか？」


「そんなッ……ぁ！」


　思わず電車の中で悪戯いたずらされる自分の乱れた姿を想像してしまい、砂川がたまらずに瞼まぶたを落とすと、互たがいの息づかいや深く繫つながった箇所が立てる卑猥な音が、よけい耳の奥で反はん響きようする。


　恥はずかしくて恥ずかしくて、耳も塞ふさぎたくなった。


「ほら、こっちに集中しろ」


「ぅ……ぁぁッ。だめっ、ダメ！」


　濃のう度どを増していく激しすぎる愉悦に五感のすべてを支配され、砂川は堪こらえきれずに喘ぐ。


「この状じよう況きようでこんなに感じるなら、外野がいればもっと愉しめそうだな？」


「そんな。違ちがッ…違う！　そんな変なこと、言わないで…くれっ」


「お前じゃないさ。俺が愉しめそうだって言ってるんだよ」


　壁の向こうでバタンというドアの音が聞こえ、隣人が部屋に帰宅したのがわかると、砂川はすっかり怯おびえて早々に音をあげた。


「声がっ……五十嵐。お願いッ。隣ッ……人が帰ってきたからっ」


「だから、どうしたんだ？　まったく、しょうがない奴やつだな」


　必死になって哀あい願がんすると、五十嵐はおもむろに自分のネクタイを抜くと、それを無造作に丸めて砂川の口の中に突つっ込んだ。


「なに！　ぅッ……ぐッ」


「どうだ？　これならもう声は出ないだろう？　だが口が閉じられない分、別のものが垂れないように気をつけるんだな」


　あまりにもぞんざいな扱あつかいをされ、砂川の瞳がショックで見開かれると、その目尻から涙なみだがはらはらとこぼれる。


「ぅんッ……ぅぅ」


　幸い、口に突っ込まれた布のお陰かげでくぐもった声しか漏れなくなったが、声を出せないことが、あふれる熱を逆に内部にため込む作用を招いてしまう。


「ンッ……ぅ。ふ」


　深く刺さし貫つらぬかれた腰を、思うさま揺さぶられて責められて、細い指先がたまらずに畳に爪つめを立てて引っ搔かく。


　捌はけ口を失った濃密な欲望が、血流にのって全身を駆かけめぐっていき…。


　もう、たまらなかった。


「どうだ砂川？　口にネクタイをくわえさせられていると、まるでまた強ごう姦かんされているみたいだな？　でも、なかなかそそる姿だぜ」


　まるで、男に遊ばれているようなセリフに、砂川は悔くやしくて激しく首を振る。


「ぅ……ぅ。ぐ…ぅぅ」


　それでも五分とたたないうちに、口に押し込まれたネクタイはびしょびしょになり、砂川が喘いで仰のけ反るたびに唇くちびるの端はしからは粘ねばりのある唾だ液えきが垂れ落ちた。


「四つん這ばいで尻を振って、おまけにヨダレまで垂らしてたら、まるで雌めす犬いぬだな」


　からかうような屈辱的な言葉に、砂川は激しく抵てい抗こうを示し、悔しくてそのまま前へ逃にげる。


　だが男はその動きを愉しむように、抜けた分以上に深く杭くいを打ち込んできて、砂川の声がひきつるほど喘がせた。


「知ってるか、砂川？　いくら嫌いやがって見せても、お前の中は俺を放したくなくて、めちゃくちゃ締しめてくるぜ。それにこっちの方も、もう爆ばく発はつしそうだ」


　はち切れそうなほどに勃起した雄の小さな穴を、悪戯な指がぐりぐりと刺し激げきする。


「ぅッ。…ぐっ……ぅ、ぅぅッ。んんッ」


「そろそろイくか？　俺ももう限界だな。さぁ、イくぞ砂川っ」


　深く腰こしを抉えぐりながら、男が嗄かれた声で名を呼んでいた。


「ッ……ぅ。ぅぐッ。ん、……ッッッ！」


　めくるめく絶頂感に身も心も犯おかされながら、砂川も一気に頂点まで駆けあがった。





「なぁ、五十嵐」


　畳たたみの上に転がったまま、砂川は嗄れた声を出す。


　その艶なまめかしい裸ら体たいには、五十嵐のスーツの上着が無造作にかけられていた。


「なんだ？」


　こんなこと、自分が関かん与よしてはいけない範はん囲いだと思ったが、訊ききたかった。


「どうして…いつも俺なんだ？　お前なら、いくらでも抱だかせてくれる女がいるだろう？」


　最近、胸が苦しくてたまらない。


「この前、他ほかに女はいないと言っただろう？　もう忘れたのか？」


　まるで生殺しみたいに、自分だけが溺おぼれていく。


「そんなこと信じられないよ！　なぁ、もうやめてくれ。男なんかより、女のほうがよっぽどいいんだろ？」


　身体からだだけが、冷たいこの男に馴ならされていく。自分だけだとわかっていても…。


　もう制せい御ぎよできる状態を超こえて、止とどまるところを知らないくらい。


　これが愛でないと知っているから、深入りすることを恐おそれて止やまなかった。


「砂川は、まさか俺に女を抱いて欲しいと言ってるのか？　ん？」


　抱かれ続けることに嫌けん悪おも覚えず、セックスに慣れた身体に心まで引きずられていく恐きよう怖ふ。


　自分自身でもコントロール不能な感情に、完全に追いつめられていた。


「本気で…言っているのか？」


「なんだよっ、五十嵐が質問するな！　俺が先に訊いているんだろう？」


「俺のことはどうでもいい。お前が先に答えろ。俺に、女を抱いて欲しいのか？」


　イエスかノーかなら、答えは明確だ。でも、それは言えない。


　砂川が負けん気の強い目で相手を見ると、男はあきらめたようにため息をついた。


「そんな可愛かわいい顔で睨にらむな。また欲しくなる。今日はこれ以上できないんだからそう煽あおるな」


「なッ。なに言ってるんだよ！」


　意外な切り返しに砂川が真っ赤になると、五十嵐はあえて目線をそらせてから静かに答える。


「………俺の渇かわきは、女では潤うるおせない。何度も試ためしたから、もうわかってる」


「え………？　それ、どういう意味だよ。試したって、なにを？」


　女め々めしいと思うが、質問を止められない。


「どうした、砂川？　そんなに俺のことを知りたいのか？」


「……」


「俺に、興味が湧わいてきたか？」


　男の声が意味深く響ひびいたので、砂川は我に返った。


「そ、そんなはずないだろッ」


　自分がどうかしていたと気づくと、砂川は急いで身を起こし、畳の上に落ちている衣服を拾って身につける。


「なぁ、本当にどうしたんだ、砂川？　今夜のお前は、少し変だぞ？」


　その言葉は、会った直後に自分が五十嵐に対して思ったことと同じで、それをそのまま返されて驚おどろいてしまう。


「別に……そんなことないよ」


「ならいいが。あぁ、そうだ。今日は、領収書は切らなくていいのか？」


「え？」


　今さらのように、彼に金で買われていることがとても哀かなしい。


「あ。あぁ、そうだったよな。ちょうど今、言おうと思ってたんだ。残り百万で完済だしな」


　五十嵐の怪け我がは経過もよさそうだし、あと二十回、彼に抱かれれば、この関係は終わりだ。


「でも……なぁ五十嵐。五十嵐は…なんで俺の住んでいるところなんか、気になったんだ？」


　執しつ拗ような自分が滑こつ稽けいに見える。なにに縋すがりたいのか、もうわからない。


「別に…単に、酔よっていただけだよ。冷静な俺だったら、衝しよう動どう的にこんなところまで来なかった。まぁ、簡単にやらせてくれるお前は、抜ぬくのに便利だからな。それに避ひ妊にんの必要もない」


　さらりと残ざん酷こくな言葉を吐はく男。


　ようするに自分は、五十嵐にとって単に都合のいいセックスの相手。


　せめて口先だけの噓うそをつく優やさしさも与あたえてもらえないほど、どうでもいい存在なのだ。


「……五十嵐。だったら、もう用はすんだだろう。終わったんだから早く帰ってくれないか」


　昔の純じゆん粋すいで綺き麗れいな思い出が汚けがれていくのが悔しくて、砂川は冷たい声で最後に言い渡わたした。





　五十嵐に抱かれたあと、たしかに肉体的には満たされたが、精神面では砂川は反対に沈しずんでしまい、起案書をまとめることも二回試験の勉強にも、まったく身が入らなかった。


　少し前、男に抱かれて悦よろこぶ自分は淫いん乱らんなのかと疑いもしたが、どうもそれは違うようで、ようするに五十嵐に会えるか会えないかで、満たされ方が違うのだとわかった。


　そして砂川は、ますます深みにはまっていく。


　それでも毎日を勤務と試験勉強で多た忙ぼうに過ごし、いろんなことを忘れるよう努めて過ごした。


　数日後のこと、どうしても手に入れたい本があって、砂川は自宅から徒歩圏けんにある靖やす国くに通りの古書店街を歩き回っていた。


　今度、砂川が担当する事件は特とく殊しゆな薬物を使った殺人未み遂すいというめずらしい事例で、起案書を書くため、過去に起こった毒物犯罪と化学者について記された書物を片っ端ぱしから集めている。


　中でも、ドイツ軍がアウシュビッツの収容所でユダヤ人に対して行っていた人体実験について記された書物があって、砂川はどうしてもそれを手に入れたかったのだが、すでに絶版されて数十年も経たった書物なので、どこを探しても見つからなかった。


　休日を返上して一日中探し続けたが、どうやら無む駄だ足あしだったようだ。


　すっかり日も暮れた頃ころ、疲つかれた砂川は神じん保ぼう町ちよう駅の近くにある定食屋に入った。


　ここはＭ大在学中も、よく来た馴な染じみの店だ。


　混み合った店内を見渡して空席を探すが、どうやら時間帯が時間帯なので席はなさそうだった。


　あきらめて帰ろうとした時、窓まど際ぎわ奥の席に座った誰だれかが、人なつこい笑え顔がおで手を振ふっているのに気づく。


　うしろや周りを見渡してみたが、どうも自分に手を振っているようだが…。


「あれ？　あの人……たしか」


　人を包み込むような穏おだやかな笑みには見覚えがあった。


　六法全書を丸暗記した砂川だったから、記き憶おく力りよくにおいては他ほかの誰より優すぐれている自負がある。


　彼はたしか、病院の手術室で五十嵐に暴行されたあと、廊ろう下かでぶつかった相手。


　五十嵐と同じ愛和病院の小児しように科か医である響。


「ねぇ君、席が見つからないんだろう？　相席でよかったら、どうぞ」


　遠目で見ても、彼の笑顔にはなんというか癒いやしの吸引力があるみたいで、砂川は誘さそわれるまま奥の席に進んだ。


「やぁ、こんばんは。君はたしか砂川くんだったよね？」


「ぁ…はい。でも一度しか会ったことがないのに、よく名前まで覚えていらっしゃいますね」


　砂川は、思わず感心してしまう。


「まぁ職しよく業ぎよう柄がら、人の顔を覚えるのは得意なんだ。ところで、君は僕のことを覚えている？」


「はい、もちろんです。愛和病院の先生ですよね？」


「うん。そうだよ。僕は小児科担当の響って言うんだ。あ、ちょっと待って」


　そう言うと、彼は食べかけのうなぎ丼どん定食のお椀わんを奥にすべらせ、席を窓際に詰つめてくれる。


「ほら。隣となりに座って」


「あ、すみません」


　空けてもらった椅い子すに腰こしを下ろしてから、ようやく気づいた。


　向かいの席で、こちらにはまったく目もくれずに黙もく々もくと天丼を食べている彼。


「あ…あの」


　それは、外科医の冴木だった。


　あの事故の夜、五十嵐の手首の亀き裂れつ骨折を診しん察さつしてくれた医師だ。


「冴木先生、先日は、大変お世話になりました」


　丁てい寧ねいに頭を下げると、彼は一いつ瞬しゆんだけちらっと砂川を見ただけで、まったく関心なさそうに食事を続ける。


「ごめん。こいつは食べ終わるまで、絶対に誰とも話をしないんだ。悪いね」


「え？　いえ。それはいいんですが、あの…」


　響が冴木のことをこいつ呼ばわりすることに、砂川は少なからず驚いていた。


　どうやら、ずいぶん童顔に見えるこの小児科医は、意外にも五十嵐や冴木より年上らしい。


「愛あい想その悪い奴やつだろう」


「いいえ、とんでもないです。俺が相席をしてもらったんですから。こちらこそすみません」


「あぁ、そんなこといいっていいって。でも、君は今日は一人でお買い物？」


　砂川が椅子の脚あしの横に置いた紙かみ袋ぶくろを見ながら、響がそう訊きいてくる。


「えぇ。ちょっと仕事に使う資料が欲しくて、古書店を朝から探し回っているんです。他のは見つかりましたが、どうしても一冊だけ手に入らなくて」


「それは…かなり古い本なの？」


「ええ。古いし、それに記き載さいされている内容に残ざん虐ぎやく性があるという理由で、出版されてすぐ絶版になった本なんです。『アウシュビッツ実録』っていうナチス関連の記録書です」


「へぇ、難しそうな本なんだね。あぁ…そうか。確か君は、司法修習生なんだって？」


「はい。七月にある二回試験が終われば晴れて卒業なんです。だからもう少しです」


「そっか。じゃあ、今が踏ふん張りどころだね。その、探している本も修習の関係なんだ？」


「えぇ。実は今、東京地検で実務修習をしているんですが、次の公判の起案書を書くのに必要なんですよ」


「そうなんだ。まだ探すの？」


「いいえ。もう探し尽つくしたんで、あきらめますよ。なくてもなんとかなるでしょうから」


「そうか。あぁ、話は変わるけど、君はこの頃、五十嵐とまめに会っているんだって？」


「ぇ……えぇ。はい」


　その名前を聞くと、砂川の表情がわずかに曇くもった。


「五十嵐に聞いたけど、君たちは同級生なんだってね？　小中高と一いつ緒しよにサッカーをしてたなんて、いいなぁ。でも事故がきっかけで、また何年ぶりかに再会したんだろ？　それってすごい偶ぐう然ぜんだよね。新しい縁えんで、また仲良くできるなんて羨うらやましい」


　響の言うように、二人が純粋にその言葉どおりの関係だったら、どれだけよかったか。


　でも、自分たちの関係は本当は汚きたない。


「あ…の、先生たちは今日は？」


　話を五十嵐とのことからそらしたくて、逆にこちらから別の話題を振ってみた。


「今日は休みなんだよ。昼間、冴木を映画につき合わせた帰り。俺たち、神保町のマンションに住んでるんだ。この店にはよく食べに来る」


「え？　そうなんですか！　実は俺のアパート、お茶の水なんです。大学時代に住んでいたところに、そのまま居るんです」


「あぁ。もしかしてＭ大？」


「はい。先生たちは、お二人で一緒に住んでるんですか？」


　そう訊くと、響は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。


「う～ん。違ちがうけどそれに近いかな？　冴木はうちの病院一の問題児なんで、院長に監かん視し役を押しつけられているんだよ。だから俺の隣の部屋に住まわせている。まったく厄やつ介かいな話だろ？」


「え？　どうして院長がそんなことを？」


「あぁ、愛和病院の院長は僕の父なんだ。だから、こんな素行の悪い奴の尻しり拭ぬぐいを、息むす子この僕がさせられてるってわけ。ほんと気の毒だろ？」


　と言うことは、響は愛和病院の跡あと取とりということになる。


「おい、誰が尻拭いさせられてるって？　まぁ、あんたみたいなお坊ぼっちゃん育ちには、成りあがりの俺の気持はわからない」


　食事を終えた冴木が、つまようじをくわえながら初めて声を発した。


「もう無む駄だ話ばなしはいいから、早く食べろよな」


「はいはい。ごめんな、砂川くん。今日観みた映画が気に入らなかったみたいで、コイツはいつにも増して機き嫌げんが悪いんだ」


　そう言うと、響は食べかけのうな丼を急いで胃に流し込んだ。


　どこまでも無愛想な冴木は、それを確かく認にんすると伝票を持って立ちあがる。


「喰くったんなら行くぞ。早くしろ」


「なんだよ！　偉えらそうな奴だなッ。仮にも俺は先せん輩ぱいなんだぞ」


　背中を向けて歩きながら、さらに冴木の低い声が聞こえる。


「見た目は中学生のくせに」


「聞こえてるッ」


　なにやら怪かい奇きな関係の先輩後輩。


「なぁ砂川くん、冴木は誰にでも愛想の悪い奴だけど、君には特別よそよそしい気がする」


「え？　そうでしょうか？」


「だって、一度も君を見ようとしないし……なにか悪いことでも隠かくしてないといいけどな。もしかして、五十嵐が怪け我がをした救急外来の日に、なにかあった？」


　小声で探さぐりを入れられてドキッとしたが、砂川はなんとか平静を保ちながら否定した。


「……いいえ。なにも」


「そう。だったらいいけど。急に変なこと訊いてごめん。じゃあ俺たちはこれで失礼するよ」


　響は再び爽さわやかな笑え顔がおに戻もどる。


「あぁ、そうそう。五十嵐のことだけどさ、砂川くんに再会してからこっち、院内でもずいぶん性格が明るくなったって看護師たちが噂うわさしてるよ。前からちょっとわかりづらい奴だったから、俺は内心ほっとしてるんだ。それが君のお陰かげだとしたら感謝してる」


「おい、早くしろって」


　勘かん定じようをすませた冴木が、戸口から大声で呼んでいた。


「うるさいなぁ。じゃあ砂川くん、またね」


　二人が店から出ていったあと、一人で食事を済ませた砂川は、帰宅するとすぐ机に向かった。


　今日、手に入れた法律関係の古書を読まなければならないからだ。


　でもこの頃ごろ、本当に集中力が鈍にぶっている。


　さっきの定食屋で「君たちが羨ましい」と響に言われたことが、やけに耳に残っていた。


　あの頃は、毎日練習も厳しかったけれど、それでも楽しかった。


　学校とサッカーと友達。


　砂川と五十嵐は、本当にいいチームメイトだった。


　彼らが高校三年生の時、順当に県大会予選を勝ち抜いていくサッカー部には、その高校初のインターハイ出場の夢がかかっていた。


　そして激戦を制し、念願のインハイ出場切きつ符ぷを手にした矢先、砂川は一緒に頑がん張ばってきたチームメイトをあっさり裏切った。


　彼は、いきなり部活を辞やめると言いだしたのだ。


　受験勉強に専念するためという理由をチームメイトや五十嵐にも話したが、何度も引き留められた。


　それでも砂川は、どうしても首を縦に振ふらなかった。


　当然、部活の仲間だけでなく、クラスメイトからもその身勝手を責められたが、砂川は自分の意志を曲げることはなかった。


　そしてユニフォームなどロッカーの荷物を引きあげに行った最後の夜、思いだしたくもない事件が起こった。


　誰だれもが帰宅したサッカー部のロッカーで、親友だと信じていた五十嵐に強ごう姦かんされたのだ。


　それは容よう赦しやのない、力ずくの暴行だった。


　嵐あらしのような陵りよう辱じよくが終わったあと、ぼろぼろになった砂川は、県大会でインターハイ出場を勝ち取った時、個人個人に授じゆ与よされた大切なメダルを五十嵐に奪うばい取られてしまった。


　これは、お前が持つ資格はないと、そう罵ののしられた。


　メダルをもらった時、これからの練習の励みにしようと、みんなでロッカーに入れていた大切なものだったが…。


　砂川にとって、それは大げさでなく、部活をしていた唯ゆい一いつの証あかしだった。


「返してくれッ。それは俺の！」


　大事なメダルだけでなく身体からだも奪われ、砂川は癒いやすことのできない傷を、胸の奥に負ってしまったのだ。


　深く傷ついた砂川だったが、それからは無心に受験勉強に専念した。


　他人との接せつ触しよくをあえて避さけるようにして、毎日学校に通った。


　結局、友達との関係を修復することもないまま卒業し、逃にげるように転居して…。


　誰もが砂川を裏切り者として批判したが、でも、実は砂川がサッカーを辞めた本当の理由は別のところにあったのだ。


　最愛の夫を病気で亡くしてから鬱うつを患わずらっていた母が、砂川が県大会で勝利を勝ち取った矢先、今度はアルツハイマー病という痴ち呆ほう症しよう状じようを発症してしまったのだ。


　女手一つで自分を育ててくれた大事な母の看病に専念するため、砂川は部活を辞めざるを得なかった。


　でも真実を友達に話すのは、あまりにも母が不ふ憫びんで…。


　結局本当のことを誰にも明かせないまま、砂川は受験勉強を理由にして部活を辞めたのだ。





　起案書の提出が終わったその日、砂川はさっそく五十嵐に呼びだされた。


　今日は、最初の頃のように、いきなりホテルの部屋に来るように伝えられていた。


　この前あんな別れ方をして以来だったので、さぞかし乱暴に扱あつかわれるだろうと覚かく悟ごして砂川はホテルを訪おとずれた。


　指定された部屋のチャイムを押すと、すぐに中から扉とびらが開けられた。


「遅おそくなってごめん。少し調べものをしていて…でも、これでも急いで来たんだ」


　案の定、機嫌の悪そうな相手の表情を見て、砂川はさっそく言い訳をしておく。


　これ以上、ひどい言葉で傷つけられるのには、もう耐たえられない気がしていたからだ。


「で、起案書はできたのか？」


「え？」


　いきなりそう訊きかれたが、相手が自分の仕事に興味を示すなんて初めてのことで砂川は驚おどろく。


「あ？　あぁ…うん。まだ、今日提出したばかりだからわからないけど。でも、探していた資料が見つからなくて、少し心残りな箇か所しよがあるんだ」


　そう言うと、五十嵐はおもむろにテーブルのところに行き、そこに置かれたバッグの中から分厚く年季の入った本を抜いて砂川の前に差しだした。


「もう少し早かった方がよかったみたいだな。でも、受けとったのが今日だったんだ」


「え……？　あ！」


　それは砂川が数日間、ずっと探していた例のドイツ関係の犯罪実録の古書だった。


「これっ。五十嵐…どうして？」


「半年前に俺が執しつ刀とうした患かん者じやで、現在、医い療りよう裁判を専門にしている弁護士の先生がいる。彼にその話をしたら、貸してくれると言ってくれたんだ」


「ほ、本当にっ？」


　これで、心残りだった薬物中毒の事例の詳しよう細さいを調べることができる。


「よかった。すごく助かるよ！　でも、どうして俺がこの本を探しているってこと…」


　訊きかけて、ハッとした。


「わかった。響さん？」


「その通りだ。お前が神保町の古書店を探し回っていたってことを話してくれたよ」


「そうだったんだ？　でも本当に嬉うれしいよ。手を尽つくして探していたんだ」


　砂川は素す直なおに彼の好意に感謝を示したが、なぜか五十嵐は急に怖こわい顔で目をそらせる。


「なに？　どうしたんだ？　五十嵐」


「いや……なんでもない。ちょっと疲つかれているだけだ」


　そう言えば、今日の彼はなんだか顔色がよくなかった。


「だめじゃないか。医者のくせに健康管理ができてないなんて。風邪かぜでもひいた？　熱は？」


　砂川はまるで母親のような自然な手つきで、五十嵐の額に手を触ふれさせたがよくわからなくて、今度は男の頰ほおを両手に挟はさんでうつむかせ、背せ伸のびをしておでこ同士をくっつけた。


「よかった。熱はないみたいだな」


　ほっとして相手の顔を見あげた瞬しゆん間かん、心臓が鳴った。


「え？　あ……っと、ごめん。俺、なんか無意識にこんな」


　とっさの大だい胆たんな行動をすぐに詫わびたが、五十嵐はこれ以上ないくらい苦しい顔をしている。


「どうしたんだ？　なぁ、どっか痛いのか？　五十嵐？……ぁッ」


　次の瞬間、砂川は恐おそろしいほど強い力で抱だきしめられていた。


「ぇっ……ちょ、なに？　五十嵐？　ッ……苦しっ」


　その抱ほう擁ようからわかったが、肌はだを伝わってくる温度がいつもの強ごう引いんなそれとは明らかに違ちがう。


「砂川ッ……砂川！」


　名前を呼ぶ嗄かれた声がやけに必死で、なぜか砂川まで不安になった。


　なにが彼に、こんな追いつめられたような苦しい声を出させているのだろう？


　触れ合った相手の身体から流れ込んでくる、狂くるおしくて切ない感情。


「五十嵐？　あのっ……どうしたんだよ？」


　訊いても答える声はなく、それでも抱きしめる腕うでは少しも弛ゆるまない。


「砂川……砂川。頼たのむから、俺に優やさしくするな」


「え？　……どうして？」


「俺は、お前に優しくしてもらう価値のない最低の人間だからだ」


　これまでの仕打ちを考えれば確かにそうかもしれないが、どうしてそんなことを急に言うのだろう？


　今日の五十嵐は絶対におかしい。


「五十嵐に価値があるかないかを決めるのは、お前自身じゃなくて周りにいる人間だろ？」


「………砂川」


　わけがわからないまま、砂川はしばらくホテルの部屋で抱きしめられていた。


　どのくらい時間が経たっただろう。五十嵐が、そっと砂川を腕から解放した。


「今日はいい」


「え？」


　相手の言葉の意味が、すぐにわからなかった。


「あぁ。なに？　先にシャワーを使うかどうかってこと？」


　とんちんかんな質問だったのか、ようやく五十嵐が少し笑った。


「違うよ。今日は、もう帰っていい」


「……？」


　そう聞いた時、砂川はなぜか一瞬にして寒気を感じた。


「……それって、今夜は…セックスしなくていいってことか？」


　五十嵐は目を合わせずにうなずいたが、一体どういうことなのかわからない。


　もしかして、彼に愛あい想そを尽かされたということだろうか？


「どうして…？」


　自分は五十嵐に身体を売っている。


　と言うことは、つまり五十嵐にとって、もう自分の身体には金を払はらうだけの値打ちもないと判断されたということなのだろう。


「わかったら早く帰れ」


　苛いら立だちを含ふくんだ声がそう命じるが、今日の五十嵐は、どこか様子がおかしい。


　まるで、砂川が彼に初めて強ごう姦かんされた夜のように余よ裕ゆうがなくて…。


「どうしてだよ？　俺、この身体くらいしか、金を払えるあてがないんだ」


　情けないが、おそらくあと百万近く残っている補ほ償しよう金きんを返すには他ほかに方法がない。


「いいから今日はもう帰れッ」


　それなのに、五十嵐は激しい声で帰れとだけを繰くり返した。


　もう、わけがわからない。


「わかったよ。なら…帰るよ」


　腑ふに落ちない思いを抱かかえたまま、砂川は哀かなしい表情で男から離はなれる。


　そのままドアのところまで来ると、背中を向けたままで言った。


「じゃあ、さよなら」


　なにげなく告げた別れの挨あい拶さつだったが、その瞬間に五十嵐の悲痛な声が届く。


「待てッ！　砂川、帰るなッ」


　今度は帰るなと言われて、もうなにがなんだかわからない。


　それでもドアを出ていく気にはなれなくて、男が背後まで近づいてくるのを待った。


「来週のお前の誕生日に……どうしても、会って話したいことがある」


　そう言われて、


「俺の……誕生日？」


　彼の方に身体からだを向けようとしたとたん、両りよう肩かたをうしろから摑つかまれた。


　気のせいかもしれないが、五十嵐の指先が細かく震ふるえている。


「……あの、五十嵐？　お前、やっぱり今夜は少しっ…」


「振ふり向くな！　そのままでいいから聞いてくれ」


　相手の心が乱れている分、自分は冷静になろうと砂川は考えた。


「なんだよ。俺の誕生日なんて、まだ覚えてたのか？　意外だな」


「昔は毎年、お互たがいの誕生日を一いつ緒しよに祝ったろ？」


「あぁ、そうだったな。あの頃ころは毎日とても楽しかった」


　思わずそう言ってしまった。


「砂川、覚えているか？　小学三年になって、初めてジュニアサッカークラブに入った頃。俺はクラスで一番背が低かった」


　中学に入ってからは噓うそみたいに背が伸のびた五十嵐だったが、小学校の間は背の順でいつも一番前だった。


「覚えてるよ。補欠だったけど一番頑がん張ばってた。いつも一人で練習してたし」


「その練習につき合ってくれたのは、砂川だけだったけどな」


「え？　そうだっけ？　でも、五十嵐はすごく根こん性じようがあったよ」


「……俺は人づき合いが苦手だったから、みんなに避さけられていた。だが、お前だけは普ふ通つうに俺に話しかけてくれた」


　確かに五十嵐は子供の頃から無口で表情の少ない子供だった。


　でもそれは決して嫌きらわれていたわけじゃなく、ようするに遠巻きにされていただけだ。


「俺が友達から初めて誕生日のプレゼントをもらったのは、砂川からだったんだ」


　それはまったく記き憶おくにないが…ちょっと気になる。


「ほんとか？　俺……なにをあげたっけ？」


「忘れたのか？　お前が幼よう稚ち園えんの時に母親からもらって、ずっと使ってたサッカーボールだ」


「え！」


　今聞くとかなり恥はずかしくて顔が赤くなるが、ちょうど背中を向けていて幸いだった。


「俺、マジでそんなものあげたのか？　ぜんぜんダサイよなぁ」


　思わず苦く笑しようも漏もれる。


「今も持ってるんだ」


「え？　へぇ……そ、そうなんだ？」


　なんとなく気恥ずかしいような気持と一緒に、切ないものまでこみ上げてくる。


　どこかに置いてきた温かい想おもいを、なんとかして取り戻もどしたいと思っているのは自分だけだろうか？


　ふと両肩を摑んでいた手が離れたが、砂川は振り向かなかった。


　なんだかとても切なくて、勝手に涙なみだが滲にじんでくる。


「五十嵐。じゃあ、俺…帰るな」


　それだけをなんとか声にすると、砂川はノブを回して部屋を出た。


　黙もく々もくとエレベーターホールに向かって歩きながら、もう涙を堪こらえることはできなくて…。


　恥ずかしいくらいぼろぼろ泣きながら、一人で四角い箱の中に入る。


「期間限定なんだ」


　補償金の支払いが済めば、こんな身体だけの関係も終わる。


　そうすれば、もう彼に会えなくなる。


　でも、なぜか今日の彼は、自分を抱だかなかった。


　もう嫌われてしまったんだろうか？


　男に抱かれなくていいなら本当は嬉うれしいはずなのに、砂川の胸の中には紛まぎれもない寂せき寥りよう感がこみあげてくる。


　寂さびしい…哀しい。感情が渦うずを巻いて、そんなことを考える自分自身にも驚おどろいてしまった。


　そして、ようやく砂川は確信した。


　……自分は、五十嵐を好きになっていると。


　だからこんなにも切ない。


　だとしたら、一体いつ彼を好きになったのか？


　一いつ瞬しゆん、高校時代に五十嵐に強姦された時の映像が頭をよぎったが…。


「まさか……そんなはず…」


　逃にげるように東京に転居してからも、ずっと胸の奥にくすぶっていた想い。


　忘れようと努め、忘れたのだと言い聞かせていたが、でも、ずっと淀よどんでいた痛み。


　これから自分はどうすればいい？


　途と方ほうに暮れる砂川の前には、正しい答えなんか一筋も見えなかった。





　五十嵐が借りてくれた古書には、砂川が欲しがっていた薬物での人体実験記録の詳しよう細さいが、克こく明めいに記録してあった。


　精神面で思い悩なやむことはあったが、それでも砂川は私情と仕事を懸けん命めいに区別するよう努め、起案書にその部分を書き足してようやく再提出することができた。


　その三日後、上司である先せん輩ぱい検察官に呼びだされ、起案書の再々提出を命じられたが、彼はその時、こんな忠告をしてくれた。


「砂川くん、君の起案書は実にいい出来だったよ。でも人間には動物にはない感情というものがある。もちろん検察官たる者は感情的になってはいけないが、熱意を持って感情を伝えることが訴うつたえる力になることもあるんだ。起案書は機械的に仕上げるだけがすべてではないよ」


　それは自分が書いた起案書に対する評価だったが、砂川はその時、まるで人間としての先輩から、自分の生き方そのものについての指南を受けている気がした。


　五十嵐とホテルで最後に別れてから、ただ胸を痛めて哀しんでばかりいたが、上司である検察官の言葉を聞いて、ようやく自分の本心と向き合う決心をすることができたのだ。


　本当は、ずっと彼を大事に想ってきたこと。


　だから裏切った時は苦しくて、許されないことをして傷つけたと深く悩んでいたからこそ、会う勇気もなかった。


　でも、本当は彼に謝りたかったのだ。


　自分はそう願っていたことに気づいた。


　砂川はようやく素す直なおな自分と向き合い、五十嵐に対する感情を認めることで、己おのれを取り戻していた。


　そして、彼への正直な想いのすべてを、十日後の誕生日に本人に会って全部話そうと決めた。


　ようやく自分の中で正しい判断を下すことができたあと、砂川は寝ねる間も惜おしんで再々提出を命じられた起案書に取り組んだ。


　無む我が夢中だった。


　そしてようやく、自分でも納なつ得とくのいくものが仕上がったのだ。


　今度は上司にも、尊敬する公判担当検事にも絶賛される起案書になった。


　その結果、砂川の希望通り公判に立ち会う許可が下りたと、今日、公判部から嬉しい知らせが届いた。


　ようやく検察官としての第一歩を自分の足で踏ふみだせた気がして、砂川は言葉では言い表せないくらいの充じゆう実じつ感を味わっていた。





　そんなことがあって、めずらしく定時に仕事が終わった。


　今日は砂川の誕生日で、久しぶりに五十嵐と会う約束をしている。


　あの日、最後にホテルで会った時、なにか大事な話があると言っていた彼だったが、砂川はもう、なにを言われても素直な気持だけは相手に伝えようと決めている。


　二度と後こう悔かいしないためにも、これまで逃げまわってきた狡ずるい自分に決別を図る。


　だから、どんなことがあっても彼に本当のことを伝えたい。


　そして、聞いて欲しい言葉があった。


「どうしよう。いきなり病院まで来てしまって、五十嵐は迷めい惑わくするだろうな。でも…」


　待ち合わせの時間まで四時間もあったので、なんとなく待ちきれずにタクシーに乗り、五十嵐が勤務している愛和病院まで来てしまった。


　従業員専用出口のところで待っていようかとも思ったが、時間もずいぶん早いので、なんとなく患かん者じやが出入りするエントランスから普通に入ってみる。


　これまで五十嵐のことをあまり知りたいと思わなかったが、それは自分を騙だましていたからだ。


　彼が勤務している病院がどんなところなのか、今はちゃんと見てみたいと思った。


　ここには数ヶ月前、母が入院していたが、病室の中くらいしか記憶にない。


「別に入院している患者の家族もいるんだし、少しくらい歩き回ってもいいよな？」


　自分にそう言い訳し、院内の案内図を見て、外科の入っている棟むね続つづきの第二病びよう棟とうに移動する。


　エレベーターに乗って三階で降り、ゆっくりと廊ろう下かを進んだ。


「へぇ。別病棟も一つじゃなくて何棟もあって、結構大きな病院なんだ」


　外科の病棟には手術室がいくつもあり、入院している患者もほとんどが術後治ち療りようのようだ。


　廊下で点てん滴てき袋ぶくろを持った看護師と医師にすれ違ちがって、思わずドキッとしてしまう。


　こんなところを歩いていて、もし五十嵐本人に見つかったらどうしよう。


　急にそう思いたって引き返そうとした時、廊下の突つき当たりにある手術室に、何人もの白衣を着た医師が入っていくのが見えた。


「なにか大きなオペでもあるのかな？　それにしても、オペなら白衣は着ないよな」


　その中に、ふと知っている顔を見つける。


「あれ？　砂川くん？　砂川くんじゃないか？　どうしたの」


　自分が気づいたと同時に、相手も自分に気がついたようで、白衣を着た彼は相変わらず愛あい想そのいい笑え顔がおで近づいてくる。


「なに？　君も公開オペを見学にきたの？　でも、一いつ般ぱんの人は入れないんだけどなぁ」


「え？　なんです？」


「いや。今から五十嵐ドクターの公開オペがあるんだけど、砂川くんはそれを見学に来たんだろ？」


「は？」


　彼の言っている意味がわからなくて聞き返す。


「あの、五十嵐ドクターの……なんですって？」


「公開オペだよ。彼は優ゆう秀しゆうな心臓外科医だからね、時々、医局の医師や研修医のために、公開オペをしているんだよ」


　話はわかったが、やっぱり意味がわからない。


「あの。オペって、手術のことですよね？　誰だれがやるんです？」


「え？　なに言ってるんだ。執しつ刀とう医いは五十嵐に決まってるだろう。今日のオペは国内でも執刀できる医師が少ないと言われている特異な心臓バイパス手術なんだ。だから、他の病院からも若手医師や研修医が集まっているんだよ」


　オペを五十嵐がすると知らされたが、にわかには信じられない思いだった。


「君も五十嵐に聞いて見学に来たんだろ？　でも、そんなスーツ姿じゃまずいから、ちょっと待ってて」


「あ、あのっ」


　五十嵐が執刀するということは、手首の怪け我がは完治したということだ。


　医局に戻もどった響はしばらくして戻ってくると、なにかを差しだした。


「お待たせ。はい、これが白衣ね。それから、これを胸につけて」


　それは、研修医と書かれた名札だった。


　おまけに、知らない名前まで書いてある。


「……これは？」


「去年、俺が見ていた研修医なんだ。たまたま机の引き出しに名札が残っていたから使っちゃえばいいよ。ほら、オペが始まる」


「あの、響さん。ちょっと訊きいてもいいですか？」


「うん、なに？」


「五十嵐は、その……いつから執刀できるようになったんです？」


「は？」


「俺と接せつ触しよく事故を起こした時、手首の骨にひびが入ってしまって、しばらく執刀できなかったはずですが？」


　いつも温厚な笑みを絶やさない響の表情が、見る見る変わっていく。


「あの……どうかしましたか？」


「え……あぁ、いや。そうだな、えっと…そう。まだ、執刀に復帰して一週間くらいかな」


　そう聞いて砂川はほっとした。


「あぁ…ほら、早く行かないとオペが始まるよ」


「はい。えっと、手術は長くなりますか？」


「いや。五十嵐だったら、三時間もあれば終わるはずだと思うよ。ほらほら、これを着て」


　響は砂川に白衣を着せて胸に名札をつけてやると、手術室のすぐ隣となりにある扉とびらの中に砂川を押し込んだ。


「あのっ、響さんも見学されるんじゃなかったんですか？」


「うん。そのつもりで時間を空けてあったんだけど、ちょっとレントゲン室に急用ができたんで、これで失礼するよ。じゃ」


　そう言うと、響は廊下を急いでいった。





　貸してもらった白衣を着た砂川が入った部屋は、ちょうど会社の小会議室ほどの広さだった。


　正面の壁かべには巨きよ大だいなガラスがはめ込んであり、階段状になった床ゆかはうしろにいくほど高くなっている。


　わかりやすく言うなら、まるで小さな映画館のようだ。


　ガラスの向こうを見ると、少し下がった位置にオペ室があり、ちょうど患者が運ばれてくるのが見えた。


　席はほとんど満席だったが、砂川は最前列に一つだけ空席を見つけると、そこに座った。


　やがて手術用の水色の着衣に大きなマスクをつけた医師が数名入ってきてオペの準備を始め、それが終わる頃ころに、ようやく執刀医が入室してくる。


　それは五十嵐だった。


　端たん整せいな顔は大きなマスクに隠かくれているが、鋭するどい眼めだけですぐに彼だとわかる。


　でも、今、ガラスの向こうにいる五十嵐は、砂川がいつも見知っているような、傲ごう慢まんで不ふ遜そんな態度の男ではなかった。


　助手を担当する医師たちへ手術の手順を説明している声が、室内にあるスピーカーを通して、この部屋にも流れてくる。


　そしてガラスの埋うめられた前方の壁へき上じように設置された大型液えき晶しよう画面が、メスを握にぎる五十嵐の手元をアップにして映しだしていた。


　それはとても鮮せん明めいな映像だった。


　免めん疫えきのない砂川は、メスが人の肌はだを切る瞬しゆん間かん、思わず目を閉じてしまいそうになる。


　それでも、五十嵐の指先が繊せん細さいに動くその一部始終を見ていたいという欲望の方が強かった。


　心臓を停止させ、その間に血管を見えないくらいの細い針と糸で繫つないでいく。


　画面を見ている周囲の医師や研修医たちが、その神がかりな正確さと速さに圧あつ倒とうされている様子が、ため息や密ひそやかに囁ささやかれる声でわかった。


「すごい……」


　思わずそんな感かん嘆たんが漏もれる。こんな彼は知らなかった。


　自分の前ではいつだって横暴で傲慢な男が、今は人の命を救うために闘たたかっている。


　そんな彼の姿を前にして、砂川は想像を越こえるほどの感動を覚えていた。


　だがその反面、周囲の医師に指示をだす五十嵐の冷静な声が響くたび、なぜか倒とう錯さく的な気持になった。


　それは、マイク越しの彼の声が、セックスの時の声に、どこか似ていたからかもしれない。


　本当に五十嵐のオペは完かん璧ぺきだった。


　難しいとされる手術は予定より早く、わずか二時間四十五分で終しゆう了りようした。





　公開オペが終わると、砂川は借りていた白衣と研修医の名札を返すため小児しように科かの医局に向かった。


「響先生なら、外来事務室かレントゲン室に行かれると聞いていますが？」


　砂川の胸につけられた研修医の名札を見て、看護師は親切に響の居所を教えてくれた。


　だが、外来事務室もレントゲン室も場所がわからなくて、案内板を見ながら院内を移動する。


　廊ろう下かをきょろきょろしながら歩いている時、ちょうど響が誰かの腕うでを摑つかんで階段をあがっていくのが見えた。


　彼の手には、なにかレントゲン写真のようなものが持たれている。


「あれ、響先生だよな。それと……もう一人は、冴木先生だ。一体どうしたんだろう？」


　二人はそのまま屋上まであがっていったが、砂川はなぜか妙みような胸むな騒さわぎを覚えてしまい、そのままあとをつけて階段をのぼった。


「どうしよう。でも…白衣と名札を返さないと、そろそろ五十嵐との待ち合わせの時間になるし」


　砂川は屋上の扉の内側まで来てどうしようかと迷っていたが、そこにいきなり響の厳しい声が聞こえてきて、扉を数センチだけ開けて屋上を盗ぬすみ見る。


　そこには、冴木と対たい峙じして怒おこっている響の姿があった。


『お前の机の中にあった、このカルテとレントゲン写真の説明をしてもらおうか？』


　冴木は相変わらず飄ひよう々ひようとしていて、ズボンのポケットから煙草たばこのケースを取りだした。


『俺の机、勝手に開けたんですか？』


『あぁ、最初は事務室のカルテを探したけどなかった。レントゲン室にも写真がなかったし…それでお前に訊こうと思って脳外科の医局に行ったんだ。だけど、お前はいなかっただろう？　だから悪いと思ったけど机の中を調べさせてもらった』


　砂川にオペを見学させている間、響はずっと五十嵐のカルテを探していたのだ。


　基本的に温厚な性格の響だったが、実は怒るとかなり人格が変わる。


　いらいらと眉み間けんに皺しわを寄せた響は、素知らぬ顔で紫し煙えんを吹ふかす男を攻こう撃げき的な目で睨にらむ。


『まだ、そんな有害なものを吸ってるのか？　肺はい癌がんで死にたいのかよ！』


　そう言うと、響は有う無むを言わさず箱ごと取りあげた。


『なぁ冴木、このカルテには右手首の橈とう骨こつ遠位端たん骨折と書かれているよな？　で、このレントゲン写真のどこがそうなんだ？　ちゃんと説明しろよ！』


『……説明できない』


　冴木が短く答える。


『じゃあお前、このレントゲン写真を今見て、患かん者じやの骨の状態を言ってみろよ』


『まったく正常だ』


　悪びれた様子もなく、冴木は正常だと言いきった。


　その声は、もちろん立ち聞きをしている砂川にも聞こえている。


「え？　なに？　今、冴木先生は、なんて言った？　そんな、噓うそだろう？」


　信じられない事態に愕がく然ぜんとする。


『どうして砂川くんに骨折だなんて言ったんだ！』


『五十嵐に頼たのまれたからだ。カルテには橈骨遠位端骨折だって書くようにな』


　相手の答えを聞いて、響は大げさなため息をついた。


『いいか！　お前と五十嵐がやっていることは、立派な犯罪行こう為いなんだぞ。わかってるか？』


『別に、ばれなければいい』


　響は冴木の胸をドンと突ついた。


『この馬ば鹿かッ！　で？　五十嵐とはどんな取引をしたんだ？　お前が無む償しようで共犯者を買って出るなんて考えられないからな』


『そんなの決まってる。金だよ。俺は金さえ手に入れば、他ほかはどうでもいい』


　どうやら冴木は、五十嵐に金で買収されていたらしい。


『ンの野や郎ろうッ！　でも、どうしてだよッ？　なんで五十嵐は、そんな噓をついてまで彼を陥おとしいれる必要があったんだ？』


『そんなこと俺は知らない。あぁ、でも…そう言えば、あいつが言ってたな。あの砂川って奴やつのことが憎にくくてたまらないから復ふく讐しゆうしてやるんだって』


　決定的な言葉が、ドアの向こうにいる砂川の心臓を一いち撃げきで撃うち抜ぬいた。


『まったく。あいつも、ほんとわかりにくい奴だよッ』


　響はひどく激げつ昂こうして冴木に説教を始めたが、砂川はそれ以上、そこにいることができなかった。


　足元がぐらぐらして、気分が悪い。


「もう…なにも聞きたくない！」


　砂川は二人を覗のぞいていた屋上のドアを勢いよく閉めると、身を翻ひるがえして一気に階段を降りる。


『誰だれだッ？　そこに誰かいるのかっ？』


　屋上から響の声が聞こえたが、砂川はそのまま逃にげるように駆かけ降りていった。


　もう、なにがなんだかわからない。


　自分は騙だまされていた。


　彼はずっと、自分のことを憎み続けていたのだ。


　こんな卑ひ劣れつな手を使って復讐までするくらいに…。


　頭が混乱して、時間をかけなければ理解もできないほどだった。


　病院のエントランスが見えると、砂川は名札の付いた白衣を脱ぬいで、それを外来受付の女性に渡わたした。


「響先生に、お返し下さい」


　それだけ告げて、そのまま足早に出口の自動ドアに向かっていると、ふと呼び止められる。


「砂川？　砂川じゃないか？」


　声の主を振ふり返るまでもなく誰だかわかって、砂川はそのまま逃げだしたい気持でいっぱいになったが、足が急に止まってしまう。


　まるで床ゆかに貼はりついたみたいだった。


「どうした？　俺を迎むかえに来てくれたのか？」


　鼓こ膜まくを蕩とろかすような聞き慣れた甘い響き。


　いつもセックスの時、意地悪な言葉を囁く声だ。


　さっきの公開オペの時、スピーカーを通して聞いた彼の声に、無意識に感じてしまったほど魅み力りよく的な声こわ音ね。


「………そうだよ。俺は……五十嵐を、迎えに来たんだ」


　たしかにそうだ。そのはずだった。


「なんだ？　今日はやけに素す直なおだな」


　砂川がようやく相手を振り返る。


　背が高くて体格のいい五十嵐には、やはり白衣がよく似合っていた。


　先刻のオペの時の厳しい表情とは、まったく別人のような穏おだやかな笑え顔がおを見せる彼。


「砂川？　どうしたんだ？　そんな怖こわい顔をして」


　彼のすべてを信じることができれば、どれだけよかったか？


「俺は今日、砂川に話したいことがあると言ったよな。覚えているか？　あとは医局に寄って着き替がえてくるだけなんだ。もう少しだけ待っていてくれるか？」


　そう言ったあと、綺き麗れいな指先が自分に向かって伸のびてくる。


　さっきメスを握にぎっていた、緻ち密みつな動きをする指先。


「ぁっ…」


　魔ま法ほうのように繊せん細さいな動きをするそれが肩かたに触ふれた瞬しゆん間かん、砂川は熱いものに触れたみたいに数歩後ずさる。


　そしてそのままきびすを返すと、エントランスを抜けていった。


「ぇっ？　砂川ッ！」


　夢中で走っていると、すぐに足音が追ってきて、バス通りに続く歩道のところで摑まった。


「どうしたんだッ？　どうして逃げる？」


　二人とも、息が少しあがっていた。


「………噓つき」


　もう、いろんなことが限界だった。


「なに？」


　我が慢まんできない。


「さっき……お前の公開オペを見たよ」


　はっきりと口にした瞬間、五十嵐の顔から見る見る血の気が引いていく。


「医学的なことはわからないけれど、素人しろうとの俺が見ても見事なオペだった」


「どうして……お前が？」


　五十嵐は明らかに動どう揺ようしていた。


「地検の仕事が定時で終わって、今日はなんとなく早く会いたかったから……それで、五十嵐が勤務している病院を見たくて院内をうろうろしていたんだ。そうしたら響さんに偶ぐう然ぜん会って、白衣と研修医の名札を貸してくれた。ちょうど公開オペがあるからって」


「ぁ、あぁ……砂川。実は、俺は…」


　言いよどむ五十嵐の輪りん郭かくが、徐じよ々じよに揺ゆれていく。


「最初から、俺を…騙していたんだよな。ずっと、あの時の復讐をしたくて」


　頰ほおに温かいものが流れた。


「砂川ッ。それは違ちがう！」


「楽しかったか？」


「えっ？」


「俺を騙すの。楽しかっただろ？　俺は単純で世間知らずだから、簡単に騙される。こんな俺が検事になりたいなんて笑えるよな？」


　泣き笑いみたいな顔で、砂川は言葉を吐はきだしていた。


「もう…会わない。二度と会わないッ」


　涙なみだは止まらない。


「こんなことになるなら、五十嵐と再会なんてしなかったらよかった」


　涙で滲にじむ視界の中で、自分が睨にらみつけている男の表情が、困こん惑わくから徐々に冷たいものに変化していった。


「………そうか、わかったよ」


　ややあってから届いたのは、とても短い答えだった。


「……え？」


「わかった。なにもかも、お前の望み通りにする。俺はもう、二度とお前には会わないと約束するよ。だから安心してくれ」


　これまでの執しつ拗ような執しゆう着ちやくを覚えている砂川にとって、信じられないほどのあっけなさ。


　予想もしない相手の反応に、戸と惑まどいを隠かくしきれない。


「い、五十嵐……」


「すべては最初から決めていたことだ。これは、俺にとって賭かけだった。お前にばれてしまったその時は、潔いさぎよくあきらめる。それが俺の中のルールだったんだ。だから……謝るよ。これまでのことは本当にすべて俺が悪かった。許してくれ」


　五十嵐は冷然とした表情を崩くずすことなく、申し訳程度に頭を下げる。


「じゃあ、お前も元気でな」


　そう言って向けられる背中を、砂川は信じられない思いで見つめた。


　噓うそだろう？


　いくらなんでも、こんなのは呆あつ気けなさすぎる。


　これが現実だなんて、とても思えないほど簡単な幕切れで…。


　やがて病院のエントランスに白衣姿の彼が消えていくと、砂川は歩道にたった一人で取り残されていた。


「な…んだよッ。本当に、これで終わりかよっ？」


　いくらなんでも身勝手すぎる。


　怒いかりが渦うず巻まいて爆ばく発はつしそうだった。


　これではまるで、身勝手で気まぐれな子供の意地悪と少しも変わらないじゃないか？


　その時、砂川はようやく気づいた。


　こんなことになったが、自分は決して今みたいに五十嵐に謝ってもらいたかったのではない。


　せめて、少しでいいから言い訳をして欲しかったのかもしれない。


　こんな大がかりな芝しば居いをした本当の理由を教えて欲しかった。


「ちくしょうッ」


　おそらく、五分はそこでぼんやり立たずんでいただろう。


　歩道の真ん中でうつむいている砂川の腰こしに、すれ違った女性のバッグが当たった。


「あ、ごめんなさい」


　謝られて、ようやく我に返った砂川は、病院に客を送ったタクシーの空車がロータリーを回ってくるのを見つけると、急いで手をあげた。





　ボロアパートの部屋に戻もどると、少しだけ気分が落ち着いた。


　いくら狭せまくて汚きたなくても、学生時代から住み慣れた我が家だ。


　タクシーの中でも恥はずかしいくらい泣いたのに、それでも涙は止まらなくて、机に突つっ伏ぷして気がすむまで泣いた。


　どのくらい時間が経たっただろう、すでに時計は十時を少しまわっている。


　目は赤く腫はれあがっていたが、ようやく涙は止まってくれたようだ。


　そして砂川は改めて思う。本当にひどいことをされたと。


　復ふく讐しゆうだと五十嵐は言っていたそうだが、もしそれが今日までの行こう為いの真の理由だったら、彼は充じゆう分ぶんに本ほん懐かいを遂とげたことだろう。


　でも、それほどまでに憎にくまれていたなんて……知らなかった。


　高校時代に自分が彼にしてしまった裏切りが、取り返しのつかない大罪だったことを思い知る。


　それでも、いつまでも泣いているわけにはいかなかった。


　気分を切り替えるために顔を洗おうと砂川が立ちあがった時、自分がまだスーツを着たままだったことに気づく。


　上着を脱ぬごうとした時、玄げん関かんから知らない男の声が聞こえた。


『砂川さん。バイク便です』


　受け取ったのは茶色い封ふう筒とうだった。


　差出人の欄らんには、愛和総合病院心臓外科と書かれていて、砂川は机の上で急いで封を切ってみる。


　手を突っ込んで中の物を引っぱりだすと、それは見覚えのある箱だった。


「あ……これは、まさか？」


　あわててふたを開けると、中に入っていたのは、あの部室で強ごう姦かんされた夜、五十嵐に奪うばわれてしまったメダルだった。


　高校三年の時、サッカーの県大会で優勝し、部員全員に授じゆ与よされた思い出のそれ。


　懐なつかしくて指で触ふれてみると、切なさに胸がつかえてまた目頭が熱くなった。


「五十嵐の馬ば鹿か！……なんでこんな時に、こんなものを返すんだよッ」


　罵ののしりながらメダルを手に取り、掌てのひらに載のせてみる。


　こんな照明の下でも、それは昔と変わりなく眩まぶしく光っていた。


　同時に、五十嵐と一いつ緒しよに過ごした学生時代の懐かしい思い出が、昨日のことのようによみがえってくる。


　練習は厳しかったが、それでも二人はいつも高い目標を掲かかげ、チームを引っぱっていた。


　高校最後の県大会でインターハイへの切きつ符ぷを手にした時は、誰だれよりも喜び合った。


　五十嵐はいつも志気が高く、砂川の弱い部分をさり気なく支えてくれて、本当に信しん頼らいのおける友達だった。


　……彼をとても大切に思っていた。


　でも、そんな五十嵐との関係を最初に壊こわしたのは自分だ。


　手ひどいやり方で裏切ったのも自分。


「どうしてっ…」


　砂川は手の中のメダルを包むように握にぎりしめた。


　五十嵐は口数の少ない男で、子供の頃ころはいつも周りから誤解されていた。


　それでも、彼が本当は優やさしい奴やつだということを自分だけは知っている。


　誰がどんなに彼を中傷しようと、五十嵐はいい奴だ。


　友達思いで誠実で、噓がつけない。


「そう思っていたのに、全部が芝居だったなんて……どうしてッ？」


　そして……。


　その日から、砂川は携けい帯たいの電源を切った。


　五十嵐に、もう二度と会いたくないと思ったからだ。


　でも、そんな態度とは裏腹に、彼のことが頭から消える時は少しもなくて…。


　なによりも気になっているのは、あの日、五十嵐が話したいことがあると言っていた内容だった。


　一体、なんの話だったのだろう？


　今さら気になってもしょうがないが、砂川は悶もん々もんとした毎日を送り、地検でも仕事が思うように手につかなくて細かいミスを重ねた。


　あれから三日間。


　皮肉にも彼から離はなれた今の方が、以前より五十嵐のことで頭の中がいっぱいになっている。


　そしてその日も、砂川は残業を終えてからアパートに帰宅した。


　いつものように風ふ呂ろに入って食事をしたが、今日は舌の感覚が麻ま痺ひしているのか、食べ物の味がまったくわからない。


　相当疲つかれがたまっているのだということを、体調の変化で知った。


　鈍にぶい頭痛もあって、痛み止めの薬でも買いに行こうと思って着き替がえ終わった時、玄関のベルが鳴った。


「……五十嵐？」


　不意にそう思ってしまったが、だとしたらなにを話せばいいのかわからない。


　それでも二回目のベルが鳴ると、砂川はまるで背中を押されるように玄関に急いでいた。


　ドアの前で一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしていると、


『砂川くん、いるんだろう？　僕だよ、響だ。少し話があるんだけど、開けてくれないか？』


　やわらかい声が聞こえて、その瞬間、砂川は一気に気が抜ぬける。


「あぁ、なんだ」


　五十嵐に会いたくないと強がっていても、本当は会いたくてたまらない自分がいることを、もう認めざるを得なかった。


　砂川は、鍵かぎを解除してからドアを開けた。


「やぁ、こんばんは砂川くん。遅おそい時間に悪いね」


　そこに立っているのは響と、その背後には背の高い冴木の姿もあった。


「こんなこと、本当は病院の規則違い反はんなんだけど、カルテにあった君の住所を見てここに来たんだ。少し時間…いいかな？」


「ぇ……でも、あの」


　砂川はわずかに迷ったが、結局は響と冴木を部屋にあげることにした。


　なにもない居間の畳たたみの上に、急いで座ざ布ぶ団とんだけを敷しいて二人を座らせると、砂川はその前に正座した。


「砂川くん。早さつ速そくだけど、三日前に冴木から全部を聞いたんだ。君も、俺たちの話の一部を聞いていただろう？」


「……えっ？」


　どうやら立ち聞きしていたのが自分だと、すっかり気づかれていたようだ。


「屋上の階段のところに隠かくれていたね？　君が僕を捜さがしていたことを、あとで医局の奴らに聞いたから」


　もう隠し通せるとは思えなかった。


「……はい、そうです。ごめんなさい。でも、立ち聞きするつもりじゃなかったんです」


「そんなこといいよ。むしろ君は、話のすべてを知る必要がある。中ちゆう途と半はん端ぱに知っているだけじゃだめだと思って、だから僕がここに来たんだ」


　彼らの突とつ然ぜんの訪問の理由が、ようやくわかった。


「響さんは、全部を知っているんですか？」


「あぁ、知ってる。と言うか、二人を尋じん問もんしてわかったんだ。あの日、冴木を問いつめたあと、僕は帰宅しようとしていた五十嵐を捕つかまえて、冴木と一緒に尋問したんだよ。その時に聞きだしたことを今から全部話すから、最後まで聞いて欲しい。いいね？」


　なにを明かされるのか怖こわかったが、同じ騙だまされたにしても、本当のことを知らないより知っている方がましかもしれない。


　砂川が了りよう解かいのしるしにうなずくと、響はゆっくりと口を開いた。


「砂川くんと五十嵐の始まりは、五月だったんだね？　君が起こしたあの事故」


「はい」


「驚おどろくかもしれないけれど、実は…すでにその前から始まっていたんだ」


「え？」


　それは、どういう意味だろう？


「あれはね、偶ぐう発はつ的な事故じゃない。五十嵐が最初から君を陥おとしいれるために仕組んだ罠わなだったんだよ」


「そんな……まさか？」


「彼は君がどこで仕事をして、どこでバイトをしていたか、そのすべてを知っていたそうだ」


　……噓うそだ！


「そんなこと、信じられない」


「だから君が、毎週あのレストランで深夜のバイトをしていることも彼は最初から知っていた。いつも決まった時刻にバイクで帰宅する道もあらかじめ調べておいて、わざと君と接せつ触しよくするように細工したんだよ。まぁ、それにしてもよくそんなドラマみたいに上手うまくことが運んだとは思うけどね」


　それを聞いて改めて事故の時の様子を冷静に思い返してみると、あの時、暗がりから飛びだしてきた人物が、なぜかバイクに向かって突つっ込んできたような気がしていたが、響の話が本当なら、実際にそうだったのかもしれない。


「もちろん五十嵐は、その日の救急外来の夜勤が冴木だと知っていたから、あえてその日を事故を起こす日に選んだ」


「そ…んなッ」


　明かされる、あまりに無む謀ぼうな真実に砂川は愕がく然ぜんとする。


　それが本当なら、これまでの自分は五十嵐にすっかり騙され、手の中で踊おどらされていたというわけだ。


　怪け我がのことをたてに取られ、セックスまで何度も強要されて…。


　だとしたら、本当に許せない！


「屋上で聞いていたとは思うけど、五十嵐に金で買収され、偽ぎ装そう事故なんかに荷か担たんする医者なんて、どこを探してもこいつくらいのものだからね」


　響は隣となりに座っている冴木をジロリと睨にらむが、彼はあくまで飄ひよう々ひようとしている。


「そうだったんですか。でも……俺は、そこまで五十嵐に憎にくまれていたんですね」


「待って、違ちがうよ！　勘かん違ちがいしちゃいけない。五十嵐はどうしてその……君と」


　響は少し言葉を迷ってから言った。


「ごめん。君たちの現在の関係がどういうものなのか、五十嵐に全部白状させて知ってるから、そのつもりで聞いてくれる？」


「え？」


　すべてを知られていると聞いて、砂川はわずかに頰ほおを紅あかくした。


「それと高校時代に、インターハイ直前になって、君が受験勉強のためだと言って自分勝手に部活を辞やめたことも聞いた」


「そうですか……」


「僕の考え違いかもしれないけど。もしかして君にはなにか、みんなに話せない別のワケでもあったんじゃない？」


　響の鋭するどい洞どう察さつ力に砂川は驚いた。


「………はい」


「だろうと思った。実はこれも規則違反なんだけど、君のお母さんが以前、うちに肺はい炎えんで入院していた時のカルテを見せてもらったんだ。そこには以前、アルツハイマーを患わずらっていたことが追記されていて、その発はつ症しよう時期がちょうど君の高校三年の時に重なる」


「………えぇ。あの時の母は、一人にはできないほどひどい状態だったんです。俺は母子家庭だったから、俺にとって母は一番大切な人でした。だからなるべく多く側そばについているには、俺が部活を辞めるしか…」


　砂川は当時の悔くやしい気持を思いだして、苦しげに眉まゆを寄せる。


「うん。君の気持はよくわかるよ。大事な母親のことを考えれば、なかなか他人にその病名を告げにくいね」


　他人に話せなかった苦しみを誰だれかにわかってもらえることが、これほど嬉うれしいものなのだと砂川は初めて知った。


「……ありがとうございます」


「それで、本当の理由を知らない五十嵐は、高校時代の裏切りで君を憎んでいた。でもその半分で、恐おそろしいくらい君に執しゆう着ちやくしていたんだ。ねぇ砂川くん。どうしてだと思う？」


「わかりません。でも、俺はあいつに嫌きらわれているから」


「そうだと思う？　実際はね、僕はその反対だと思うよ。まぁどちらにせよ、最終的に君をこんなふうに陥れたことを彼は後こう悔かいしていた。それに、過去に君から優勝の時のメダルを奪うばったことも、とても悔くやんでいたよ」


「えッ？」


　砂川はあわてて立ちあがると、机の上に置かれた箱を持ってきて、中に入ったそれを響に示した。


「三日前、病院で五十嵐と別れた夜、アパートに愛和病院名義でバイク便が届いたんです。封ふう筒とうを開けてみたら……中にこれが」


「へぇ。これが高校の時にもらったっていう？」


「はい」


　響はとても満足げに笑ってみせる。


「ねぇ、砂川くん。たとえどんな過去があったとしても、五十嵐はもう君のことを許しているんだよ。これは、その証しよう拠こだと思わない？」


　─────五十嵐は君のことを許している。


　響は、確かにそう言った。


「え？……あの」


「彼はもう、君を許したんだよ」


「本当に？」


「でなければ君に、そんなものを返したりしないだろう？」


　そうなのだろうか？


「砂川くん、どうして五十嵐が冴木を買収してまで、あんな馬ば鹿かげた芝しば居いを打ったと思う？」


「それは、俺が……憎いから」


「違うよ。あいつは本当は君が好きなんだ。好きで好きで……きっと高校時代からね。もしかしたら、それ以前からかもしれないよ」


　まさか？　そんなこと。


「信じられません」


「でも五十嵐はあんな奴やつだから。ようするに、もう一度君と始めるきっかけが欲しかったんだろうね。それにしちゃあ確かに横暴だった。ほんと、君には深く同情するよ」


　砂川は混乱したまま、呆ぼう然ぜんと響の顔を見つめている。


「でも五十嵐は後悔していた。君を陥れたことをね。この三日間の病院での彼がどんなだったか君は知らないだろう？　まるで腑ふ抜ぬけみたいになって、まったく使い物にならないんだ。医局のみんなもとても迷めい惑わくしている」


　知らなかった。


　自分と同じように、彼も苦しんでいてくれたなんて…。


「どう、そろそろ許してあげられない？　憎しみの連れん鎖さはどこかで断ち切らないといけないと僕は思うんだけど、どうする？　実際、五十嵐は後悔の塊かたまりみたいになっているくせに、あの性格からして、自分からは動かないだろうね……まぁ、最後は君が選ぶことだけど」


　響はそう言うが、五十嵐が自分を許すと言うのなら、それはもう、自分をいらないということではないのだろうか？


　すっかり傷ついてしまった砂川には、そう思えたが。


　でも、たとえ五十嵐に憎まれていたとしても、どうしても側にいて欲しい。


　自分に執着していて欲しい。


　砂川の正直な今の気持は、それだけだった。


「どうしてそんな哀かなしい顔をしているの？」


「五十嵐はもう、俺をいらなくなったから許すんでしょう？　だって、あの時、あいつはもう二度と会わないと言った！」


　情けない声でそう訊くと、響は安あん堵どしたように笑う。


「あ～、馬鹿だなぁ君も。でも今のセリフでよくわかった。君も…彼を好きなんだね？」


「そんなッ」


「そうじゃなきゃ、今みたいな言葉は出てこないだろ？　意地を張らないで。答えはもうあるよね？」


　響の言うとおりだ。


　いくら否定しようとしても、もうわかっている。


　自分は五十嵐のことが好きなのだ。


　この数日間、悩なやんで悩んで悩み抜ぬいたから、もう認めるしかない。


　彼を好きだったから、騙だまされたと知って死にたくなるほど哀しかった。


「砂川くん、五十嵐は今日、救急外来の当直をしているよ。早く行ってやってくれないかな。ここ数日のあいつの様子じゃ、あんまり放ほうっておくと変な気を起こしかねないからね。ほんと不器用なくせに、あんな大がかりな芝居をするから」


　砂川を励はげますように、その肩かたに響の手がぽんと置かれた。


「でも、五十嵐に会いに行くか行かないかは君の自由だ。ただ、もう後悔はしないようにね」


　言葉の一つ一つが、傷口に染しみてくる。


「俺は、どうすればいいんですか？」


「君たちは幼なじみなんだろう？　だったらあいつの性格は知ってるはずだ。二人が和解するには、どうすればいいのか」


　きっと、これが最後のチャンスだろう。


　今度こそ、タイミングを逃のがさないで本当のことを話したい。


　二度と手て遅おくれにならないよう。二度と後悔しないように。


「響さん、わかりました。今度は、俺がアイツを追いかけてみます」


　ようやく砂川の表情が明るく崩くずれて、響もうなずいた。


「じゃあ、ほら冴木！　なんのためにお前をここまで引っぱってきたと思ってるんだ。最後にお前から砂川くんに言うことがあるだろ？」


　響に背中を叩たたかれて、冴木がぼそりと一言。


「噓うそをついて、すみませんでした」


　親に言われたセリフを棒読みする子供のようだったが、もういい。


　すんでしまったことは水に流そう。


　きっと、こんなことがなかったら、自分は一生、哀しい想おもいを背負ったまま生きていかなければならなかったのだから。


　きっかけをくれたのが五十嵐と冴木なのだとしたら、むしろ感謝しなければならないかもしれない。


　砂川はメダルを大事そうに箱にしまうと、立ちあがった。


「あの。俺、今から愛和病院に行ってきます」


「うん。それがいいね。でも、彼を許すか許さないかは君が決めることだよ」


「はい……いろいろ、ありがとうございました」


　会え釈しやくをして玄げん関かんで靴くつを履はく砂川は、思いだしたように振ふり返る。


「そうだ。響さん、この部屋の鍵かぎ、靴箱の上に置いておきます。すみません、急ぐんで出る時に鍵をかけてもらえますか」


「わかった。で、部屋の鍵はどうする？」


「ポストに入れておいて下さい」


「了りよう解かい。俺たちもすぐに出ていくよ」


　砂川はそのまま、夢中で階段を駆かけおりていった。


　あわただしく出ていった彼を見送ってから、ようやく響がほっと息をついた。


「あ～。ほんとに一時はどうなるかと思ったよ。あとは二人で解決できるだろう。だけどッ」


　我関せずといった顔をして座っている後こう輩はいに、響は向き直る。


「お馬鹿な五十嵐と冴木のせいで、僕はとんだキューピッド役をやらされる羽目になったよ」


「言わせてもらうが、それは俺のせいじゃない。ちくしょう五十嵐め。あいつが根こん性じようなしだから俺まで小言を言われるんだ」


「はぁ？　なに言ってるんだ！　自分のことも少しは反省しろッ」


　さっきの一発には多少お情けが入っていたが、今度のは手加減抜きにした。


「おい、本気で殴なぐったな！」


「あたり前だ！　ほら、もう帰るぞ」





　タクシーで夜の街を飛ばし、ようやく病院の前で降りた砂川は、救急外来という掲けい示じの入り口を見あげる。


　よく考えれば、すべての始まりはここからだった。


　事故を起こした砂川が、最初に五十嵐と訪おとずれたのも、この救急外来。


「でも、あの時…本当はちゃんと始まってなかったんだ」


　始まってもいないのに、このまま終わるなんて死んでも嫌いやだと砂川は思う。


　気合いを入れて歩きだした時、ふらっと立ちくらみがした。


「あれ？　おかしいな」


　頭もぼんやりと重く感じ、そう言えば先刻、頭痛薬を買いに行きそびれたことを思いだす。


「あぁ、でもここは病院なんだよな。だったら薬くらいもらえるか」


　大きな深呼吸を一つして、砂川は救急外来の入り口をくぐった。





　冬場はインフルエンザの流行などで患かん者じやも多い夜間の外来だが、夏は比ひ較かく的落ち着いている。


　受付の前に来た砂川は、最初になんと声をかけたらいいのか迷った。


　勢いでここまで来てしまったものの、五十嵐は二度と会わないと言った自分に会ってくれるだろうか？


　急に不安になってくる。


　それに今、五十嵐は救急外来の診しん察さつを担当しているわけで、そんな医師に個人的な用事で今すぐ面会したいと言うのも大人げない話だ。


　かと言って、夜勤が終わるまで待っている精神的なゆとりも今の自分にはない。


　我が慢まんできない子供みたいだとわかってはいるが、とにかく少しでも早く彼に会って話をしたかった。


「あの……すみません」


　もう、あとはなるようになれと思い切って声をかけてみる。


「はい。外来ですね？　今日はどうなさいましたか？」


　病状を尋たずねてくる受付の女性に、砂川はとっさに「頭が痛いんです」と告げていた。


　我ながら安直だと思ったが、仮病を使えば最低でも医師としての五十嵐に会うことはできるし、断られることもないだろう。


「初診ですか？」


「いいえ」


　一番情けない方法だが、これが最も確実だった。


　そのあとのことはまったく考えていないが、とにかく五十嵐に会いたい。


「では、カルテを回しますので、廊ろう下かの奥にある診察室の前で待っていて下さい」


　受付に指示をされて、砂川はそのまま移動する。


　診察室の前には他ほかに待っている患者もいなくて、ドアの前にある長なが椅い子すに座って呼ばれるのを待った。


「どうしよう」


　この白い壁かべの向こうには、医師として勤務している五十嵐がいる。


　そう意識すると、なんだか急に胸がドキドキして顔が熱くなってきた。


　ヤバイなぁと思っていると、診察室のドアが開いて看護師に呼ばれる。


「砂川さん、どうぞお入り下さい」


「あ。はい」


　中に入って、さらに白いついたての奥に入ると、白衣姿の五十嵐が看護師から患者のカルテを受け取っていた。


　医師の前に置かれた回転椅子に、砂川は腰こしかける。


「えっと、内科は初診ですね？　砂川……さん？」


　事務的に名前を呼んだあと、五十嵐が見ていたカルテから、はっと顔をあげた。


「はい。あの……整形外科には以前、お世話になりましたが」


　五十嵐は今までに一度も見たことがないくらい、驚おどろいた表情をして砂川を見ている。


「えっ……ッ」


　その上、言葉が出てこないようで、妙みような沈ちん黙もくが診察室に流れた。


　幽ゆう霊れいでも見たような顔をしている彼を見て、砂川は少しだけ緊きん張ちようがほどける。


「五十嵐先生？　あの、どうなさいました？」


　不ふ審しんに思った年ねん輩ぱいの看護師が、様子のおかしい医師に声をかけた。


「え？　ああ、いや…すみません。なんでもありません」


　内心の動どう揺ようを顔に表していたことに気づいた五十嵐は、ようやく我に返って表情を引き締しめると、急に冷たい顔になる。


「…今日は、どうなさいました？」


　事務的に訊きかれて、砂川はとっさに答えていた。


「頭が痛くて、動どう悸きもするんです」


　心臓が専門の外科医に、自分の胸を指で示して訴うつたえる。


　すると五十嵐は、今度は顔色も変えずに聴ちよう診しん器きを手にした。


「では診察しましょう。心音を聞かせてもらえますか？」


　そう言われた砂川は、シャツのボタンを外して胸を露あらわにする。


　医師に診察してもらうのだから当然のことだが、五十嵐は素す肌はだからあからさまに視線を外した。


　壁に顔を向けた五十嵐は、砂川の胸に聴診器を当てて事務的に心音を聞いているだけだったが、彼の手が自分の胸に触ふれていると思うだけで、砂川の心臓はいっそう激しく脈打った。


　無言のまま診察が続けられる中、砂川は懸けん命めいに考えていた。


　とにかく、なんとかして五十嵐と二人だけで話をしたい。


　だけど、どうやったら二人きりになれるのだろう？


　いろいろと思案し、そして思いついたことを勢いのまま口にする。


「先生、あの……レントゲンを撮とってもらえませんか？　胸が苦しいし頭も痛いんです。もしかしたら肺はい炎えんかもしれないでしょう？」


　幼よう稚ちな発想だと思ったが、そんな言葉しか思いつかなかった。


　その申し出を聞いた五十嵐は、驚いたように砂川を見ていたが…。


「ええ。確かに…肺炎の疑いがありますね。では、レントゲン室に行きましょう。えっと村むら上かみさん、このあと他に待っている外来患者は？」


　医師の問いに、看護師が答える。


「今はいらっしゃいません。今日の外来は少ないようですね」


「じゃあ、撮さつ影えいは私がしますので、次の患者さんが来たら知らせに来て下さい。砂川さん。どうぞ、こちらです」


「あ、はい」


　薄うす暗ぐらい深夜の院内の廊下を、白衣を着た長身の医師が歩いていく。


　砂川はそれに遅おくれないよう、小走りで追いかけた。


　これでようやく二人だけで話ができると思うと嬉うれしかった。


「ほら、なにしてる。早く入れよ！」


　レントゲン室のドアを開けて振ふり返ると、いきなり五十嵐はいつもの偉えらそうな男に戻もどった。


「うん」


　うしろ手にドアを閉めると、五十嵐が低い声で名前を呼ぶ。


「砂川……どうして来たんだ？」


　その声には、責める気持がありありと含ふくまれていて、彼が怒おこっているのが砂川にもわかった。


「どうしてって…」


　いきなり答えにくい質問をされて、砂川は困る。


「せっかく俺がお前を逃にがしてやったのにッ。どうしてまた会いに来たりするんだ！」


「五十嵐……」


　逃がしてやった…と、彼は言っているが。


「もう、どうなっても知らないぞ！　忘れたのか？　俺はお前を傷つけることしかできないんだ。また泣かされたいのかッ？」


　表面上は怒っているが、その半分で彼が戸と惑まどっているのが砂川にはわかってしまう。


　もう、あとには引けなかった。


「理由は一つだけなんだ。俺は五十嵐に、その……会って、ちゃんと話がしたかったから」


　今度こそ本当のことを話したい。


「砂川は俺に、もう二度と会いたくないと言ったじゃないか！　つい三日前だ」


　確かにそうだ。


「いや、あの。あれは……本気じゃなかったんだ。ごめんな」


　自分に非がある時は、素す直なおに謝るのが一番。


「全部…本当に俺が悪いんだ。とにかくごめん！」


　きちんと謝って、それから二人で素直な気持で向き合って話し合いたい。


　だが五十嵐は急にうなだれると、とても苦しげな声を発した。


「違ちがうっ。違うんだ！　お前が謝るな。違うよ。お前が悪いんじゃないだろうっ？」


「え？」


「砂川じゃない。俺だ……本当に謝らなければならないのは、俺の方なんだ！」


「……五十嵐？」


　目が合った時、五十嵐の瞳ひとみがとても切なく歪ゆがんでいることに気づいた。


「俺はまた、今度もあきらめてしまいそうだった。でも、お前は逃げずに来てくれた。そう思っていいんだな？」


　彼の言葉が、初めて胸に染しみていく。


　砂川は、ようやく五十嵐と本当に言葉が通じ合った気がした。


「うん、もう逃げない。だって、俺は知りたいんだ……五十嵐が、どうしてあんな噓うそをついたのか」


　すべてを知りたい。


「あぁ、話すよ。全部話す。もしかしたら、お前に不快な思いをさせるかもしれないが、最後まで聞いてくれるか？」


　砂川は嬉しそうにうなずいた。


「聞きたい。知りたいよ」


　本当のことが知りたい。


　それがどんな不快なことでも、真実ならば知りたかった。


「お前は気づいていなかったかもしれないが…」


　そして五十嵐は、砂川から目をそらすことなく、はっきりと口にした。


「俺は…お前のことを、ずっと好きだったんだ」


「え？……ずっとって、いつ？」


「……いつから好きなのかは、自分でもはっきりわからない。でも…おそらく、お前が初めて俺の誕生日を祝ってくれた時からだと思う」


「うん。俺も五十嵐のことが好きだったよ。だって親友だったろ？」


「そうだな。でも、お前の好きと俺の好きは同等じゃなかった。中学を卒業して高校に入って、俺は俺自身の欲望をはっきり自覚したんだ。俺はお前を、女の代わりにしたいと思った。好きなように抱だいて汚よごして、自分だけのものにしたかったんだ」


　生々しいセリフに、砂川は頰ほおを染めて目を伏ふせる。


「悪いな。こんな話を聞くのは嫌いやだろう？　でも俺だって、お前に対してそんな不ふ埒らちなことを想像している自分をずっと許せなかったんだ」


「うん」


「否定しながらも、自分ではどうしようもなかった。そんな時、インハイ前にお前が急に部活を辞やめるって言いだして……理由を訊いても受験勉強の一点張りだったよな？　みんなが不審に思っていたよ。でも、お前は本当のことをなにも言わず、あっさりと俺たちを裏切った」


　砂川は辛つらくて唇くちびるを嚙かむ。


　でも、今言わないと、永久に言えない気がした。


「五十嵐。聞いてくれるか？　あの時、俺は受験に専念したいと言って部活を辞めたけれど、本当は……違うんだ」


　今度こそ、勇気をだしたい。


「あの時、母さんが…アルツハイマー病を発はつ症しようしたんだ。症状はとても重くて、勝手に外を出歩いて帰らないこともあった。正気の時がほとんどなんだけど、突とつ発ぱつ的に症状が出て……看病できるのは俺だけだったんだ。本当は正直にみんなに話したかったけれど、母さんは自分が痴ち呆ほうだってことを知られるのを恐おそれていたから。だから、どうしても言えなかった」


　辛かった。誰だれにも話せなくて…。


　五十嵐を見あげると、痛いのを我が慢まんしているような表情で自分を見おろしている。


「……五十嵐？」


「ごめん。砂川……そうだったのか。俺は、なにも知らなくてっ。それなのに…お前を恨うらんであんなことまでしてっ」


　彼が苦しんでいるのがわかった。ようやく真実をわかってもらえたのだ。


「違うよ、五十嵐が悪いんじゃない。ちゃんと話さなかった俺が悪いよ」


「いや、それだけじゃない。俺は……砂川との関係が、もう完全に終わりだと思ったらどうしようもなくて。お前が最後に部室に荷物を取りに来た時、衝しよう動どう的に暴力で傷つけてしまった」


　あの日のことは今でも忘れられない。


　力ずくで身体からだを無理やり開かされ…怖こわくて情けなくて、これ以上の屈くつ辱じよくはないと思った。


「俺は、砂川にあんなひどいことをして離はなれてしまったのに、どうしても忘れられなかった。だからいつも、いろんな友達からお前の情報を集めていた。お前が司法修習生になったことも本当は知っていたんだ」


「……そうか。そうだったのか」


「何度も自分でおかしいと思ったんだ。だから、砂川に執しゆう着ちやくする汚きたない俺を消しよう滅めつさせるため、大学に入ってからは徹てつ底てい的に遊んだ。女も手当たり次し第だいに抱いて。でも、そうすればするほど、どんどん気持が荒すさんでいく。離れれば離れるほど、逆に気持はお前に戻っていった」


　嬉しくて涙なみだが出そうだった。


「医者になってからも気持は変わらなかった。勤務地を都内に決めたのも、少しでもお前との距きよ離りを縮めたかったからだよ。そして俺は、最後に観念したんだ。やっぱり誰もお前の代わりにはなれないと。でも、どうやってもう一度始めればいいのかが、わからなかった」


　不器用な五十嵐の、真しん摯しな言葉が胸に染みる。


「それで、お前はあんな偽装事故を計画したんだ？」


「砂川……本当に、悪かった」


　彼が学生時代から、そんな想おもいを抱いだいて苦しんでいたなんて少しも知らなかった。


　考えもしなかった。


「俺が精神的に、ぎりぎりまで追い込まれていた時だった。偶ぐう然ぜんにも、うちの病院内で砂川の姿を見かけたんだ。本当にびっくりした」


「あぁ、母さんが肺はい炎えんで入院していた時のことだよな？　俺、本当に少しも五十嵐に気づかなかったみたいで…ごめん」


「謝らないでくれ。砂川は少しも悪くない。俺が自分の中だけで勝手に怒いかりを増ぞう幅ふくさせ、錯さつ覚かくしていたんだ」


　母が入院していた時は、司法試験の勉強で本当に多た忙ぼうだった。


「その時思った。俺がこんなに忘れられないのに、お前だけが俺を忘れているなんて絶対許せないと！　それが、想いが怒りに変わった瞬しゆん間かんだった。だから冴木を買収してあんな計画まで立てて……お前をもう一度泣かせてやろうと思った。復ふく讐しゆうにも似た気持だったよ。でも、完全に逆さか恨うらみだな。まったくひどい話だ」


「そうだよ。俺を見かけたんなら、普ふ通つうに声をかけてくれればよかったのに」


　でも、もし五十嵐がそうしていたとしても、きっと臆おく病びような自分は逃にげていたかもしれない。


　だから、砂川は本当は望んでいたのだ。


　彼が強ごう引いんに自分を捕つかまえて、今のように粉々になるまで壊こわしてくれることを。


「あの…五十嵐。一つ訊きいてもいいか？」


　ちょっと気になっていることがある。


「なんだ？」


「俺に再会してからは、誰とも…その、してないか？」


　つまらないことを訊いたと思った瞬間、砂川の頰は恥はずかしさに熱くなった。


「え？　あぁ。誰ともないよ」


　五十嵐の目は、噓はついていない。


「うん。そうか……あと、その…事故を起こしたあの夜、手術室で俺を抱いて、どうだった？」


　本当に男の自分でいいのだろうか？


　砂川は確かめずにはいられなかった。


「あぁ。それまで、どんな女と寝ねても治まらなかった疼うずきが、お前を抱いたとたんに治まったんだ。心ごと満たされたような気分だった」


　もっと、わかりやすく言って欲しい。


「それって、俺を好きってことか？」


「他にどう思う？」


　相手の声が少し怒っているのは、照れているからだと知っている。


「言ってくれよ？」


　ちゃんと言って欲しい。


「……あぁ。砂川が、好きだよ」


　五十嵐が言う、心が満たされるという感覚が、今ようやく自分にもわかった。


「うん。うん……俺も、五十嵐が好きだ」


　何年もかかってしまったが、ようやく想いが通じ合い、温かい眼まな差ざしを正面から受け止めることができる。


　その喜び。


「…砂川」


　囁ささやくように名を呼ばれ、ゆったりと広い胸に抱き寄よせられたその時、


『先生、すみません。外来に急きゆう患かんなんですが？』


　レントゲン室のドアをノックして、看護師の声が響ひびいた。


「あぁ、今開けます」


　五十嵐はとても名残なごり惜おしそうな顔で砂川から離れると、ドアを開けて自分を呼びに来た年ねん輩ぱいの看護師に難しい顔で言った。


「えっと、砂川さんですが、レントゲンの結果、やはり肺炎を起こしていました。熱も高いので、緊きん急きゆう入院してもらいましょう」


　五十嵐のその爆ばく弾だん発言を隣となりで聞いた瞬間、砂川はあんぐりと口を開けていた。


「は？」


　誰が肺炎だって？　そんなわけないだろう？


　確かにさっきは動どう悸きがすると言ったが、それは一刻も早く五十嵐に会いたいがための噓うそで。


「三階の個室が空いてましたよね。あちらへ案内してあげて下さい」


　いたって涼すずしい顔で、五十嵐はちゃっちゃと事を運んでいく。


「先生、個室でよろしいのですか？」


　しかも個室だって？　なんだかヤバそうな匂においがするけれど…。


「ええ。砂川さんご自身が個室をご希望なので」


「へ？」


　…って。噓だろう？　俺がいつそんなものを希望したんだ？


　個室って、相部屋よりも値段が高いらしいし、なんで貧びん乏ぼう人にんの俺がそんなところにッ？


　心の疑問は、なに一つ口にできるわけもなく。


「わかりました。では砂川さん、あとでご案内いたしますので、ここで少しお待ち下さい。それでは先生、急患を診しん察さつ室しつに案内してきますから」


　看護師があわただしく出ていったドアを、砂川はぽかんと立ちつくして見ていたが、五十嵐はそんな砂川の腕うでをいきなり摑つかんで引き寄せると、密ひそやかに耳打ちした。


「わかってると思うが、逃げるなよ。逃げたらボロアパートに押しかけて泣くまで犯おかすぞ。隣に声を聞かれたくないんだろ？　だったら、絶対に逃げるなよ！　いいな」


　一いつ瞬しゆんにして元の横暴な男に戻もどった五十嵐に命令口調で念を押されると、砂川は腹が立つよりむしろ安あん堵どした。


　こっちの方が断然五十嵐らしくて、なんだかほっとする。


「俺の方からここに来たのに、なんで逃げるんだよ！」


　急患の対応に廊ろう下かを去っていく医師の背中に向けて、砂川はそんな言葉を投げかけていた。





「砂川、待たせて悪かったな」


　救急外来の担当を午前〇時で交代したあと、五十嵐は白衣を着たまま、砂川のいる三階の個室に直行してきた。


「なぁ、そんなに堂々と病室に入ってきていいのか？」


　白いベッドの端はしに腰こしかけている砂川は、看護師から渡わたされた水色の寝ね巻まきをベッド脇わきに置いたままで待っていた。


　実際、自分は病人じゃないのだから入院する理由なんてない。


「なに言ってる。俺がお前を診察したんだぞ。担当医が患かん者じやの容よう態だいを診みに病室を訪おとずれるのがいけないことか？」


　五十嵐はベッドの脇にある丸まる椅い子すに腰かける。


「あ～。まぁ、それはそうだけど…」


　でも、病気でない自分が入院しているというあたりが、いけないことなのだ。


　ともあれ、個室でおとなしく待っていた砂川に、五十嵐は水銀の体温計を渡す。


「ほら、計ってみろ」


「え？　どうして？」


　真ま面じ目めな医師っぽい顔で命じられて、砂川は首を傾かしげた。


「いいから計れ」


　それでも、ようやく二人きりになれたことが嬉うれしくて、とりあえず五十嵐の言うとおりにすることにした。


「はい。了りよう解かいしました先生」


「茶化すなって」


　砂川は素す直なおに体温計を脇に挟はさんで検温を始める。


「なぁ砂川……」


　五十嵐が、急に真しん摯しな目をして名前を呼んできた。


「な…なに？」


「お前に、ちゃんと謝りたい」


「え？　もういいよ。だって、さっき…」


「聞いてくれ砂川。俺は、お前を騙だまして本当にひどいことをした。だから簡単に許してくれなんて言うのは虫のいい話だが、それでも俺はお前に許して欲しい。本当にすまなかった」


　そう言って、五十嵐は真っ直すぐに砂川を見た。


　あとにも先にも、こんな殊しゆ勝しような彼を砂川は見たことがない。


「あの……五十嵐」


「なんだ？」


「俺も、お礼を言わないといけないんだ。メダルを返してくれたから…ありがとう」


「あぁ…いや。それに関しても、本当に俺が悪かった」


　いくつもの謝罪の言葉をもらって、長い間痛んでいた胸の傷が緩ゆるやかに癒いやされていく。


「そんなこともういいよ。だってさっき、もっと嬉しい言葉をもらったから」


　レントゲン室で互たがいに告白したことを思いだし、なんとなく二人して照れる。


「あのな五十嵐、実はさっき、響先生と冴木先生がうちのアパートに来てくれたんだ」


「えっ？　本当か？」


「うん。俺と五十嵐のことを心配して、わざわざ来てくれたんだよ。だから本当に二人には感謝しないといけないんだ。だって、もし響さんが訪ねてくれなかったら、俺はここに来る勇気が持てなかったかもしれない」


「……そうか」


「その時、冴木先生もちゃんと謝ってくれたし」


「……あいつを巻き込んだのも俺だ。今度、俺からも二人に謝るよ」


　五十嵐は苦い顔でそう言うと、またしても不安げに眉み間けんを寄せた。


「……なぁ砂川、頼たのむからちゃんと答えてくれ。こんな俺を許せるか？　お前を卑ひ怯きような噓で騙した俺を許せるのか？」


　必死の形相で問いつめられて、砂川はわかった。


　五十嵐はどうしても、許すという一言が欲しいらしい。


「あぁ……そんなのあたり前じゃないか。俺は五十嵐を許せるよ」


　答えなんか決まっていた。


「って言うか、もうとっくに許してる。だって、今はこうして五十嵐は俺に優やさしくしてくれるから、もうそれでいい」


　そう言った直後、五十嵐はベッドに腰こし掛かけている砂川の隣に移動すると、そのまま優しく抱だきしめてくれた。


　検温を始めて十分ほど経たっただろうか、砂川は思いだしたように五十嵐の胸から身体からだを離はなす。


「そろそろいいよな。えっと、何度あるかな？」


　脇に挟んでいた水銀の体温計を抜ぬいて表示を見ようとすると、そのまま五十嵐に奪うばわれた。


　彼はそれをじっと見たあと、納なつ得とくしたように答えた。


「やっぱり思った通りだ。お前、こんなに熱が高いのに、よくここまで来れたな」


「えッ？」


　彼の手から急いで体温計を取って見てみると…。


「噓っ？　マジで……三十八度二分？」


　信じられない。


「あれっ。なんか……俺、ちょっと…」


　さっきまで、多少は頭が重いとか、立ちくらみがするとか思っていたが、それが熱のせいだと知ったとたん、ふらふらしてきた。


「おい砂川、大だい丈じよう夫ぶか？」


「大丈夫じゃないかも。こんな高い熱が出たのって久しぶりだし。でも、なぁ五十嵐。もしかして…この熱も、なにかの罠わなだったりする？」


　砂川は目を細めて訊きく。


「馬ば鹿かだなぁ、水銀の体温計をどうやって細工するんだ。それにしても、ほんとに熱があるって自分で気づかなかったのか？」


「うん。相当、疲つかれてはいると思ってたけど。五十嵐は、いつ気づいたんだ？」


「そんなの、診察室に入って来たお前の顔を見た瞬しゆん間かんに決まってるだろ」


「マジで？」


「おいおい……信じてないみたいだが、俺はこれでも医者なんだぞ？」


　真面目に怒おこっている五十嵐に、ごめんなさいと笑ってみせる。


「それは知ってます。ちゃんと公開オペも見せてもらったし」


「あぁ、そうだったな。で……どうだった？」


　いきなり感想を求められ、砂川はちょっと意地悪な気分になる。


「どうして俺みたいな素人しろうとにそんなこと訊きたいんだよ？　他ほかに正しく批評してくれる人がたくさん観みていただろ？」


「でも、俺は砂川に評価して欲しいんだよ」


　茶化されると思ったのに、真顔で直球が返ってきて、砂川の方がドキッとしてしまう。


「う…うん、そうだな。その、五十嵐先生のオペは、すごくかっこよかった。ほんとに魔ま法ほうみたいなメス捌さばきでした」


　正直に賛美すると、彼はいたく満足げに目め尻じりを下げた。


「そりゃ、どうも」


「でも、俺に熱があるなんて言うのは、完かん璧ぺきに誤ご診しんだと思ったんだけど。まさか本当だったなんて驚おどろきだな」


「まぁ、肺はい炎えんってのは真っ赤な噓うそだけれどな」


　けろっと彼は、そういうことを言う。


「え？　だったら、やっぱり誤診じゃないか！」


「確かにそうだ。でも仕方ない。さっきの俺は、睡すい眠みん不足で目がかすんでいたから見み間ま違ちがえたとでも言い訳するさ。俺はどうしても今夜、お前を手放したくなかったんだ」


　渋しぶい顔で殺し文句を言う男に、うっかりみとれてしまいそうになる。


「にっ、逃にげるわけないだろッ？　さっきも言ったけど、俺が自分でここに来たんだぞ？　忘れたのかよ」


　そう言うと、彼は整った顔で嬉しそうに笑った。


「あぁ、確かにそうだったな。でも、俺はいつもお前を追いかけてばかりだったから、被ひ害がい妄もう想そうがひどいんだ」


　なるほど。


「だったら約束するよ。これからは、ちゃんと優しくしてやる」


　思い切ってそう言うと、


「あぁ、俺も今夜は優しくしてやるよ」


　同じセリフが返ってきて、一瞬きょとんとした砂川だったが。


「え……！　って、もしかして、やっぱり今夜、やるのか？」


「あたり前だろう？　しないと思うのか？」


　熱があっても容よう赦しやしない相手の情熱が、今はなんだか愛いとおしい。


「いや。それは多少は予想してた範はん囲いだけど……でも、ここは病室なんだし、もし誰だれかが入って来たらまずいだろ？」


「お前がナースコールでもしない限り、誰も来ないさ。だが、俺への呼びだしはあるかもしれないな。悪いがその時は出ていく」


「へ？　それって、急きゆう患かんがあったらってこと？」


「そうだ。でも当直の医師は一人いるから、よほどの事態がなければ大丈夫だと思うが、緊きん急きゆう手術を要するような救急患者が運ばれてきたら、即そく呼びだしだな」


「そうか。わかったよ」


　できれば中ちゆう途と半はん端ぱに放ほうり出されたくはないが、人命に関かかわることなら仕方ない。


「だから、悪いが今夜、俺は服を脱ぬがないぞ」


「え？　でも、だったら…俺は？」


　砂川は不安げに訊く。


「お前は脱がせるに決まってるだろう？」


　やっぱり。


　なにもかもが予想通りで、嬉うれしいような悲しいような…。


「嫌いやか？」


「嫌じゃないけど……ちょっと困る」


「どうして？」


「そんなの決まってるだろッ。恥はずかしいからだよ！」


　ちょっと悔くやしくて唇くちびるを尖とがらせたとたん、襟えり足あしを摑つかんで仰あお向むかされ、嚙かみつくようなキスをされた。


　たっぷりと味わうような口づけがほどけたあとで、砂川の口からは充じゆう足そくのため息が漏もれた。


「なぁ砂川。そういうセリフは、俺を悦よろこばせるだけだって学習してるか？」


「悪あく趣しゆ味み！」


　もう一度キス。


　今度は全身でのし掛かかるようにして、白いベッドの上に押し倒たおされてしまう。


　その時、シーツからは、ほんのり消毒液の匂においがして、なんだか…。


「どうした？」


「うん。その……病院の匂いがしてるから、なんとなく」


「悪いことをしている気分になるか？」


　悪戯いたずらな目で笑う五十嵐に、砂川は子供の頃ころの彼の笑え顔がおを重ねて嬉しくなる。


「まぁ、多少は…な」


「だったら、呼びだされる前に早くやろう」


「やろうって…デリカシーがないなぁ、もう！　でもさ……声とか…」


　大丈夫なんだろうか？


「病室には防音設備なんかないぜ。だから、恥ずかしいと思うなら、お前が自分で気をつけるんだな」


　ほら、またそんなふうに他人ひとごとだよ。


「そんなの自信ないって」


「まぁ、仕方ないから、今夜だけは俺が気をつけてやるよ」


「マジで？　加減してくれるのか？」


「まさか？」


「はぁ？　じゃあ、どういうことだよ！」


「お前があられもない声をあげそうになったら、ネクタイで猿さるぐつわでもしてやるさ」


　一発殴なぐってやろうと思ったら、そのまま腕うでを取られてシーツに縫ぬいとめられ、もう一度キスをされる。


　今度のは、さっきの口づけよりもっと甘い、とろけるようなディープキス。


　弱いところを熟知した長い舌が、いろんなところを細やかに刺し激げきする。


　きつく合わされた唇の端はしからは、キスの激しさを物語るように互たがいの息が漏れて卑ひ猥わいな音を立てた。


「ンッ……ふ」


　いつもは熱く感じる五十嵐の舌が、今日はとても冷たく感じて不思議に思う。


　さらに上唇を甘嚙みされると、ぞくっと皮ひ膚ふに電気が走り、砂川は反射的に舌を出して仕返しとばかりに相手の唇を舐なめた。


「なぁ砂川。お前、口の中もずいぶん熱いぜ」


　あぁ、なるほどと思った。


　自分に熱があるから、相手の舌が冷たく感じるらしい。


「でも、舌でさえこんなに熱いなら、さぞかしあっちは熱いんだろうな」


　きわどい独り言が聞こえるが、過激なキスと発熱のせいで頭がぼんやりしてきた砂川には、なにも言い返せない。


「ん……五十嵐」


　なんだか胸のあたりがスースーすると思ったら、シャツのボタンが全開しているようだ。


「どうした？」


「あの、なんか涼すずしくて気持ちいい」


「だからッ、砂川！　そういうエロい顔を、俺以外の奴やつの前で絶対するなよ！」


　なんだか五十嵐が怒っているようだが。


「え？　エロい顔って？　ぁ…ぅ……んッ」


　硬かたい指先に、胸の粒つぶをこねるように刺激され、甘い声が鼻から漏れてしまう。


「気持いいのか？」


　外科医の繊せん細さいな指先が、まだ柔やわらかい肉芽に戯たわむれるように絡からんでいた。


「ぅぁ……う、うん」


　たまらなく気持いい。


「簡単に硬くなったぜ？　今度は舐めて欲しいか？」


「え？　や……そんなのっ」


　あっと言う間にシャツが脱がされてしまった。


　完全に言いなりになっている自分が情けない気もするが、もう手足が言うことをきかない。


「ぁ、ぁッ……んぅ。そこ、もっと触さわって」


　すっかり尖ったチクビに今度は唇が寄せられて…。


　形のいい唇が開き、それが紅あかくなった粒を含ふくむのを直視した瞬しゆん間かん、砂川の顎あごがあがった。


「んッ！」


「どうした？　すごい反応だな？　もっと食べて欲しいのか？」


　そんな言葉が聞こえたとたん、ざらっとした舌先に芯しんの根本から持ちあげるようにして舐められる。


　ぴちゃぴちゃと濡ぬれた音が自分の胸むな元もとから聞こえると、熱い身体からだは視覚と聴ちよう覚かくの両方から煽あおられて、たちまち腰こしの中心からは甘い蜜みつが溢あふれだした。


「あぁ…んっ」


「いい声だ」


「ぅ……お願い、五十嵐……そこ、もっとして。そこが感じる……」


「今日の砂川は素す直なおで可愛かわいいな」


　男の発する低い声にまで、砂川は感じ入ってしまう。


　先日の公開オペの最中に聞いた、骨まで痺しびれさせるようなセクシーな声こわ色いろ。


　脳の隅すみ々ずみまで犯おかされていく快感だった。


　この男になら、もうなにをされてもいいと思えてしまう自分が愛いとおしい。


「五十嵐。お願い……」


「どうした？」


「お願いっ……言って。好きって…言って？」


　優やさしい忍しのび笑いさえ官能的で腰にくる。


「あぁ。好きだよ」


「もっと…」


　もっともっと愛を囁ささやいて、この身体中に触ふれて口づけて欲しい。


　所有の証あかしを刻むように…。


「好きだ。ずっとお前だけだった」


　五十嵐は欲望のままに砂川のジーンズを脱がせると、全ぜん裸らにした身体中にキスの雨を降らせ始めた。


　のし掛かった男の白衣が素す肌はだにじかに触れるだけで、たまらないほどの羞しゆう恥ちと快感が湧わきあがる。


「あぁ……五十嵐、俺……恥ずかしい」


「なにがだ？」


「だって、俺だけ……裸はだかにされて」


　男が息だけで笑う。


「可愛いことを言う。でも、さっき言ったろう？　俺は脱ぬげないって」


「知ってるよ。だけど……俺だけなんて、やっぱり恥はずかしいっ」


「確かにそうだな。まるで、入院患かん者じやに手を出す、エロ医者の裏ビデオみたいだな？」


「なっ！　五十嵐の意地悪ッ」


　くくっと低く笑われる。


「そりゃそうだ。俺は意地悪をしたいんだよ。お前だけにな」


　あぁ、もう。本当に憎にくらしい男だと、砂川は観念する。


「だったら……もういいよ。俺だけにだったら、もうなにをしてもいい。でもその代わり、これからは他ほかの誰だれにもしないで」


「しないさ。お前限定だ」


「うん。うん……だったら、意地悪して。もっとひどいことをしてもいいよ」


「言ったな？　でも、覚かく悟ごしろよ。俺は相当いやらしいぜ」


　五十嵐はいきなり綺き麗れいな膝ひざ頭がしらをつかむと、砂川の両りよう脚あしを勢いよく左右に割り裂さく。


「ぁッ…やだぁッ」


　意地悪をしてとは言ったものの、砂川は恥ずかしくて思わず両手で顔を覆おおってしまった。


「さっきも話したが、早くしないと時間がないかもしれないからな。ちょっと我が慢まんしろよ」


　男が素早く身をかがめたあと、脚の付け根あたりで魅み惑わく的な声がして…。


　まさか！


「え？　なに？　そんなッ。噓うそだろ？　ぁ、ダメだよ。ダメッ！　ぁ……ぁぁッ」


　ぬるっとした感かん触しよくがその部分に侵しん入にゆうしてきて、中を舐められているのが砂川にもわかる。


「そんなッ…ぁ、ぅんッ」


「いい子だからじっとしてろ。ちゃんと奥の奥まで舐めて、ぐちょぐちょにしてやる」


　もう、信じられなかった。


「ッ。は……あぁっ」


　時間をかけて中を舐めほぐされている間中、砂川は汗あせで湿しめり始めたシーツを摑つかみ、懸けん命めいに羞恥に耐たえ続けている。


「……そろそろ、いいか？」


　ややあってからつぶやいた五十嵐は、今度は指を二本、確かめるように奥にねじ込んだ。


「ぁんっ…ッ」


　思わずあがった声があまりに艶なまめいていて、五十嵐だけでなく砂川自身も驚おどろいてしまう。


「ご、ごめん。なんか俺……もう、だめみたい。なんでもいいから、お願いッ…」


　中が蕩とろけるように疼うずいてたまらない。


　だから、一刻も早く硬いもので奥まで貫つらぬいて、めちゃくちゃに搔かき回して欲しかった。


「欲しいのか？」


「う…ん。もう……お願いだから、早くっ」


「待ってろ。すぐにお前の中をいっぱいにしてやる」


　指を引き抜ぬいた五十嵐は、ベルトを外してファスナーを下ろすと、すでに猛たけ々だけしく勃ぼつ起きした肉を下着をずらして抜きだす。


　その質量を目にした瞬間、砂川の喉のどがごくりと鳴った。


「五十嵐のそれ……今日は、ちょっと大きすぎる」


　興奮と不安が混ざったような声。


「でも、お前はこれが欲しいんだろう？　違ちがうか。それとも怖こわいのか？」


「うん……怖い。でも、でも……欲しい！」


「お前を壊こわしてしまうかもしれないぞ。いいのか？」


「いいよ。壊してもいい。五十嵐になら俺はなにをされてもいいから。だから早く…早くきてっ。もうこれ以上我慢したらおかしくなる」


　こんな直接的なセリフを砂川自身が口にするのは、初めてかもしれない。


　でも、はしたない自分を止められなくて、重なってきた男の首に両手をまわして引き寄せる。


「好き……五十嵐が好きッ」


　気持があふれて言葉が止まらない。


「あぁ。俺もだ」


　組み敷しく男の身体の重さが、長い間の亀き裂れつを埋うめるように砂川の身も心も満たしていく。


「う……ぅ、ぁぁん」


　ねじ込むように強ごう引いんに挿そう入にゆうされた逞たくましさに酔よいしれながら、砂川の内部は男を奥まで迎むかえ入れようと貪どん欲よくに収縮を繰くり返した。


「砂川……っ。お前の中は、たまらなく熱い。溶とけてしまいそうだ」


　熱に肉をぎっちりと包まれ、深いところまで溺おぼれて、五十嵐も挿入しただけで充じゆう足そくのため息を発する。


　結合したとたんに砂川の雄おすも硬かたく膨ふくれ、膿うむように穴からは蜜が滴したたった。


「あぁ……お願い、だから。もう、焦じらさないで…動いてっ」


　嗄かれた声で懇こん願がんすると、すぐに男が腰こしを前後させてきた。


「んぁッ……ぁぁ」


「なぁ…砂川、やっぱり言ったとおりだ。熱があると、ここの中も…熱くなる」


「馬ば鹿かッ。ぁッ…ぁ、ぁ」


　言葉に辱はずかしめられて、それにさえ感じて腰が淫みだらに揺ゆらぐ。


　内臓の奥からすべてを犯されて拓ひらかされて、髪かみの毛一本も残らず、なにもかも彼のものになってしまいたいと願った。


　男が動くたび、砂川の硬くなったものが清潔な白衣にこすられる。


「やッ……五十嵐。それ、痛いっ…ぁぁんッ」


　時々、白衣の白いボタンが雄茎に引っかかって、砂川は悲鳴に近い声をあげさせられた。


「噓をつけ。痛いのに、どんどん汁しるが垂れてくるぜ？　それはどうしてだ？　ん？」


　五十嵐がわざとそうしているのかどうかは定かでないが、その刺し激げきは強きよう烈れつだった。


「ぁぁッ…ぁん。ぅぅッ」


　高々と抱かかえあげられた素足が爪つま先さきまでぴんと張りつめ、頂点が近いことを震ふるえながら示している。


「砂川ッ……好きだ。お前が好きだ」


　嗄れた声が何度も想おもいを囁いて、砂川ののぼせた頭にも隅々まで浸しん透とうしていく。


「ぁッ……ぁ、ぅん。ぁぁッ。俺も…俺も、好きッ」


　最高の瞬しゆん間かんを同時に迎えながら、ようやく本当の愛を手に入れたことを二人は実感していた。





　無む謀ぼうな行こう為いのせいで、ますます熱のあがった砂川がベッドにぐったりと横たわっている。


　身体からだを綺麗に拭ふいてもらって寝ね巻まきを着せられる間、頭はぼうっとしていたが幸せでたまらなかった。


「今日はこのぐらいで許してやるが、明日からはもっと頑がん張ばってもらうからな」


　馬鹿ッ。


　と言いたいが、声すら出ない。


「それから、いいか砂川。これだけは言っておく。よく聞けよ」


　五十嵐がネクタイを締しめ直して白衣の襟えりを正したので、砂川はどんな要求を突つきつけられるのかと身構えてしまった。


「俺はもう二度と、お前を抱だいたあとで領収書なんか切らないからな」


　その言葉に思わず力が抜けてしまい、砂川は少し怒おこった顔を作りながら満足げにうなずく。


「そんなのあたり前だろ。だって…」


「だって、なんだ？」


　興味深げに、顔を近づけられる。


「……俺は、お前の」


「俺の？」


「恋こい人びと…なんだから」


　言い終わる前にぎゅっと抱きしめられ、あまりの息苦しさに砂川がジタバタもがいていると、耳元に甘く意地悪な囁ささやきが吹ふき込まれる。


「なら。これからは、やり放題だな」


　そんな恐おそろしい言葉が聞こえたが、思わず砂川は聞こえなかったふりをした。


　でもきっと五十嵐のことだから、本当にやられ放題かもしれない。


　でも。まぁ、それもいいかな…？


　ふとそう思ってしまった自分だったが、簡単に本心を言葉にすると、この傲ごう慢まんな男をつけあがらせるだけな気がして、まだ内ない緒しよにしようと砂川は心に誓ちかった。


「なぁ、俺…ちょっと眠ねむいよ」


「だろうな？　熱があるのに俺が無理させたから。今夜はもう、ぐっすり眠っていいぞ」


「うん。でも…朝まで側そばにいてくれる？」


　なんだか甘えたくてたまらない。


「そうするよ」


　優やさしい笑え顔がおに魅みせられてゆっくり目を閉じると、すぐに幸せな眠りが砂川をさらっていく。


「おやすみ」


　今夜はきっと、幸せな夢を見られることだろう。




ドクターの甘あまやかな報ほう酬しゆう





早さ乙おと女め彩あや乃の
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